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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき

　解説








　　　一　裁さばきの者









　太陽は、真上からやや西寄りへ傾かたむいていた。

　キサーズ・スカイタワー最上階。天てん井じようや壁かべの代わりに、ドーム式エアカーテンで外気を遮しや断だんしたオープンカフェから望む太陽は、市内のどこよりも間ま近ぢかく見える。

　少年は、前世紀の唱しよう歌かの歌か詞しの如ごとく、降り注そそぐ陽光の源みなもとへ左手をかざした。

　真っ黒な影かげが、白く灼やける天体を完かん璧ぺきに遮さえぎった。いかなる光も透とう過かしない特別製の手のひら。

『──ンなことで、ブルーになるなよ、ショウゴ。お前さんは立りつ派ぱな人間さ。おケラやミミズや……俺おれと同じにな』

　外がい耳じ道どうに埋うめた通信機から、軽けい薄はくな慰なぐさめの声が聞こえてくる。このタワーのどこかの階で、今回の仕事を見守る相あい棒ぼう。映像は、少年がかけている眼鏡めがね型がたカメラが送信している。

「エイジ……無む駄だ口ぐちを叩たたくために回線を開いたのか？」

　テーブルのグラスへ左手を戻もどし、少年が言った。

　ダークグリーンのエナメルスーツに身を包んだ彼の独ひとり言ごとに注意を向ける人間は、しかし、一人もいなかった。エナメル系の服は最近流行のティーンズファッション、独り言はアクセサリー型の極ごく小しよう携けい帯たい電話への応答でよく見られる光景だからだ。さらに、散ざん切ぎりの黒くろ髪かみと一見ありふれた伊達だて眼鏡が、彼の容よう貌ぼうを没ぼつ個こ性せい的てきなものにしている。

　だが、もしも、マンウオッチングを趣しゆ味みとする物好きが彼に注意を向けたなら、しばらくの間目を離はなすことはないだろう。

　頰ほおから顎あごにかけてのシャープなライン、薄うすく引き締しまった小さな唇くちびる、鳶とび色いろの瞳ひとみを浮うかべる切れ長の目。年ねん齢れいは十五、六歳さいくらい──ウオッチャーの分ぶん析せきは、たぶん、ここまできて滞とどこおる。果たして、男か女か。初めて見る者に、その判断はつけがたい。しかし、どちらにせよ、〈美〉の一文字を冠かんせずにはおけない顔立ちだった。

『──秒読み開始だ。間もなく、目もく標ひようが到とう着ちやくする。護ご衛えいは八名。他ほかに……』

「来た」

　少年が押おし殺した声で遮り、視し線せんを斜ななめ後方へ走らせる。カフェの出入り口を兼かねる大型エレベーター。銀色の扉とびらが、ほぼ無音で左右に開く。

　新あらたな客が店内へ吐はき出されるや、午後の一ひと時ときを楽しむ人々のざわめきがたちまち静せい寂じやくへと変わった。
















　抑おさえた色調の服と屈くつ強きような身体からだ、そして尋じん常じようならざる眼がん光こうを周囲へ向ける男たちに怯おびえたわけではない。人々が思わず息を止めたのは、男たちの囲みの中心に見知った顔を見つけたからだ。

　ドン・ガンドック。米本国における当局の圧力を嫌きらい、日米合同統とう治ち区くである旧きゆう千葉県木き更さら津づ市──キサーズシティへ拠きよ点てんを移してきたマフィアのボス。華か僑きようマフィアと同どう盟めいを結ぶヤクザとの利り権けん争あらそいで、度たび々たび血なまぐさい事件を起こしている、筋すじ金がね入いりの悪あく党とうだ。

　ろくでなしの一団が場所を確保するまでに、二組の客がさりげなく席を立った。それを見たビジネスマンのグループと老夫婦がぎこちなく後に続き、さらに四組が逃にげ出すようにレジへ向かった。

『──さすが、有名人への反はん応のうは早いな』

　通信機が沈ちん黙もくを破った。

「あれだけマスコミが騒さわげば、当然だろ」

　囁ささやき声で少年が返す。目標と取り巻きは、少年の席より一段低い位置にあるボックス席に陣じん取どっている。

『《復ふく讐しゆう法ほう》がマフィアのボスに適用されたんだぜ。大々的に報じて市民の自じ衛えいを促うながさなきゃ、巻まき添ぞえ犠ぎ牲せい者しやが続出する』

「この法律がある限り、焼け石に水さ」

　少年は相棒に見せるように、ボックス席へ顔を傾かたむけた。同時に指輪だらけの左手をテーブルの端はしへ伸のばす。集音マイクだ。これで目もく標ひようの様よう子すを窺うかがえる。

「怖おじけづくんじゃねえ！」

　怒ど鳴なり声に、集音マイクの拾った音が軽くハウリングした。ブルドッグそっくりの野や蛮ばんな顔を引きつらせたドン・ガンドックの一いつ喝かつ。相手は、組織のナンバー２。娘むすめ婿むこのトニーだ。頰ほお瘦こけた青白い顔は、情けないドラキュラ伯はく爵しやくといったところだ。

「《復讐法》の的まとにされたくれえで、一日中隠かくれてられるか！　俺あ、日光浴が好きなんだ！　それに堂々と構えてりゃ、奴やつらもビビッて手出しはできねえ。そのうちに期限が切れて無む罪ざい放ほう免めんよ！」

「その通り」

　トニーの向かいに座すわる男がうなずいた。ナンバー３のロメオ。化け粧しようが趣しゆ味みの金きん髪ぱつ青年。旧ハーバード大出身で、銃じゆうの名手ともいわれている切れ者だ。

「廃はい止しされた死し刑けいの代わりに、裁さい判ばん所しよがボスに下くだした判はん決けつは懲ちよう役えき二百十四年。免まぬがれるには《復讐法》を使うしかない。抗こう争そうの巻き添えで死んだバカどもの遺い族ぞく……奴らの訴うつたえを受け入れるだけで、全すべての罪つみが免めん除じよされるんです。利用しない手はありませんよ」

「だが、それは奴らの雇やとった合法的暗殺者──執しつ行こう代だい理り人にんを退しりぞけられたらの話だ」

　トニーが声を震ふるわせる。

「違ちがいねえ！　ロメオ、そこんとこの対たい策さくは万ばん全ぜんだろうな？」

　ガンドックが、血走った小さな目をぎょろりと剝むいた。

「もちろんです、ボス。例たとえば、このカフェテリア」

　ロメオがゆっくりと周囲を見回す。

「調理人、ウエイター、未まだ残っている客、全てが──」

　斜ななめ後ろを見上げたところで、訝いぶかしげに眉み間けんを歪ゆがめる。

　今時の服を来たティーンエージャーが、その年ごろ特有の不ふ機き嫌げんそうな表情を作り、ふいと顔をそむけた。

　ロメオは軽く舌した打うちしたが、すぐにボスの方へ向き直った。

「ほとんど全てが──」

　言い直し、利きき手てを懐ふところに入れる。

「──私わたしの雇った殺し屋です」

　懐から出した手に黒光りする得え物ものが握にぎられていた。クラシカルな外見を持つ回かい転てん式しき拳けん銃じゆう、ルガー・スーパー・ブラックホーク。マグナム弾だんを装そう塡てんしたロメオの愛銃だ。

「ロメオッ……てめえ、何の真似まね──」

　轟ごう音おんがガンドックの台詞せりふを抉えぐり、法の執しつ行こうを告つげた。

　八人の護衛のうち、三人がロメオに銃を向け、残りが客と従業員に偽ぎ装そうした殺し屋──執行代理人たちに対たいした。

　乾かわいた銃声と破は砕さいの悲ひ鳴めい、くぐもった断だん末まつ魔まの呻うめきがボックス席を中心にカフェテリアを席せつ巻けんした。

　銃じゆう撃げき戦せんは、三分も経たたずに幕まくを閉じた。

　プロとプロとの攻こう防ぼうに一方的な勝利はなかった。力ちから尽つき、或あるいは生死をさ迷う十数人の男女が、散乱するインテリアや食器の残ざん骸がいに混まじって倒たおれていた。

「……ロ、メ、オ」

　呻き声がボックス席に沸わいた。

「おや、まだ生きてたんですか、ボス」

　愛銃をハンカチで磨みがきながら、ロメオが言った。あれほど凄すさまじい戦せん闘とうの中に身をおいていたにも拘かかわらず、彼は全くの無む傷きずで席に座っていた。傍かたわらには、眉まゆのないスキンヘッドの東洋人が立っている。ロメオに銃を向けた三人の護衛の一人だ。他の二人はその足元。彼らには外がい傷しようはなかった。ただ、上半身と下半身が全くの逆方向へ捻ねじれていた。

「て、めえ、始め、から」

「仇かたきを討たせてもらいました。弟のね」

「弟、だと？　ありゃあ、てめえが殺やれ、と……」

「ええ。あいつは当局に飼かわれたスパイでしたから。だから、恨うらみなんてありません。ただ利用させてもらったんです。《復讐法》は被ひ害がい者しやのごく近い親族に認められた合法的暗殺手段。執行に伴ともなう巻き添え殺人も赦ゆるされる」

　ガンドックの横で絶命しているトニーへ目を向け、にやりと笑う。

「ご心配なく、ボス。組織は私が引き継つぎます。ただし、ご家族は全員行方ゆくえ不明になっていただきますが」

　ハンカチを胸ポケットにしまい、銃身を傾ける。

「ぐ……ぬうおおぉお」

　赤黒い血を吐はきながら、ガンドックが上体を起こした。

「見苦しい」

　無む造ぞう作さに引き金を引き、ロメオは席を立った。

「後は任まかせましたよ。息のある奴は全員始し末まつして下さい。無む駄だ金がねを使わずに済すみます」

　死体を乗り越こえ、非常口のある調理場の方へ歩いていく。

「……承しよう知ち」

　やや遅おくれて、スキンヘッドが小さくうなずいた。




　　　　◆




　無人のキッチンを抜ぬけた先には、細く長い廊ろう下かがあった。白を基調とした清せい潔けつな通路。突つき当たりには従業員専用エレベーターの扉とびらが見える。

　ロメオは足早に歩きながら、返り血のついた上うわ着ぎを脱ぬぎ捨て、重ね着していたもう一着の衿えりを正ただした。

　不意に、背はい後ごでドアがきぃと鳴いた。

「もう、後片付けが終わりましたか」

　後ろを見やったロメオの足が止まった。

　ゆっくりと閉じていくドアの前にエナメルスーツの若者が立っていた。散ざん切ぎりの黒くろ髪かみにファッショングラスをかけた少年、或あるいは少女。両方の手指にはゴテゴテとした作りのリングがはめられている。

「お前……」

　ロメオは思い出した。場ばの雰ふん囲い気きを読み取れず、カフェにとり残された生なま意い気きなガキ。

（いや、違ちがうぞ）

　心中で頭を振ふり、右手を左脇わき腹ばらのホルスターへと滑すべらせる。

　このガキは、わざと残ったのだ。しかも、あの戦せん闘とうの巻き添ぞえにもならず、自分を追い掛かけてきた。理由はともかく、目的は、たぶんひとつしかない。

　ロメオは振り返りざま、両りよう腕うでを伸のばした。利きき腕の先でルガーが吠ほえ、もう一方の手が袖そで口ぐちから飛び出してきた隠かくし拳けん銃じゆうを握にぎった。

　申もうし分ぶんのない動作速度、五メートル余りの至し近きん距きよ離り。ロメオは必中を確信し、ダメ押おしに隠し拳銃の引き金を引いた。

　銃じゆう弾だんが、天てん井じようの照明を砕くだいた。その時初めて、ロメオは自分が倒たおれる途と中ちゆうであることを知った。

「お、前、は」

　仰あお向むけの自分を覗のぞき込こんだ若者に、ロメオが言った。途と端たん、息が詰つまり血ち反吐へどがこみあげた。喉のどに弾だん丸がんを食くらったらしい。致ち命めい傷しようだ。

「ラムジーを知ってるか？」

　若者が英語で言った。声で男だとわかった。

「知る、か」

「あんたが指し揮きしたヤクザ襲しゆう撃げきの際、流れ弾だまに当たって死んだ赤あかん坊ぼうだ。一いつ緒しよにいた母親は今も病院。わかるな？」

「復讐……法？……そん、な……弁べん護ご士しから、は、何も……」

「あんたの顧こ問もん弁護士に雇やとわれた──息子むすこと同じ死に方を」

　少年が左の拳こぶしを握ってみせた。指輪のひとつがひしゃげて硝しよう煙えんをあげている。彼は、ロメオの放はなったマグナム弾を拳で打ち返したのだ。人にん間げん業わざではない。

「狙ねらいが正確だと、見切るのも楽だ」

「ちく、しょう、め──」

　ロメオは咳せき込こみ、血を噴ふき上げた。三度目で、咳せきは止まった。

『──完かん了りようだ、ショウゴ』

　少年の耳に、相棒の声が戻った。

『ここまでは、俺おれの予知した通りの展てん開かいだな。奥おくのエレベーターを使え。二十三階でメインに乗り換かえ、地下駐ちゆう車しや場じようへ。安心しろ。未来さきにはもう、やっかいごとは視みえない』

「やっかいごとはない、だって？」

　マフィアから目をあげ、後ろを振り返る。

「あれは、どう説明するんだ？」

　キッチンの入り口前に仁に王おう立だちする長身瘦そう軀くのスキンヘッドへ、眼鏡型カメラの焦しよう点てんを合わせる。

『な……護衛の一人が生きてる？』

「お前の予知能力は、相変わらず抜けてるな」

『しゃあねえだろ！　あんたがいくら《目》を閉じてても、俺の《力》は微び妙みように影えい響きようを受けちまうんだから』

　言い訳の声が、動どう揺ようで上ずっている。

「たぶん──奴やつは、お前の同どう類るいだ」

『《能力者パワーズ》かよっ？』

「しかも、攻撃型オフエンサーらしい。当然、知り合いなんだろうな？」

『知らねえよ、あんな奴。〈上〉からは何にも……待ってくれ、とにかく検けん索さくして──』

「もう、間に合わない」

　スキンヘッドの男が、ひょろりとした両腕をくねらせるのを見て、少年はまぶたを閉じた。

『おい、ショ──』

　前方から押し寄せた《力りき場ば》に電波が途と切ぎれた。

　壁かべが裂さけ、床ゆかが割れ、天井が落ちた。

　破は壊かいされたのは、少年とロメオのいたわずかなスペースだけだった。そこだけが、まるで局きよく地ち的てきな竜たつ巻まきに襲おそわれたかのように抉えぐられていた。

　あとには、五体が無む惨ざんに捻ねじれたロメオの死体。少年の姿はない。

「雇やとい主ぬしが死んだら、戦う意味はないはずだろ？」

　その声に、石せき仏ぶつの如ごとき男の顔が驚きよう愕がくで歪ゆがんだ。

　少年は、エレベーターの中にいた。どうやって攻こう撃げきを回かい避ひしたのか、男にはわからなかった。

「……何なに者もの」

　低く、男が訊きいた。

「ただの、同業者さ」

　閉じていく扉の向こうで、少年の鳶とび色いろの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、深しん紅くに煌きらめいた。








　　　二　赦ゆるしの者









　キサーズ中央公園は、平日にはない賑にぎわいをみせていた。

　壊かい滅めつした米国の大都市ニューヨークのセントラルパークを再現しようと、ビル街がいの真まん中なかに造つくられた公園は、緑の代わりにコピーものの彫ちよう刻こく群ぐん、芝しば生ふの代わりに乾かん燥そうヘドロを固めた煉れん瓦が敷じきの路ろ面めん、そして規き模ぼは本家の半分と、完全に的まと外はずれな出で来きとなっている。

　十月も半なかばに入ったとはいえ、温暖化現象により季節はまだ夏の余よ韻いんを残していた。晩夏の日差しがビル壁へき面めんの太陽蓄ちく電でん板ばんに反射され、味あじ気けない大公園にじりじりと照りつけている。日曜だけ全開になる三十余の噴ふん水すいと、同じく日曜だけ許可される出で店みせがなければ、とても人が集まるような場所ではない。

（遅おそい……）

　少年──ショウゴはキラキラと光るエナメルのジャケットを肩かたに掛かけ、ギリシア文字で〈トリトン〉と刻きざまれた噴水の縁へりから腰こしをあげた。あちこちで風船や幟のぼりを掲かかげるショップカーに目を凝こらし、ジェラートアイスを買いに行ったきり戻もどってこない連れの姿を捜さがす。

　見当たらない。溜ため息いきをつき、再び縁へ腰こし掛かける。

（……帰ってくるかな）

　ショウゴはぼんやりと考え、今まで意識の外に排はい除じよしていたマイクの声を受け入れた。

「……十五年前、神は我われ々われに再生のための試練と機会をお与あたえになりました。流星群の飛来による《災さい厄やく》、その後三年に及およぶ世界暴ぼう動どう……」

　カルト集団或あるいは、政治結社の扇動アジ演説。日曜の中央公園は出店の他、こういった類たぐいのパフォーマンスも許されている。

「人類は万まん遍べんなく打ちのめされ、そして己おのれの罪つみを知り、それを悔くい改あらためるべく、歴史的な決断を下しました──死し刑けい制度の廃はい止しです」

　説法者は、〈トリトン〉から少し離はなれた〈ポセイドン〉噴水の前、白しろ塗ぬりの改かい造ぞうバスの屋根に立っていた。

　ひと目で西洋人とわかる彫ほり深ぶかい端たん正せいな顔立ち。髪かみは金色だが、眉まゆが茶色掛がかっているところをみると、どちらかを染そめているらしい。年は二十代半ばといったところか。白地に金糸の刺し繡しゆうが施ほどこされた服は、司し祭さい服ふくを思わせる。

　バスの窓には、微び笑しようを湛たたえた赤毛の女性の肖しよう像ぞう画が、車体には〈アグネス〉という団体名がゴシック体の英字で描かかれている。その周まわりに衛えい兵へいのようにたたずむ団員たちは、服ふく装そうこそ屋根の上の青年と同じだが、顔は三さん角かく錐すいの頭ず巾きんで隠かくしており、胡う散さん臭くさくも不ぶ気き味みな印象を与あたえていた。

「……しかし、大暴動の傷きずが癒いえるや、為い政せい者しやたちは神を裏切ったのです。人の死を定めることができるのは神のみです。一いつ旦たんはそれを悟さとり、過あやまちを改めたにも拘かかわらず、名を変えた新あらたな愚ぐ法ほうを定めてしまった。人が人へ死の報ほう復ふくを行なうことを許す《復ふく讐しゆう法ほう》を！」

　マイクのハウリングが、青年の熱弁を演出する。

「神は、万ばん人にんに等ひとしく、懺ざん悔げの機会をお与え下さいます。どんな罪ざい人にんも、悔い改める権利があります。神がお与えになった永久不変の権利が！　人が人に死の裁さばきを下し、その権利を奪うばうことなどできないのです。《復讐法》は憎にくしみと同族殺しが途と切ぎれることなく繁つながっていく鎖くさりです。神が再び、《災厄》をもって我々の過ちを罰ばつする前に、自みずからこの鎖を断たち切らねばなりません！」

　ぱらぱらと、まばらな拍はく手しゆが起こった。

　いつの間にか、バスの周まわりに二十人ほどの聴ちよう衆しゆうが集まっていた。車くるま椅い子すの老人に、幼おさな子ごを連れた夫婦、アーミーファッションの若者。さくらにしては、世代が広い。

　ショウゴは、ふっと笑いを漏もらした。日本で最も《復讐法》の適てき用よう率りつが高く、執しつ行こう代だい理り人にんも多いこの犯はん罪ざい都と市しに、まだこれほどの寛かん大だいな人々が残っているとは。いや、幸しあわせな人々と言い換えた方がいいかもしれない。理り不ふ尽じんな暴力や悪意を身み近ぢかに感じたことがないのであろうから。

「どうか、みなさん！　万が一、不幸な犯罪に巻き込まれても、執行代理人に頼たよるような愚おろかな行こう為いは止やめてください。彼らは背はい信しん者しやの手先、必ずや神しん罰ばつを受けるでしょう。癒いやしの道は他ほかにあります。私たち〈アグネス〉と共に、それを捜さがしてゆこうではありませんか」

　青年が祈いのりの手を形づくり、頭こうべを垂たれた。それを合あい図ずに、バスを囲んでいた三角頭巾たちが一いつ斉せいに行動を開始した。

　半分がすぐ近くの聴衆、もう半分が〈ポセイドン〉噴ふん水すいを遠巻きにしていた人々の間をまわり、手にしたビラを配くばっていく。実に手て際ぎわがいい。恐おそらく、説法中に配る相手の目め星ぼしをつけていたのだろう。

（俺おれもその一人かよ）

　足早にこちらへ近づいてくる三角頭巾の姿を見て、ショウゴは顔をしかめた。おもむろに背中を向け、勧かん誘ゆう拒きよ否ひの意思表示をしてみせる。

「──私たちは決して如何いかがわしいカルトではありません」

　言い訳がましい女の声が、先行して背を叩たたいた。日本語だ。それも、バス上の青年のようにぎこちないものではなかった。

「ぜひこれを読み、神の言葉を聞いてください」

　日英中の三か国語の文字が並ならぶ黄色い紙が、ショウゴの前にすっと差し出された。

　漂ただようさわやかな芳ほう香こう。ミント系の香水をつけた伝道者が噴水の縁へりへ腰こしを下ろし、ショウゴと向かい合う。

「見み込こみ違ちがいだよ」

　日本語で返して、ショウゴは三角頭巾を見上げた。

　目出し部分から覗のぞく深しん緑りよくの瞳ひとみが微び笑しようを浮うかべ、頭巾が左右に振ふれる。

「いいえ。そんなことはないわ。少なくとも君は、宣せん教きよう師し──マクスウエルの言葉にしっかりと耳を傾かたむけてくれていた」

　親しげな口く調ちように変えて、頭巾の女が言った。

（君、か……）

　心中で呟つぶやき、ショウゴは苦笑するのを堪こらえた。どうやら、年下にみられたようだ。

（こんなナリじゃ、無理もないな）

　うつむき、小さく首を振る。

「ひやかしさ。拍はく手しゆしてた連中ほどじゃない」

「彼らは当然よ。私たちの〈兄きよう弟だい〉ですもの」

　女はあっさりと種たねを明かし、くすりと笑った。

「あれが──」

　ショウゴは後ろを振り返り、ビラを手に散っていく聴ちよう衆しゆうを眺ながめた。

「役者顔負けの連中だな……けど、バラしちまっていいのかい？」

「かまわないわ。彼は──マクスウエルは尊そん敬けいできる人だけど、あのやり方だけは好きになれないから。あんなことしなくても、兄弟となる人は自然に集まるものよ」

「俺がそうだと？」

　向き直り、ショウゴが訊きいた。

　目の前にはまだ、女の持ったビラがあった。

「偶ぐう然ぜんも、運命の一要素。そうは思わない？」

　深緑の眼が、ビラとショウゴとを交こう互ごに見つめた。目的を果はたすまでは退たい散さんしそうにない雰ふん囲い気きだ。

　ショウゴは仕し方かたなく、ビラへ手を伸のばした。

「こらっ、ショーくん！」

　甲かん高だかい声と共に、小さな影かげがショウゴと女の間に差し込んだ。

「だめじゃない！」

　手のひらが空くうを切り、女からビラをひったくる。

「──リンコ」

　影の源みなもとを見上げ、ショウゴは名を呼んだ。

　ナップザックを肩かた掛がけし、三段重ねのジェラートアイスを持った小こ柄がらな少女が、瞳がちなどんぐり眼まなこで三角頭巾を睨にらんでいる。頭にはセミロングの髪をシッポにまとめるピンクのリボン、大きめの耳には三み日か月づきと太陽を象かたどったイヤリング、化け粧しようの必要がないローティーンの肌はだに塗ぬられているのは、への字に結んだ唇くちびるを彩いろどるワインレッドのルージュだけ。

「知らない人からモノをもらうと、エライ目に遭あうってエイジが言ってたでしょ？」

　今度はショウゴを睨み、それから奪うばい取ったビラに目を落とす。

「──んんっ？　悪あく魔まの手先、執行代理人に神の鉄……もく？　おう？」

　きりりとした太い眉まゆを眉み間けんへ寄せ、リンコは言葉に詰つまった。

「鉄てつ槌ついよ。意味は重い罰ばつってことね」

　女が丁てい寧ねいに解説を加える。

「わ、わかってたわよ！　漢字は得意なんだから」

　言って、溶とけかかったアイスのてっぺんをペロリと舐なめる。

「要するに、これって執行代理人の悪口を言ってるわけよねっ？」

　丸顔をぐっと女に近づけ、ビラを突つき返す。

「それじゃあ、おカド違ちがいもいいトコだわね」

　スパッツの周まわりを飾かざるヒラヒラとしたスカートに片手を当て、ふんぞり返る。

「何てったって、アタシの彼は──わわっ」

　ショウゴに腕うでを引っ張られ、ジェラートアイスの塊かたまりを足元に落とす。

「ああーっ！　アタシのバナナが！　オレンジがぁ！」

「また買ってやる。行くぞ」

　ショウゴは三角頭巾を一いち瞥べつし、立ち上がった。

「可愛かわいらしい彼女ね」

　女も腰をあげた。

「か、彼女っ？　やっぱ、そう見えるっ？」

　ぱっと目を輝かがやかせ、リンコが言った。

「ほら」

　ショウゴはリンコの手首を摑つかんだまま、歩きだした。

「ああン！　引っ張らないでよお」

　甘あまったれた声をあげ、リンコが後に続く。

「頑がん張ばってね」

　その声にショウゴが振り返った時、女はもう噴水の前にいなかった。

　象の鳴き声に似にたクラクションが、別の方角で短く鳴った。

「アタシ、今度はストロベリーとピーチがいいな。ショーくんは？」

「……ミント」

　バスに向かう三角頭巾の後ろ姿を見つめながら、ショウゴはぽつんと答えた。








　　　三　無む情じようの者









　戦場が、大都市の地ち下か街がいに現げん出しゆつしていた。

　キサーズシティ南十六区ジオストリート。メトロ駅をベースにした地下三層から成なる商しよう業ぎよう区く域いきには、ほんの三十分ほど前まで、夕ゆう刻こくの買物客で賑にぎわう明るく平和な光景があった。だが今は、火花が爆はぜ、非ひ常じよう灯とうが明めい滅めつし、死し臭しゆうと硝しよう煙えんの立ちこめる修しゆ羅ら場ばと化かしていた。

　男が身を潜ひそめているのは、未いまだ炎ほのおが燻くすぶるテナントのひとつだった。爆ばく発はつで中身が全すべて吹ふき飛び、元の店が何であったのかさえわからない。

（──こんな筈はずじゃなかった）

　カムフラージュの上うわ着ぎを引き千ち切ぎるように脱ぬぎ捨て、男は思った。脱いだ下には抗こう弾だん素そ材ざいであるスペクトラ繊せん維いを編あみこんだダークグレーの戦せん闘とう服ふく、右胸には専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんのレンジャー徽き章しようが無む造ぞう作さに縫ぬい付けられている。十五年前の世界暴ぼう動どうを戦いぬいた退たい役えき軍人の誇ほこりの証あかしだ。

　男は、元もと軍ぐん属ぞくの部下十名余りを率ひきいる執しつ行こう代だい理り組織のリーダーだった。《復ふく讐しゆう法ほう》の下もと、犯はん罪ざい犠ぎ牲せい者しやの遺い族ぞくから仕事を請うけ負おい、社会のクズを葬ほうむってきた。

　今回の依い頼らい人にんは、娘むすめ夫ふう婦ふを殺された両親。加か害がい者しやは、娘の元もと婚こん約やく者しや。女性関係と暴力が原因で婚約破は棄きされて以い来らい、悪質なストーキングを続け、彼女が別の男性と結婚するに至って愛情が殺意に変わった。そして遂ついに、自家用車に手て製せい爆ばく弾だんを仕し掛かけ、夫もろとも惨ざん殺さつしたのである。典型的なストーカー殺人だ。

　両親は判決を待たず、《復讐法》の権利を行こう使しした。

　犯罪犠牲者のごく近い親族、つまり親・兄きよう弟だい・子供には、加害者に復讐する権利がある──死し刑けいの代わりに先進各国が採さい用ようする仇あだ討うち制度の執行期限は七日間。この間ならば、遺族側が加害者を殺さつ傷しようしても罪つみには問われない。逆に加害者は、七日をしのげば、無む罪ざい放ほう免めんとなる。無論、仇討ちである以上、一方的な殺人は容よう認にんされない。加害者にも防衛の権利が与あたえられている。しかも、執行開始五日目以降は、反はん撃げきも許される。最終的には遺族側と加害者側の合法的殺し合いとなるのだ。

　男にとって、今回は、楽な仕事のはずだった。シティでもトップクラスの執行代理組織と自じ負ふしていた。世界暴動の経験者が半数を占しめる軍隊あがりのプロ集団だ。加害者の雇やとった対たい・執行代理人など敵ではない。一いつ気きに目もく標ひようを仕し留とめ、無む駄だな戦いは避さけるつもりだった。だが、加害者側はことごとくこちらの索さく敵てきをかわし、始めの四日間を逃にげ切った。

　そして、五日目。ようやく、加害者がメトロを使って市の郊こう外がいへ移動するとの情報を摑つかみ、本格的な執行に着手した。

　三人一組、四班ぱんに分かれ、内うち一班が加害者側にプレッシャーをかけつつメトロの工事区間へ追い込み、他た班はんが退たい路ろを遮しや断だん、一気にかたをつけるという計画だった。

　途と中ちゆうまでは、何もかも順調だった。警察くずれの対・執行代理人たちに護まもられた加害者を、下へ下へと追い立てた。ところが、地下二層で、突とつ如じよ向こうから攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。そこかしこで爆ばく発はつが起こり、人のパーツが炎ほのおと血ち煙けむりを引いて散らばった。銃じゆう弾だんを放はなったのは、警察くずれたちではなかった。人ひと込ごみにいくつも銃じゆう火かが閃ひらめくのを見て、伏ふく兵へいの存在と罠わなに追い込まれたのが自分たちであることを悟さとった。

　敵側も、元もと軍ぐん属ぞくの組織に違ちがいなかった。但ただし、規き模ぼと装そう備び、それにやり方が根本的に違っていた。別行動の四班が同時に挟きよう撃げきを受け、しかも敵の姿すがたは誰だれも見ていなかった。恐おそらく最新式の光こう学がく迷めい彩さい服ふくを着用しているのだろう。そして、あくまで目もく標ひよう殲せん滅めつを優先する殺さつ戮りく型がたの戦せん闘とう。

（……くそっ）

　男は己おのれの甘あまさを改あらためて思い知り、唇くちびるを嚙かみしめた。傍かたわらには、共に世界暴ぼう動どうを戦った戦友が横たわっていた。数発食くらった無む惨ざんな顔に上うわ着ぎを拾って掛かけてやる。同じ班のもう一人は、緊きん急きゆう隔かく離り状じよう態たいにある地下二層からの脱だつ出しゆつ路ろを探さがしに行ったきり帰らない。

（俺おれの、全部、俺のミスだ）

　四し角かく張ばった顔面を手のひらで覆おおい、血と汗あせと涙なみだを拭ぬぐい去る。

　状じよう況きようは絶望的だった。警察やレスキューは《復讐法》の執行には介かい入にゆうできないから、頼たのみにはならない。部下からの応答はなく、手持ちの武ぶ器きも弾だん薬やくが尽つき掛けている。

　男は、ホルスターから銃じゆうを抜ぬいた。官給品と同じ軍ぐん用よう拳けん銃じゆうグロック３５。その銃口を顎あごに当て、目を閉じる。

『……フ……近こん藤どうチーフ……こちら……』

　耳じ孔こうに入れた通信機から、男を呼ぶ声が聞こえた。

「田た辺なべっ？」

　近藤は銃を下ろし、脱出路を探しに行った最年少の部下の名前を口にした。

「無ぶ事じだったか」

『はい、西エリアで出口を確保しました。埋うもれてたんで、奴やつらもまだ……』

　声に続き、瓦が礫れきを崩くずす音が聞こえる。

『……やっぱり。配はい管かん整せい備び用ようの通路みたいです。中は──』

　息を吞のんだように、言葉が途と切ぎれた。

「どうしたっ？」

『──待って、た、助けて……僕は……』

　直後、爆ばく音おんに通信機が悲鳴をあげ、ぷっつりと切れた。

「田辺っ……畜ちく生しよう！」

　近藤は銃を握った手を膝ひざに打ち下ろした。

「安心しな。てめえも、すぐ送ってやるから」

　真後ろから、声が聞こえた。

　振ふり返った途と端たん、銃じゆう尻じりの一いち撃げきを横よこっ面つらに受けた。

　上体が焦こげた床ゆかに叩たたきつけられ、拳銃が手の内うちから暗がりへ飛んだ。

「お前、元レンジャーだって？　にしては、ざまあねえな？　一いつ兵ぺい卒そつあがりの、世界暴動なんてお伽とぎ話ばなしの俺なんかに不意打ちを食らうとはよ」

　スラング混まじりの英語。嘲ちよう笑しようが語ご尾びを震ふるわせている。

　近藤は折れた歯を吐はき出し、気け配はいのする方を見上げた。

　誰だれもいない。ただ何となく、空間が揺ゆらいで見えた。

　光学迷彩服だ。周囲の景け色しきを屈くつ折せつして反射するため、いかなる場所でも敵の視し覚かくを欺あざむける。主おもに欧おう米べいの特とく殊しゆ部隊が使用しているといわれる最新装備だ。

（しかし、少なくとも、こいつは戦闘のプロじゃあない）

　近藤は目の前の陽炎かげろうを睨にらみつけた。装備を過信し、床に這はいつくばる丸まる腰ごしの敵をなぶり殺そうと近寄ってきている。プロならば、声もかけずに引き金を引くのが常識だ。

「おい、アメ公こう」

　片かた言ことの英語で、近藤が言った。

「お前の英語は、下手へたくそで、よくわからないぞ」

　歯を剝むき出して、にたりと笑う。

「何だとぉ、ジャップウゥ！」

　陽炎が大きく揺ゆらぎ、空間の一部から振ふり上げられたアサルトライフルが覗のぞいた。

　近藤が動いたのは、その時だった。両りよう脚あしが獲え物ものを襲おそう蛇へびのように床を疾はしり、敵の足に絡からみ付いた。

　陽炎がどうっと倒たおれ、近藤が素す早ばやくそれに組みついた──関節技サブミツシヨン。

　電流が陽炎を覆おおい、映していた周囲の景色が消えていく。

「レンジャーを舐なめるんじゃねえ、ボーイスカウト」

　近藤が唸うなり、敵の首筋に右手を当てた。

　バネの弾はじく音が袖そでから沸わき、仕し掛かけナイフの鋭えい利りな刃は先さきが飛び出した。

「くぴ、ぱぱぱ……」

　迷彩服の男が、滑こつ稽けいな断だん末まつ魔まの声をあげた。




　　　　◆




『最終目もく標ひよう、捕ほ捉そく失しつ敗ぱい。グレックが殺やられました』

　通信に、男の片かた眉まゆがわずかに動いた。眉み間けんから吊つり上がり、こめかみの少し手前で三つに分かれて下くだる銀色の眉は、まるで鷲わしの翼つばさのようだ。

「……状態は？」

　男が訊たずねる。低いがよく通る声。

『腕うでと脚あしが折られています。死し因いんは頸けい動どう脈みやくの切断です』

「青あお二に才さいが」

　戦せん傷しようと三十数年の皺しわを刻きざんだ白い顔を歪ゆがめ、不快を顕あらわにする。

「レンジャーを侮あなどるなと、あれほど言ったのに！」

　男の両りよう肩かたで銀ぎん髪ぱつが静電気を生じ、パチパチと弾はじけた。

「──それで、現げん況きようは？」

　溜ため息いき混まじりに、報告の続きを促うながす。

『目標は西エリアの配はい管かん整せい備び通路へ進み、迎げい撃げき要よう員いん一名を爆ばく殺さつ。東エリアの昇しよう降こう口ぐちへ向かっていると思われます。現在、二チームが埋まい没ぼつした通路入り口を──』

「もう、いい」

　男が、報告を遮さえぎった。

『え？』

「東エリアの出口には、ちょうど奴やつがいる。あの男の要よう請せいで仕方なく参加させたんだが……役立つ時が来たようだ」

『奴って──連れてきたんですか、あの化ばけ物もの』

「止やめろ、奴にも聞こえているんだぞ──そうだな、牙空ヤーコン？」

　男は、名前を呼んだ。

「最後の目標がそちらへ向かった。仕し留とめてみせろ」

　ザッとノイズが入った。だが、応答はない。

　直後、ゴオっという響ひびきが男の耳じ孔こうを駆かけ、鼓こ膜まくを叩たたいた。

　続いて、土ど砂しや崩くずれにも似にた轟ごう音おん。

「おい、何があった？　牙空ヤーコン？」

　耳鳴りに顔をしかめて、男が訊きいた。

『……終わった』

　ようやく、短い返答が返ってきた。








　　　四　先読みの者









　十一月四日。

　夏の終わりと秋の始まりを告つげる雨が、錆さびの浮ういたトタンの屋根をトツトツと叩たたいていた。

　同様の屋根を持つ建物が、十二棟むね。朽くちかけた釣つり舟ぶねと共に、夜の海へと伸のびる桟さん橋ばしの両りよう脇わきに並ならんでいる。

「……撫なでるのは、やめろ」

　桟橋の先せん端たんで釣り糸を垂たれていた散ざん切ぎり頭の少年が、微び動どうもせずに警告した。

「ちぇっ、足音を消したつもりだったのによ」

　背はい後ごに立つのっぽの男が、残念そうに利きき手の指を蠢うごめかす。ひょろりとした体たい軀くを、カラシ色の作業着に包んだ青年。

「その癖くせ……いい加か減げんにしてもらいたいもんだ」

「ンなこと言ってもよ。あんたを見てるとつい、な」

　やや垂たれ気ぎ味みの人ひと懐なつこい目で、軍放出の雨あま合がつ羽ぱを羽は織おった少年を愛いとしげに見下ろす。

「半月もどこへ行ってたんだ、エイジ？　清せい掃そう局きよくに出張はないはずだが」

　背を向けたまま、少年が言った。

　キサーズシティ清掃局・特とく殊しゆ廃はい棄き物ぶつ運うん搬ぱん課か。それが、この男の──エイジの表向きの職業だ。市職員が最もやりたがらない底てい辺へんの肉体労働。それ故ゆえに、周囲の関心も薄うすく、目立つこともない。本業をカムフラージュするには、好こう都つ合ごうの仕事だ。

「悪わりぃ、悪ぃ。いつもの、外回りさ」

　黄色く染そめ上げた髪かみを搔かきあげ、エイジが答えた。外回りとは、内ない偵ていを意味する隠いん語ご。無む論ろん、清掃局とは関係ない。

「やっかいごとの仕し込こみか」

「かもな」

　エイジは、淡あわい光を放はなつ石油燈カンテラを挟はさんで少年の横に並んだ。ぴくりともしない竿さおから、波なみ間まを漂ただよう浮うきへ視し線せんを移す。

「じき、当たりがくるぜ」

　唐とう突とつに、エイジが言った。

「でも、食えねえな。汚お染せんされちまってる」

　果はたして、竿がしなり、魚が水面を跳はねた──頭がふたつに分かれたアジ。

「ここがキサラヅって呼ばれてた頃ころは、もうちっとマシだったんだろうが……《災さい厄やく》後の世界暴ぼう動どうで国力を失なくしたからって、他国ヨソさんに土地を貸すから、こんなことになる」

　振ふり返り、闇やみに沈しずんだ再開発地区の後方にぼんやりと浮かび上がる建物を、苦にが々にがしい表情で眺ながめる。旧きゆう航空自衛隊基地に造つくられた使用済ずみ核かく燃ねん料りようのリサイクル施し設せつ。米国が他た国こく領りよう土どに建設した核かく廃はい棄き物ぶつのゴミ箱だ。

「……で、この雨ン中、とうに日も暮くれてるってのに、釣つりをしてる理由は？」

　プリン型の核施設から百八十度視線を返し、エイジが訊きいた。

「買ってきたやつを、黒くろ焦こげにしちまったんだ」

「へぇ、あんたが料理とは」

「エイジ」

　少年が振ふり仰あおぎ、のっぽの相あい棒ぼうを睨にらんだ。

「冗じよう談だんだって。リンコの奴やつだろ？」

「そうだ、あの娘むすめ──あれは、一体何の冗談だ？　預あずかるのは一日だけだったはずだ。なのに、もう半月……その間、お前は雲くも隠がくれだ。今日きようこそ、子こ守もりから解放してくれるんだろうな？」
















「そのことなんだけどよ」

　エイジが申し訳なさそうに視線を外はずす。

「当分、俺おれが預かることになった」

「また、〈上〉の命令か？」

「結果としてそうなったが、始めは私し情じようさ。〈収容所〉は知ってるよな？　リンコはそこで人生の半分以上を過ごしてきた」

　エイジはそこまで言って、言葉を止めた。目を細め、暗い海うな原ばらを見つめる。

〈収容所〉は、十五年前、流星群の閃せん光こうを浴あびて覚かく醒せいした《能力者パワーズ》を隔かく離りし、非《能力者ノーマル》に矯きよう正せいしていた施設だ。今では《能力者パワーズ》の第二世代のうち、特に覚醒が顕けん著ちよな者のみを収容している。

「あの娘こを無断で連れ出したんだな？」

「……世界暴動の原因ともなった《能力者パワーズ》の抑よく制せいと管理が、今の世界秩ちつ序じよの基き礎そだ。俺みたいな例外を除のぞき、原則的に《能力者パワーズ》は脳のう外げ科か手術で《力》をプロテクトされる……けどリンコには効きかねえんだよ。とりあえず薬と深しん催さい眠みん療りよう法ほうで暗示をかけてあるから、滅めつ多たなことで《力》を出すようなことはねえが、あのまま〈収容所〉に残ってたら……」

「断だん種しゆ」

　少年がぽつんと言った。世界暴動後の国際法により、抑制・管理不可能の《能力者パワーズ》は非公式に抹まつ殺さつされる。秀ひいでた《力》は社会を混乱させ、闘とう争そうと混こん沌とんを招まねくからだ。悪名高い優ゆう性せい保ほ護ご法ほうの逆ぎやくバージョン──優れすぎた者は、その存在を許されない。

「まあ、同どう類るい相あい憐あわれむってヤツだ」

　厭えん世せい的てきな笑いを浮うかべ、エイジが小さく溜ため息いきをつく。

「いいだろ、ショウゴ？　一応、家事はできるんだし」

　エイジは相棒へ視線を戻もどした。今度は、少年が目を逸そらした。

「家事はともかく」

　憐れな奇き形けい魚ぎよを釣つり針ばりから解放しながら、少年──ショウゴが言った。

「馴なれ々なれしいというか、図ずう々ずうしいというか……一体、リンコに何を吹ふき込んだ？」

「深催眠のついでにちょっと、乙女おとめの夢ゆめってのをな」

「乙女の夢？」

　ショウゴが怪け訝げんそうに聞き返す。

「小さい頃ころ約やく束そくを交かわした、年上の幼おさななじみと運命の再会。そして──」

「ショーくぅうううん！」

　突とつ然ぜん、甘あまったれた呼び声が、桟さん橋ばしの二人の上に落ちてきた。

　十二棟中、唯ゆい一いつ明あかりの灯ともる廃はい業ぎよう宿やど。その二階の窓から、ポニーテールの少女が身を乗り出すようにして手を振ふっている。

「フライパンに火がついて消えないのお！」

　煙けむりが、少女の後ろからもくもくと昇のぼりだす。

「お前の言う通り、火事は得意みたいだな」

　ショウゴは竿さおを担かついで立ち上がった。

「だって、ほら、彼女まだ十三だし」

　意味不明な言い訳をして、エイジが建物へ駆かけだした。




　　　　◆




『──今週の《復ふく讐しゆう法ほう》執しつ行こう件けん数すうは、完かん遂すい六十三、未遂三十五。早くも先月同週の件数を上うわ回まわる勢いです。執行に伴ともなう無む過か失しつ事じ故こと認定された巻まき添ぞえ死し傷しよう者しやも七十二名。これほど多いのは、月曜日の悪あく夢むと騒さわがれた南十六区のジオストリートでの執行が原因であることは間ま違ちがいありません』

　神しん妙みような面おも持もちの女性キャスターの横に、合成された画面が開いた。戦場さながらの現場映像。その斜ななめ下のコマーシャル画面では、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの黒人男性が、抗こう弾だんベストの撃うたれ強さを体からだを張って宣せん伝でんしている。

『この件について司法局は、〈法的には何ら問題はないが、倫りん理り的てき観点から、執行場所の選定には慎しん重ちようを期きすよう促うながしたい。但ただし、ジオストリートの件はあくまで異い例れいと捉とらえており、今後、このような事態が続くとは考えにくい〉とのコメントを発表しました。《復讐法》廃はい止しを訴うつたえる各種人じん権けん擁よう護ご団体は、これに反発し──』

　喋しやべり終わらぬうちに、女性キャスターの顔がぐにゃりと捻よじれ、丸くて青いしわがれ声のアニメキャラクターに変わった。

「もう、換かえてもいいでしょ？」

　左手にデザートをのせた盆ぼん、右手にリモコンを持ったリンコが、キッチンから出てきて言った。

「換えてから、訊きくなよ」

　薄うす汚よごれた合成皮ひ革かくの背もたれから声が返った。広く殺さつ風ぷう景けいなリビングで唯ゆい一いつの大型家具。テレビに対してコの字に並ならぶソファーのうち、最も大きな長なが椅い子す型がたがショウゴの特等席だった。

「ショーくん、食べた後すぐ寝ねそべると牛になるよ？」

「おっ、リンコ、古い諺ことわざ知ってんだな」

　感心の声をあげたのは、左のソファーに座すわるエイジ。

（そりゃ、諺じゃないだろ）

　背もたれに手を掛かけ、ショウゴが身体からだを起こす。

「ああっ！　何で、缶かん詰づめ食べてんのよ！」

「悪わりぃな、リンコ。腹はらの調子が、ちっと、な」

　ツナ缶の残のこり汁じるをすすって、エイジが言った。

「アタシの料理が不味まずいっての？　ショーくんを見なさいよ！　ぜえんぶ、食べてくれてるじゃない！」

「味覚オンチなんだよ、カレは」

　ヘラヘラと笑って、空き缶をテーブルに置く。周まわりには、ほとんど箸はしのつけられていない数皿の料理。ほとんどが焦こげており、色も形も食材の原形をとどめていない。

「馬ば鹿かエイジ！　あんたはデザート抜ぬきよ！」

　アイスクリームがのった盆をテーブルの端はしに下ろし、いーっと歯を剝むいてみせる。

「呼び捨てにすんなよなあ。これでも、お前の倍は生きてるんだぜ？」

「だったら、もっと気を遣つかいなさいよ！　ショーくんの方がずうっとオトナだわよ！」

　リンコの言葉に、ショウゴとエイジが思わず顔を見合わせる。

「確かに」

「違ちがいねえ」

　意い味み深しんな笑えみを浮うかべてうなずきあう。

「な、何さ。二人して、気持ち悪い」

　デザート皿をショウゴの前に置きながら、リンコが顔をしかめた。

「いいよ。満まん腹ぷくだ」

「じゃ、俺おれが──」

　エイジが手を伸のばす。

「だめっ、アタシが食べるの！」

　リンコが素す早ばやく皿を取り上げ、盆に戻した。

「ンなもんばっか食ってると、太るぞ」

「うるふぁい」

　スプーンをくわえ、ぷいとテレビの方へ向く。

「へっ」

　エイジは呆あきれたように首を振ふり、ショウゴへ視し線せんを流した。

「──じゃ、そろそろ外回りの報告でもしますか」

「ここで？」

　ショウゴはちらりとリンコを見やった。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ここに連れてきたのは〈上〉も承認済みなんだぜ？　当然、必要な処しよ置ちもしてある」

　相あい棒ぼうの懸け念ねんを察し、エイジが言った。

「処置……深しん催さい眠みん暗あん示じか？」

「ああ。乙女おとめの夢ゆめの他ほかにも、いろいろとな……だから、彼女にとっちゃ、これが日常」

　エイジの言葉に、リンコが振り返る。

「ん？　仕事のお話？　テレビの音、ちっちゃくしようか？」

「いや、気にするな」

　ショウゴが言うと、リンコは屈くつ託たくのない笑みを浮かべてテレビ画面へ目を戻もどした。

「……エイジ」

「お前の言いたいことはわかる。けど、これが最さい善ぜんなんだ。今のところは……たとえ、噓うそっぱちの日常でも、真実よかマシなんだ」

　まるで、自分に言い聞かせるような口く調ちよう。エイジの表情が暗い。

「まあ、いい……で、報告ってのは？」

「ん、ああ。さっきニュースでも言ってたろ。この一、二か月、執しつ行こう絡がらみで派は手でなことが続いている」

「派手なのは、今に始まったことじゃないさ」

　つまらなそうにショウゴが言った。

　キサーズは、旧きゆう首しゆ都と圏けん随ずい一いちの大都市である。日米合同統とう治ち区くということもあり、移民の数も年々増加してる。犯はん罪ざいも同様。執行件数が比例して増ふえるのは当たり前だ。

「確かに、そう考えるのが普ふ通つうだ。今や、一日当たりの《復讐法》執行は、重じゆう犯はん罪ざい検けん挙きよ数すうとほぼ同じ。気にしてるのは、人じん権けん擁よう護ご団体くらいのもんだ。だから、気づかない」

「気づかない？」

　ショウゴが聞き返した。

「執行時における、代理人の死亡数だよ。ま、法の執行といっても殺し合いだから、死者が出て当然だ。けど、一方が殲せん滅めつさせられるケースが、ここんとこ急増している」

　長い脚あしを組み替え、エイジが言った。

　通常、執行代理人は、戦意を失なくした同業者にめったなことで止とどめは刺ささない。いわゆる暗あん黙もくの了りよう解かい──共存共栄である。特に力の差が歴然としてる場合、一人の死者も出ないことも珍めずらしくない。

「ルール破りがいると？」

「平ひらたく言えば、そうだ。殺やられてるのは、個人ではなく、組織単位の執行代理人。しかも、司法局の執行実績ファイルに上位ランクされてる実力派の連中ばかりだ」

　エイジは作業着の胸むな元もとを探さぐり、小さく折おり畳たたんだ紙を取り出した。水すい溶よう性せいの用紙にプリントアウトされた司法局の非公開データ。指で弾はじいて、ショウゴの膝ひざへ落とす。

「……相手側は？」

　訊ききながら、ショウゴは素す早ばやくデータに目を通した。

「登録名〈黒ブラツク船ボート〉。外来の新しん参ざんだ。資格は米国。詳くわしい組織内容は、米司法省の保護下にあるから、開示は難むずかしい。合同統治区のやっかいなところだな。二つの国の政府が意地を張り合ってる。まあ、裏うら技わざを使って探りだすさ」

「けど、おかしいな。代理人は雇やとう側にとっちや、執行開始まで秘密にしておきたい切きり札ふだだ。司法局や仲ちゆう介かい屋やを通して慎しん重ちように接せつ触しよくするはずだぜ。〈黒ブラツク船ボート〉ってのがライバルを潰つぶしたいとして、どうやって事前に相手を知り、対たい抗こうする代理人になることができたんだ？」

　ショウゴが質問を重ねる。データを印いん刷さつした紙は、既すでに、テーブルの上のコップの中で泡あわと化かしていた。

「ネット侵しん入にゆう、盗とう聴ちよう、背はい任にん、情報の飛ばし……一通りの方法で調べたが、異い状じようはなかった。そこでふっと思いついたのさ──被ひ害がい者しやである原げん告こくと、加害者である被ひ告こくが通じているとしたら？」

「馬ば鹿かな。通じていたとして、当人たちに何のメリットがある？　〈黒ブラツク船ボート〉に狙ねらわれる側になったら、巻まき添ぞえで殺される危険もあるんだぞ？」

「ああ。実際、何人も死んでるよ」

　エイジがあっさりと答えた。

「みろ。ただの偶ぐう然ぜんさ。執行代理人を肥こえさせるために、命いのち懸がけの復ふく讐しゆうをするような酔すい狂きような連中がいるもんか」

「俺おれも始めはそう思ったよ。年ねん齢れい、性別、職業、国こく籍せき、執行の原因となった犯はん罪ざいの種類……みな、てんでバラバラ。けど、たったひとつだけ、引っ掛かる共きよう通つう項こうが見つかった──〈アグネス〉、だ」

「あっ、それ知ってるよ。この前、公園でショーくんを勧かん誘ゆうしようとしてた変なマスクの女がいてさ。そいつが乗ってたバスにおっきく書いてあったもん」

　みっつめのアイスクリームを食べていたリンコが、会話に割り込む。

「なんだ、女にもらったのか」

　後ろポケットから黄色い紙を引っ張り出し、ひらひらと振ふってみせる。

「ああっ、そのビラ！」

「お前に貸したリュックに入ってたんだよ」

　言って、エイジはリビング角かどのコート掛かけに視し線せんを流した。乱雑に掛けられた合かつ羽ぱや上うわ着ぎと一いつ緒しよに、軍放出品のリュックがぶらさがっている。

「ウソ？　アタシちゃんと突つっ返したハズなのに──あの女、ただ者じゃあないわね」

「バカ、お前がトロイんだよ」

「何ですってぇ？」

「静かに食べてろ、リンコ」

　ショウゴが言った。

「ぷうぅ」

　リンコは頰ほおをふくらせ、渋しぶ々しぶと引き下がった。

「接せつ触しよくしてたんなら、話が早い。アムネスティ・インターナショナルは知ってるよな？」

　エイジが話を軌き道どうへ戻もどす。

　前世紀の英国で発ほつ足そくしたアムネスティ・インターナショナルは、世界規き模ぼの死刑制度廃止に最も貢こう献けんした、国際人権擁よう護ご組織の草分けである。

「〈アグネス〉ってのは、そこから分ぶん裂れつした組織で、活動を《復讐法》廃止一本に絞しぼっている。創そう始し者しやは、アグネス・Ｍ・マホロバ。組織名は彼女のファーストネームだ」

　エイジの説明に、ショウゴは演説台となっていたバスの窓に飾かざられた肖しよう像ぞう画がを思い出した──微び笑しようを湛たたえた、赤い髪かみの女性。

「元々の拠きよ点てんは、米国。メンバーは一時、千人規模まで膨ふくらんだが、三年前にアグネスが死んでから激げき減げん。彼女のカリスマ性は相当なものだったみたいだな。こっちに拠点を移したのは、十か月ほど前だ。現代表は──」

「マクスウエル」

「おっ、さすが勧かん誘ゆうされただけのことはある。マクスウエルは十代の頃ころ、犯はん罪ざい孤こ児じになり、アグネスに引き取られた。のち、彼女の右みぎ腕うで的てき存在に成長。アグネスほどじゃねえが、カリスマ性が強い。今のメンバーは、ほとんどこいつの信しん奉ぽう者しやだ」

　話を続けるエイジの手の中で、黄色いビラが複雑に折られていく。

「共通項ってのは、それか」

「調査した全員がメンバーか、或あるいは何らかの形で〈アグネス〉にコンタクトしていた」

「そいつらが、互たがいに加害者と被害者になり、《復讐法》を利用したと？　《復讐法》の手先である執行代理人を合法的に消していくために、か？　じゃ、〈黒ブラツク船ボート〉は何なんだ。まさか奴らも、〈アグネス〉のメンバーだなんて言い出すんじゃないだろうな？」

　徐じよ々じよに形を成していくビラを見つめ、ショウゴが問いただした。

「わからん。別にわからなくても、今回の仕事にさして影えい響きようはない。〈上〉が問題視してるのは、〈黒ブラツク船ボート〉だ。ジオストリートでは、大たい層そうな軍事兵器が使用されたとの未み確かく認にん情報もある。奴らがもし、米軍筋だとしたら……」

「覆面軍隊アンダーカバーアーミーか」

　ショウゴが即そく答とうした。

　世界暴動後の条約改正で、在日米軍の数は十分の一以下に縮小された。しかし、東アジアで旧中国が勢力を拡かく大だいし連れん邦ぽう化かするに至って、米国はその危険性を主張、幾いく度どとなく日本政府に米軍基地の増ぞう設せつを迫せまっている。無論、隣りん国ごくである中ちゆう華か連邦との関係悪化を懸け念ねんする日本がその要求を受け入れるはずがない。米国の要求は、現在、国際世論を気にしてかトーンダウンしている。だが、水面下では、日本を対中華連邦の盾たてとすべく画かく策さくしていたのだ。

「アメ公どもは、このキサーズに秘ひ密みつ裏りに兵力を集め、東日本を一いつ気きに制圧しようと企たくらんでいる。首都がキョウトへ移って以来、関東以北の統とう治ちはおざなりだからな。とはいえ、いざコトを起こせば、日本側の執行代理人たちとも一戦交えることになる」

　折り紙の形を整ととのえつつ、エイジが言った。

　日本における執行代理人は、もぐりでない限り、旧自衛隊──現専守防衛軍と予備役契けい約やくをすることを義務づけられている。すなわち、有事の際は、国防の任にんに就つかねばならないのだ。そうした事情もあって、執行代理人は、一いつ般ぱん人じんには制限されているような武器の携けい行こうが許されている。

「なるほど……いざって時に障しよう壁へきとなる日本の執行代理人たちを、今のうちから各個に抹まつ殺さつし、減へった分は外来の代理人たち──米国の覆面軍隊アンダーカバーアーミーが埋うめていく……これなら条約違い反はんにはならないし、国連や周辺各国の目も欺あざむけるってわけか」

　ショウゴは折り紙から目をあげた。リンコが見入るテレビ画面の中で、しわがれ声のアニメキャラが、自分の腹から怪あやしげな道具を取り出して喚わめいている。

「寝ね呆ぼけたアメ公こうどもの目を覚まさせ、ここが日本であることを思い知らせる──これが、今回の仕事だ。茶ちや番ばんを演えんじてるアグネスメンバーの一方に付き、対たい抗こうする〈黒ブラツク船ボート〉を殲せん滅めつする」

「やれやれ、マフィアの次は、軍隊……人使いの荒あらいこった」

「済すまないな、ショウゴ。けど、そうしねえと──」

「わかってる」

　ショウゴが言葉を遮さえぎった。

「謝あやまる必要なんてないさ。俺おれも、お前と同じ目的で生きてる」

　エイジを見やり、唇くちびるで笑う。

「仕事の開始はいつだ？」

「明日だ。俺たちが付くのは、被ひ告こく側がわ。つまり、人殺しの護ご衛えいだ。既すでに被告が雇やとってる執行代理組織の一員として参加する。但ただし、俺たちが付いた時点で、彼らは退ひくことになってるけどな」

「いつもの、孤こ立りつ無む援えんだろ？」

「ピンポーン」

　エイジがおどけて、折りあがったものをコップの上に乗せた。三さん角かく翼よくと細長い胴どう体たいを持つ紙飛行機。

「それは？」

「あ──」

　ショウゴの質問に、エイジが驚おどろいたように紙飛行機を見る。

「──知らねえうちに、また《力》を使ってたみたいだな」

　苦笑いを浮かべ、エイジが言った。
















　無意識予知だ。別名、夢ゆめ占うらないとも呼ばれ、予知能力者が意識せず、抱かかえている問題の未来を透とう視しすることをいう。睡すい眠みん中ちゆうのうわごと、自じ動どう書しよ記き、そして折り紙などによる工作物で未来の断片を顕あらわすのだ。

「飛行機……か。一体、何を意味してるんだ？」

「俺にもわからん。けど、今回の仕事に関係してることは、間ま違ちがいない」

「終わったら、バカンスとか？」

　ショウゴはくつくつと笑った。

「ほい、もう片付けるよ！」

　テレビを見終わったリンコが、コップを取り上げた。

「おっと、墜つい落らく！」

　コップの縁ふちから落ちた紙飛行機を見て、リンコが言った。

「……ありうる」

　エイジがぽつんと呟つぶやいた。








　　　五　猛たけき者









　十一月五日。

　キサーズシティ、北二十二区。

　扉とびらを開くと、微かすかな臭しゆう気きが鼻び孔こうを突ついた。有機分の過多で発はつ酵こうした河か川せんの臭におい。

　女は片足で扉を閉しめると、ごく短い廊ろう下かを通り抜け、西日の溢あふれる部へ屋やへ入った。

「食事を持ってきた」

　小さな丸いテーブルにトレイを置き、窓まど辺べにたたずむ依い頼らい人にんへ近寄る。

「開けちゃダメって、言ったろ」

　素す早ばやく格こう子し窓まどを閉め、依頼人を脇わきに置かれたベッドへ突つき飛ばす。

「狙そ撃げきされたら、どうする？」

「……ごめんなさい」

　落ち着いた口く調ちようで、依頼人が言った。ブラウスの胸むな元もとまで垂たれた艶つややかな赤い髪かみを背中へやりつつ、やはり同じ色の髪をした女を見上げる。

　色こそ同じだが、女のヘアスタイルはベリーショートだった。迷めい彩さい色しよくのバンダナが広い額ひたいを隠かくしている。細ほそ面おもての小さな顔。猫ねこ科かを思わせる大きな眼めがきつく見えるのは、細く上向きに刈かり込まれた眉まゆのせいだ。それさえなければ、まるで髪を切った自分を見ているよう──依頼人は改あらためてそう思った。

「今日で執しつ行こう三日目。向こうが攻こう撃げき優ゆう先せん権けんを持てるのは、あと三十四時間足たらずだ。ここを見つけたら、死しに物もの狂ぐるいで襲おそってくる」

　言って、女は地上五階の格子窓の透すき間まから外の様よう子すを窺うかがった。

　通つう称しよう・異い民みん街がいと呼ばれるスラム地区を分断する川が、眼がん下かを流れている。二十メートルほど先の向こう岸には、鮮あざやかとは無む縁えんのくすんだ暗色系の建物が、こちら岸と同様にひしめいている。ほとんどが、世界暴ぼう動どう以前から在あった耐たい久きゆう年数ぎりぎりの中低層ビル群だ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ユキ。まだ、大丈夫……」

　依頼人が、女に言った。

「なぜ、そんなことがわかるっ？」

　ユキは苛いら立だたしげに、依頼人を睨にらんだ。彼女は、全くといっていいくらい危機感に欠かけていた。《復ふく讐しゆう法ほう》で訴うつたえられ、命を狙ねらわれているというのに、平気で姿すがたをさらそうとする。初日など、無む断だんで散歩に出で掛かけたほどだ。

「まさか、あなたに護まもってもらうことになるなんてね……」

　質問をはぐらかすように、依頼人が呟つぶやいた。これで、四度目。決まって哀かなしげな笑えみを浮うかべ、それから後は黙だまり込こむ。

「……でも、もう終わり」

　いつもの沈ちん黙もくをせずに、依頼人が言った。

「時間がないわ、ユキ。あなただけでも、早くここから離はなれなさい」

「何を馬ば鹿かな……オレはこれでも、執行代理組織〈バルゴ〉のナンバー４だぜ？　敵てき前ぜん逃とう亡ぼうなんてできるかよ」

　鼻で笑い、視し線せんを格子窓へ戻もどす。

　直後、緊きん張ちようで頰ほおの筋肉が強こわばった。

　ボートが川に浮かんでいる。船上には、キャップを被かぶった小こ柄がらな人ひと影かげ。こちらに背をむけているので顔はわからない。釣つり竿ざおらしきものを立て、動く気け配はいはない。

（子供──？）

　ユキはすぐに、その考えを振ふり払はらった。この古ビルの半径五十メートルは〈バルゴ〉が借り上げ、メンバーを配置してある。子供の侵しん入にゆうなど許さないはずだ。

「こちらＶ４──」

　ユキは外がい耳じにはめた通信装置からマイクを引き出し、河川側の監かん視し員いんを呼び出した。

　応答はない。チャンネルを換かえ、繰くり返す。

「Ｖｌｌ、Ｖ１８、どうしたっ？」

　無音。最悪の事態が頭に浮かんだ。

　ユキは、脇に提さげたホルスターから電子制御銃ブラスターを抜ぬいた。格子窓から離はなれ、防ぼう弾だんガラスにはめ換かえた内窓を閉じる。

「抗こう弾だんベストを──早く！」

　壁かべに掛かかるベストを指差し、依頼人に着用を促うながす。

『……おい、Ｖ４……何か、用か？』

　緊きん張ちよう感かんのない声が通信機に入った

「アンドー？……Ｖ７か！　Ｖｌｌ、１８がやられた。向かいのＶ１３も──」

『やられたぁ？……奴やつらは帰ったんだよ』

　アンドーが返した。小太りの元もと軍ぐん属ぞく、ユキより一回り年上の大酒飲みだ。

「飲んでるのか、アンドー？」

『馬鹿言え、素面しらふだよ。今日、帰ったら飲むけどな』

「帰る？　気でも違ちがったのか？　任務中だぞ？」

『ハハハ、そうか、お前は、さっきまで休息時間だったな。ちょいと前に本部から連れん絡らくが入ってな。もうすぐ到とう着ちやくする同業者に引き継ついで、帰ってこいとさ。けど、心配ねえぜ。依頼金は保ほ障しようしてくれるそうだ。その上、ボーナス付きだと』

　アンドーは上じよう機き嫌げんだ。

「一度受けた仕事を引き渡わたすだとっ？　そんな情なさけない真似まねが──」

『落ち着きな、Ｖ４』

　急にトーンを落として、アンドーが言った。世よ渡わたりに長たけた、狡こう猾かつな大人おとなの口く調ちよう。

『同業殺しの噂うわさは知ってるな？　対たい抗こうした執しつ行こう代だい理り人にんを一人残さず殺しちまう、狂くるった集団だ。今回の相手が、どうやらそうらしい』

「なら、オレたちで返かえり討うちにすればいい！」

『ごめんだね。ジオストリートで殺やられた組織は、〈バルゴ〉より格かく上うえだったんだぜ？　たかが愛あい人じん殺ごろしの女のために、命いのち懸かけていられるかよ』

「姉さんは、人なんて殺しちゃいない！」

　マイクに怒ど鳴なり、ユキは通信機を切った。

「直接、ボスに確かめてみる。ミユはここにいるんだ」

　壁掛けから抗弾ベストを取り、ベッドへ放ほうる。

「窓には近づいちゃだめだぞ！」

　双ふた子ごの姉に言い置いて、ユキは扉とびらへと駆かけていった。




　　　　◆




「おいＶ１２、勝手に持ち場を離はなれて平気かよ？」

　火炎放射銃フアイヤーガンを提さげて裏口に現われた同どう僚りようを見て、男が言った。

「もう、名前で呼べよ、サカイ。心配ねえって。回かい収しゆう班はんの連中が来てるし、トラップも作さ動どう中ちゆうだ」

　首を回し、コキコキと骨を鳴らす。ボディアーマーの長時間着用は肩かたがこる。

「アンドーさんのトラップ、そのままなのか？」

「ああ、それくらい置いていってやれってさ。なんせ、報ほう酬しゆう抜ぬきで仕事を肩代わりしてくれる上に、実績も〈バルゴ〉に付くんだからな」

「どこの物もの好ずきなんだ？」

　訊ききながら、サカイがボディアーマーのポーチを探さぐる。

「俺おれらみたいな二桁番号ダブルナンバーが教えてもらえるかよ。あ、物好きといえば、Ｖ４が居残るってゴネてるようだぜ？」

「また、あのお嬢じようちゃんかよ？　中ちゆう印いん戦争で傭よう兵へいやってたにしては、割り切りができねえなあ」

　ポーチから取り出した煙草たばこを同僚に勧すすめ、サカイが言った。

「十六で大陸に渡わたって三年戦ったっていうけど、どうだかな。小こ娘むすめが行って生きて帰ってこれるトコじゃねえぜ」

　煙草を受け取り、火炎放射銃フアイヤーガンの種たね火びで火を点つける。

「けど、腕うでは確かだぜ。俺おれよりは殺し慣れてる」

「別の腕もいいのかも。じゃなかったらアンドーさんの上になれるかっての」

　Ｖ１２がヤニだらけの歯を見せて笑った。

「確かに、ボディアーマーを脱ぬいだ時の、あいつの身体からだは──」

　サカイの相あいづちは、中ちゆう途とで固まった。目の前の同僚が笑ったまま、白しろ目めを剝むいたのだ。

「フカマチっ！」

　サカイは思わず同僚の名を叫さけんだが、不用意に近づくことはしなかった。錆さびかけた軍ぐん属ぞく時代の勘かんが、辛かろうじて接近を思い止とどまらせたからだ。

　ゆっくりと倒たおれた同僚の向こうに、敵の姿はなかった。代わりに、黒いチューブ状の鋼こう線せんが、のたうちながら宙ちゆうに吸い込まれていくのが見えた。

　──撃うて！

　戦士の思考が、サカイに命じた。が、彼の肉体はそれに応こたえられるほど磨みがかれてはいなかった。

　鋼線を吞のんだ空間が、波打つように揺ゆらいだ。

　直後、巨きよ大だいな爪つめを生はやしたグローブが宙を裂さいて目前に迫せまった。

　サカイの構えた短たん機き関かん銃じゆうは、両の手首と一いつ緒しよに薙なぎ払はらわれた。

　悲ひ鳴めいはなかった。

　グローブと共に放はなたれた鋼線が、サカイの喉のどと額ひたいを貫つらぬいていた。

　空間が再び揺らぎ、凶きよう器きを吞んだ。

　白目を剝いたふたつの死体が後に残った。




　　　　◆




「本部に問い合わせるって？　現げん場ばからの発信は規き約やく違い反はんだぞ！」

　衛えい星せい通つう信しん装そう置ちを組み立て直すユキの後ろで、アンドーが喚わめいた。

「クラタが──ボスが、オレに何の説明もなく事ことを進めるなんて思えない。オレは、この仕事の指し揮き官かんなんだぞ？　ともかく連れん絡らくをとる……Ｖ７、ケーブルの接せつ続ぞくを」

「ボスがお前に伝えなかったのは、時間がないと判断したからだ。感情的になったお前と口論してる時間が。今回の仕事は相当にヤバイんだ。早く手を引かないと、取り返しがつかなくなる。それで──」

「指揮官命令だ、Ｖ７。接続しろ」

「くそっ、わかったよ！　だが、お前が話してる間に、他ほかの連中は撤てつ退たいさせるからな！」

　ケーブルをアンテナ端たん子しに繫つなぎ、アンドーが言った。

「Ⅴステーション、こちらＶ４……」

　モニターを調ちよう整せいしながら、ユキが呼び掛けた。

「先に外に出てる。納なつ得とくしたら、すぐ来い」

「待て！──様よう子すが変だ」

　アンドーを振ふり返り、ユキが言った。

「通信機の前に誰だれもいない」

「馬ば鹿か言え」

　アンドーが駆かけ寄り、モニターを覗のぞいた。

　無む人じんだ。

「どういうことだ？　執しつ行こう中ちゆうに席せきを外はずすなんて」

　通信装置のジョグダイヤルを回し、本部側のカメラを別方向へ動かしてみる。

「うぐっ……！」

　映し出された光景に、アンドーが呻うめき声を漏もらした。

　ユキは無む言ごんだった。唇くちびるをきゅっと結び、映像を凝ぎよう視しした。

　血の海に横たわる、本部メンバーたち。複数の孔あなを穿うがたれ、動く者は誰一人いない。急きゆう襲しゆうによる、一方的な殺さつ戮りくだ。

「なんてこった。奴やつら、本部から先に……」

　アンドーが言い終わらぬうちに、映像がぷつりと切れた。

　カメラのトラブルではなかった。屋上の受信アンテナが破は壊かいされたのだ。

「奴ら、もうここに──ミユ！」

　ユキが叫さけんで、立ち上がった。

「非常口側通路のトラップ電でん源げんを切ってくれ！　そっちから行った方が早い」

　アンドーに言って、部へ屋やを飛び出す。

「早まるな、Ｖ４！　トラップはひとつも反はん応のうしてねえんだぞ？　まだ侵しん入にゆうされちゃいない。きっと、アンテナを狙そ撃げきしたんだ」

　追ってきたアンドーが、薄うす暗ぐらい内通路の前で足あし踏ぶみするユキに言った。

「トラップが作さ動どうしてれば、奴らも迂う闊かつには侵入できない。だから──」

　アンドーは目を見開いた。

　ユキのすぐ後ろの空間が、微かすかに揺ゆらめいている。まるで、陽炎かげろうのように。

「──どくんだ！」

　アンドーがユキの肩かたを摑つかんで、自分の後ろへ押おしやった。

　直後、空気がびゅっと鳴り、衝しよう撃げきがアンドーの上体を三連打した。

　ドリル状の切きっ先さきを持った鋼こう線せん。筋肉の痙けい攣れんで、アンドーはそれらがボディアーマーを貫つらぬき、内ない臓ぞうに達したことを悟さとった。

「なぜ、トラップ、が……？」

　引き抜かれた鋼線が宙に消えるのを見ながら、アンドーはうつぶせに倒たおれた。

「ククク、トラップ、ダト？」

　加工された甲かん高だかい音声が、何もない空間に沸わいた。英語だ。

「赤外線センサーナンテ、時代遅おくレモ、イイトコダ」

　少し離はなれた後方で、別の声が沸く。

「我われ々われノ、スーツハ、光線ヤ電でん磁じ波はヲ遮しや断だんスルコトナク屈くつ折せつシ、結ブコトガデキル。コノ手ノ感知器ハ、無意味ナノサ」

　声が、アンドーを越こえてユキに迫せまった。

「寄るな！」

　ユキは銃じゆうを構えて喚わめいた。だが、敵の姿すがたが見えず、狙ねらいを定めることができない。

「心配スルナ。〈鋼線針ワイヤーニードル〉ハ、目もく標ひようニ刺さサルト神しん経けい毒どくヲ注入スル。コノ男ノヨウニ、楽らくニ死ネル」

　後ろに続く、もう一人が言った。

「……逃にげろ、Ｖ４」

　アンドーが頭をもたげた。

「ナンダ、マダ息ヲシテタノカ？」

　声が後こう退たいし、空中に、再び〈鋼線針ワイヤーニードル〉が顔を出した。

　アンドーが跳はね起きたのは、ほぼ同時だった。左手でドリルの切っ先を摑み、利きき腕うでで見えざる敵の首を捕とらえた。

「ア、アリエン……〈鋼線針ワイヤーニードル〉ノ毒ヲ三発クラッテ、立チ上ガルナド……！」

「世界暴ぼう動どう世せ代だいを甘あまくみたな？　これでも軍ぐん属ぞく時代、鉄人って渾名あだなされててなあ。食くらった弾だん丸がんや、毒ガスは数知れねえ」

　陽炎の首を絞しめあげながら、アンドーが言った。しかし、それで仕し留とめることができないことを、彼自身わかっていた。いくら強がっても、神経毒が彼の心臓を止めるのに、あと一分もかからないだろう。

「お前ら、トラップは無意味だと言ったな？　センサーを無む効こうにすると？」

　言って、アンドーはゆっくりと腰こしを低くした。

「オレが仕し留とめる！　動くな、Ｖ７！」

　ユキが怒ど鳴なった。

　揺ゆらめく空間の向こうで、アンドーが不敵な笑えみを浮うかべた。

「──俺おれが一いつ緒しよなら、トラップは作さ動どうするぜ？」

　アンドーは最後の力を両足から放はなち、陽炎と共に背後へ跳とんだ。

　トラップの作動は、彼らが倒れこむ前に起こった。

　通路左右のコンクリ壁かべを粉ふん砕さいして飛び出す、数百発のライフルダーツ。

「アンドォオ──！」

　血ち飛沫しぶきと粉ふん塵じんが、絶ぜつ叫きようするユキの身体に降り注そそいだ。
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　扉とびらの開く音に、ミユは祈いのりを中断した。

　ギシリ、ギシリ──。

　フローリングの床ゆかが苦しげに呻うめいた。かなりの重量。少なくともユキではない。

　組み合わせた両手はそのままに、近づく気け配はいに顔を上げる。

　姿すがたはなかった。ただ、その方角にある室内装そう飾しよくが微かすかに揺ゆらめいて見えた。

「……〈アグネス〉ノ者、カ？」

　ボイスチェンジされた英語の声が訊たずねた。

　ミユは小さくうなずいた。

「今回ノ我々ハ執しつ行こう側がわダ……気きノ毒どくダガ、死ンデモラウ」

「わかっています」

　ミユが答えた。

　揺らめく空間に、鋭するどい切きっ先さきが浮うかんだ。

「首筋ヲサラセ。抗こう弾だんスーツヲ貫つらぬクヨリ、衝しよう撃げきモ痛ミモ少ナイ」

〈鋼線針ワイヤーニードル〉をもたげ、暗殺者が言った。

　コツン。

　何かが、窓を叩たたいた。

　コツン、コツン。

　続けて、二回。地上五階の窓の外に誰だれかいる。

〈鋼線針ワイヤーニードル〉が窓へ向き、揺ゆらめきを連れて宙ちゆうを泳いだ。

　コツ、コツ、コツ。

　叩く間かん隔かくが短くなる。

　揺らめきが、窓の前に立った。

　ノックに応こたえたのは、巨きよ大だいな爪つめを持つ金きん属ぞく製せいのグローブだった。防ぼう弾だんガラスの内窓を突つき破り、格こう子し窓まどを粉こな々ごなに打ち砕くだいた。複数の〈鋼線針ワイヤーニードル〉が後に続き、それぞれ別方向に切っ先を走らせる。

　しかし、破は壊かいした窓以外に手て応ごたえはなかった。

「逃のガシタカ……」

　暗殺者は窓の外を覗のぞき込んだ。と、真下から上じよう昇しようしてきた煌きらめきが、首の横をかすめた。

　一回、二回──煌めきが首のまわりを飛び回り、か細い線を絡からめていく。

「釣り糸テグス？」

　絡まるそれを断たち切ろうと、暗殺者がグローブを伸のばした。

　途と端たん、煌めきの連なりがピンと張り詰つめ、凄すさまじい牽けん引いんの力が暗殺者を窓の内から引きずりだした。

　警けい笛てきのような悲鳴とすれ違ちがい、別の気け配はいが窓まど枠わくに取りついた。

　姿すがたは、ミユにもはっきりと見えた。

　鍔つばの大きなベースボールキャップを被かぶった少年。短いスチール製の釣つり竿ざおを先に投げ入れ、部へ屋やの中に入りこむ。

「また、食えない魚さかなを釣っちまった」

　窓の外をちらりと見やって、すぐにミユの方へ笑え顔がおを向ける。

「あなたは……」

　ミユにとって、見覚えのある顔だった。中央公園で〈アグネス〉の布ふ教きように耳を傾かたむけていた少年。名は確か──。

「……ショーくん」

　言って、ミユはくすりと笑った。

「どうして、その呼び名を……？」

　不ふ審しんというより驚おどろきの表情を浮うかべ、少年が訊きいた。

「彼女が、そう呼んでたわ」

「彼女？」

　ショウゴはゆっくりとベッドへ歩あゆんだ。

　三歩めで、微かすかな香かおりがショウゴに届とどいた。

「……ミント……あんた、あの時の──」

　ショウゴは足を止めた。

「ユキ！」

　ミユの瞳ひとみがぴくりと震ふるえ、ショウゴの後ろで銃じゆうを構える妹を捉とらえた。血と埃ほこりがカムフラージュペイントのように、身体からだを覆おおっている。

「俺おれの背はい後ごをとるとは、大したもんだ」

　両手を上げて、ショウゴが言った。

「で、どうするつもりだ？」

「下がれ」

　ユキが命じた。

「なぜ？　ここだと彼女に当たるからか？」

「違ちがう。お前の脳のう味み噌そでミユが汚よごれるからだ」

「えらい自信だな。けど──」

　ショウゴは振ふり返り、ユキと対たい峙じした。

「──撃うてば、あんたの頭も同じだぜ」

　言って、ユキの後頭部に短たん機き関かん銃じゆうを突つき付ける相あい棒ぼうへウインクする。

「このお嬢じようさんの後ろを取れたってことは、俺が最強かい？」

　エイジが言った。銃口でユキの頭を小こ突づき、降こう伏ふくを促うながす。

　だが、ユキは銃を下げなかった。ショウゴを睨みつけ、唇くちびるをすぼめた。

「ユキ、やめて！」

　ミユが叫さけんだ。

　カメラフラッシュに似にた銃火が、部屋の真ん中で閃ひらめいた。

　狙ねらいは正確無む比ひだった。超ちよう電でん導どう技術による高速弾が二連発で野や球きゆう帽ぼうを撃ちぬき、漆しつ喰くいの施ほどこされた壁かべにふたつの焦こげ孔あなを開けた。

「この距きよ離りで、避よけた？……馬ば鹿か、な」

　懐ふところを見下ろし、ユキが呻うめいた。

「電子制御銃ブラスターは引き金を引く瞬しゆん間かんに静電気を放ほう出しゆつするから、発射のタイミングがわかる。普ふ通つうの人間は気づかないけどね」

　ユキを見上げ、ショウゴが言った。突つき上げた拳こぶしが、ユキの鳩尾みぞおちに入っている。

「それと、狙いが正確なほど──」

「もう、聞いちゃいねえって」

　悶もん絶ぜつした女戦士を後ろから抱だき抱かかえ、エイジが言った。

「しっかし、本当に撃つとはよ」

「また予知が外はずれたってか？」

「外れてねえよ！　俺が視みたのは、お前が後ろを取られるトコまでだ。だいたい、ああいう状じよう況きようで銃をぶっ放ぱなすなんて、命知らずもいいとこだぜ」

「いいや」

　立ち上がり、ショウゴが否定した。

「このコは、俺たちを二人とも仆たおすつもりだったのさ」

「何だってえ？」

「お前が撃てないと踏ふんだからこそ、撃ったんだ。実際、そうだったろ？」

「う……」

　エイジは返す言葉もない。

「見かけによらず、かなりの修しゆ羅ら場ばを経験してるんだろう」

　呟つぶやくように言って、ショウゴは後ろを振ふり返った。

「おい、あんた……ミユさんだっけ？　心配ないよ。このコは気絶してるだけだ」

　ベッドへ歩あゆみ寄り、半なかば茫ぼう然ぜんとしていたミユに手を差し伸のべる。

「俺の名はショウゴ。あんたの新しい用よう心じん棒ぼうさ。向こうのノッポは──」

「そろそろヤバイぞ、ショウゴ」

　自じ己こ紹しよう介かいを遮さえぎり、エイジが言った。視し線せんが宙を泳いでいる。未来の光景を探さぐっているのだ。

「一番、マシなのは？」

　ショウゴが訊きいた。未来は、ひとつではない。現在の状じよう況きようから起こり得うる全すべての可能性が未来だ。予知能力者は、それらひとつひとつを映像として捉とらえ、特定の未来へ進むルートを選ぶことができるのだ。

「ちょっと視みなかった間に、どれもこれも最悪だぜ。今回、不確定要よう素そが多いからな。どんどん未来が変わりやがる」

　エイジが顔をしかめた。

「それに、映像不良のヤツも多くて──」

「御ご託たくはいい、ともかく外すなよな」

「ちぇっ、予知を乱してる張本人はお前なんだぜ？　ちっとは申し訳なさそうにしろよ」

　泳がせていた視線をショウゴへ向け、エイジがぼやいた。

「で、お薦すすめコースは？」

　ショウゴの問いに、エイジが窓を指差した。

「ここは五階だが？」

「お前なら、二人を連つれて降りられるだろ？　俺おれは少し残って、お客の相手をしなきゃならん。これを怠おこたると、コースが変わる」

「わかったよ」

　ショウゴはミユの手を把とり、窓まど辺べへ歩あゆんだ。

「あんたは左側だ」

　言って、ミユの身体を強ごう引いんに抱だき寄せる。

「んで、このコがこっちと」

　エイジがショウゴの右へ回り、利きき腕うでにユキを預あずけた。

「ミユさん、俺の前後で、このコの腕を摑つかんでいてくれ。降りるまで離はなさないように」

「何だかなあ」

　ショウゴたちをしげしげと眺ながめ、エイジが言った。

「何だよ、エイジ？」

「両手に花、と言いたいとこだが、これじゃあ女二人に拉ら致ちされてるみたいだぜ」

　エイジはくすくすと笑った。ミユらと比くらべ、四、五センチ背の低いショウゴが間に挟はさまれている図は、なかなか滑こつ稽けいだった。

「あのな……俺は好き好んで、こんなナリしてるわけじゃ──」

「わかった、わかった」

　言って、エイジはここぞとばかりに、ショウゴの散ざん切ぎり頭をぐりぐりと撫なでた。

「あ、くそ。どさくさに紛まぎれやがって！」

「スキンシップ、スキンシップ。ほれ、早く行かないと巻き込まれっぞ」

　ショウゴの背を押おし、エイジが脱だつ出しゆつを促うながした。

「ショ……ショウゴさん？　ここから飛び降りるんですか？」

　窓の外を見下ろし、ミユが訊きいた。

　地上十五メートルの俯ふ瞰かん。どんよりと濁にごった河に、小型エンジンの付いたボートが浮ういている。たぶん、あれが降下ポイントだ。実際は五、六メートルほどありそうだが、ここから見ると、五、六センチくらいにしか見えない。

「ショウゴ、ボートにはワンクッション置いて降りろよ。直接いったら、ぶち壊こわしちまうからな」

　エイジの言葉が不安を煽あおる。

「あ、あの本当に──」
















　質問の答えを得られぬままに、両足が宙ちゆうに浮ういた。

　小こ柄がらな少年らしからぬ腕わん力りよく。

　上体が窓の外へ連れ出され、視し界かいが向かいのビルを捉とらえた途と端たん、重力の法則が背後からのしかかった。

　垂たれた髪かみが後ろへなびき、降下の風が耳元でゴウと響ひびいた。ショウゴはビルの壁へき面めんを走っていた。伝わる振しん動どうでそれがわかった。

　ビルと川とを隔へだてる細い路ろ地じが、目前に迫せまった。

　ミユが目を閉じた直後、疾しつ走そうの振動が止やみ、風の方向が水平から垂直に変わった。

「降下成功」

　ショウゴが路地の直前でビル壁を蹴けり、うまくボートへ飛び込んだのを見て、エイジは満足気にうなずいた。

「器き用ような降り方しやがって……連れてるのが女性だと優やさしいねえ」

　呟つぶやき、部へ屋やの入り口を振ふり返る。

「けど、俺あ、優しくないぜ？」

　短たん機き関かん銃じゆうをもたげ、無む人じんの空間へ弾だん丸がんをばらまく。

　敵の数は、三人。宙に咲さいた火花で、それがわかった。目に見えないのは、光こう学がく迷めい彩さい服ふくのせいだ。恐おそらく、抗こう弾だん仕し様ようであろうから、パワーの小さな短機関銃では分ぶが悪い。

　と、空間に揺ゆらぎが生じ、ドリル状の切きっ先さきが群れを成なして浮かび上がった。

「おっ、そいつは医い療りよう用ようスコープを応用したキリング・ワイヤーだろ？　実用化に漕こぎ着けたんだ」

「ナゼ、ソレヲ──貴き様さま、何なに者ものダ？」

　エイジの言葉に、真ん中の陽炎かげろうが声を発した。

「訊きク前ニ、名乗レ、〈黒ブラツク船ボート〉ノ諸君」

　声こわ色いろで合成音声を真似まね、エイジが言った。

「……我ラハ、〈モグラ〉」

　陽炎が答えた。

「〈モグラ〉？　どういう意味だ？」

　エイジは聞き返しつつ、短機関銃の銃口を声の出所──陽炎の頭部へ傾かたむけた。

　マガジンに残った全ぜん弾だんを、ばらまくことなく、一点集中で撃うち尽つくす。

　しかし、敵の弱点を狙ねらった攻こう撃げきは、突とつ如じよ、空中に現われた鋼こう鉄てつのグローブによって、ことごとく阻はばまれた。

「なるほど……そのでかい爪つめつきの手と、光学迷彩で空間に潜もぐる能力……それで、〈モグラ〉ってのか」

　エイジは独ひとりごち、弾丸たま切ぎれの短機関銃を床ゆかへ投げた。

「フフ、納なつ得とくシタカ？　ナラバ心置キナク、死ヌガイイ」

　右の〈モグラ〉が嘲あざ笑わらった。

「おいおい、俺はまだ手ぶらじゃねえぞ？」

〈鋼線針ワイヤーニードル〉と共に近づいてくる暗殺者たちへ、エイジが言った。

「ゴーグルのせいで視し野やが狭せまいらしいな？　こいつが見えねえとはよ」

　肩かた掛がけした大型の得え物ものを親指で指し、にやりと笑う。

「最もやっかいな武器を持った敵を、真っ先に仆たおす……鉄則は守ったみてえだが、後あと始し末まつもしねえとな？　じゃないと、俺みたいなのにネコババされることになる」

　言って、エイジは得物を構えた。

「──火炎放射銃フアイヤーガン！」

　左の〈モグラ〉が叫さけんだ。

　直後、噴ふん射しやされた焰ほのおが空間をべろりと舐なめた。

　燃ねん焼しよう薬やく剤ざいによって作り出された火か炎えんは、相手が目に見えまいが、抗こう弾だんスーツに身を包んでいようが、関係なく、目もく標ひようにまとわりつきその中身を沸ふつ騰とうさせる。

「早くシャワーを浴びねえと、薫くん製せい肉にくになっちまうぜ？」

　室内を転ころげ回る火だるまの〈モグラ〉たちに言い捨て、エイジは窓から川へとダイブした。
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　二メートル近い水柱が、ボートの右前方で噴ふき上がった。

　水すい泡ほうが緑の川かわ面もを白くし、そこから分かれた小さな泡あわ立だちがボートの舳へ先さきへ近づいた。

「──ぶ、はっ！」

　黄色い髪かみを張りつけた頭が水面を破った。エイジだ。

「げえっ、少し飲んじまったよ」

　手て探さぐりで舳先を摑つかみ、ボートの上へ這はい上がる。

「動く、な」

　女の声に、エイジは視し界かいを邪じや魔まする濡ぬれ髪を拭ぬぐった。

　銃を構えた少女が、ボートの中央にいた。ショウゴの一いち撃げきで悶もん絶ぜつしたはずの、〈バルゴ〉の執しつ行こう代だい理り人にん。打たれた鳩尾みぞおちを押おさえ、苦しげな表情でエイジを睨にらんでいる。その横には彼女の姉であり、依い頼らい人にんでもあるもう一人の少女ミユ。

「おい、おい、何の冗じよう談だんだあ？」

　エイジは少女たちの向こう、船せん尾びに座すわるショウゴへ視線を投げた。

　ショウゴは船外機に手を掛かけたまま、事ことの成り行きを見守っている。

「落ち着けって、嬢じようちゃん。俺おれたちは、敵じゃ──」

　発射の閃ひらめきに、エイジは言葉を吞のんだ。

　熱い風がエイジの耳をかすめ、銃声が後に続いた。

「ギ、ギ、クカ、クケ、ゴ……」

　機械的な呻うめきが、エイジの背後であがった。

「──こ、こいつ！」

　振ふり向いたエイジの目の前で、鋼はがねの爪つめを振り上げた半はん透とう明めいの人ひと影かげが、ずぶずぶと水中に没ぼつしていく。五階の窓からショウゴに引きずり落とされた暗殺者の一人。姿すがたが見えるのは落ちた際に光こう学がく迷めい彩さいの機能が故こ障しようしたからだろう。横長の接せつ眼がんレンズをつけたフルフェイスのマスクに、ウエットスーツにも似にた戦せん闘とう服ふく、背中に負おったバックパックから伸のびる複数の〈鋼線針ワイヤーニードル〉──それが暗殺者〈モグラ〉の姿だった。

「じゃ、あんた、こいつを狙ねらって？」

　エイジは少女へ目を戻もどした。

　銃を持つ手が下がり、銃口がごとんと底板を叩たたいた。

「ユキ！」

　前のめりに倒たおれた妹を、ミユが支える。

「おい、嬢ちゃん！」

「早く、ボートを……！　オレは、平気だっ」

　顔をあげ、ユキが唸うなった。

「──だそうだ、エイジ。方向を視みてくれ」

　エンジンを始動させ、ショウゴが言った。

「と、とりあえず、このまま、川上へ」

　ユキのタフぶりに半なかばあっけにとられながら、エイジが答えた。

「……お前ら、何者だ？」

　起こした上体をミユに預あずけ、ユキが訊きいた。

「俺たちか？　俺たちは……」

　エイジはちらりとショウゴを見た。

　ショウゴが小さく首を振る──まだ、真実を話す段階ではない。

「俺たちは、あんたと同じ、執行代理人だよ。雇やとい主ぬしは、さっきの連中とワケありでね。それで、〈バルゴ〉から執行権を買い取ったんだ。合法的決着をつけるため──わわっ？」

　突とつ然ぜんの大おお揺ゆれに、エイジは後ろを振り返った。

　それまで静かだった川かわ面もが、異様に波立っていた。発はつ生せい源げんは、川上。百メートルほど前方の緩ゆるやかなカーブの向こうから、幾いくつもの盛もり上がりが群れを成なして押し寄せてくる。

　エイジはカーブに焦しよう点てんを合わせ、そこに顕あらわれるであろう未来の光景を探さぐった。

「──やっ、やべえ！　反はん転てんだ、ショウゴ！」

　前方を見み据すえたまま、エイジが声を張り上げた。

　直後、大量の水みず飛沫しぶきがカーブ外側の岸がん壁ぺきに打ちつけられ、その後ろから巨きよ大だいな灰はい色いろの壁かべが現われた。

「あれは──」

　舵かじを右へ切りつつ、ショウゴは息を吞のんだ。

　二十メートルの川かわ幅はばと四メートルの岸壁を埋うめ尽つくす、河川洗浄機リバーウオツシヤー。両側に八基ずつ取り付けられた高速回かい転てんブラシがコンクリ壁の汚よごれを削けずり、水面下で暴れる六十四の掘くつ削さく爪づめが硬こう質しつ化かしたヘドロや不ふ法ほう投とう棄きのゴミを搔かきだし、腹の中の粉ふん砕さい機きへ送り込む。後に残るのは微み塵じんのみ。巻き込まれたら、一巻の終わりだ。

「どういうことだ、エイジ！」

「知るか！　ここの洗せん浄じようは来月なんだ。たぶん、誰だれかさんが予定変へん更こうしたんだろうよ！」

「要するに、また予知が外はずれたってことか？」

「外れたわけじゃねえって！　ただ、はっきり視みえた未来がろくなもんじゃなかったからピンぼけの未来を選んでみたんだよ！」

「で、結局、最悪のカードを引き当て──」

「ショウゴさん、後ろ！」

　ミユが会話に割り込み、川上を指差した。

　八十、七十……河川洗浄機リバーウオツシヤーがボートとの距きよ離りをぐんぐんと縮ちぢめてくる。ボートの速さが二十ノット（時速三十六キロ）だから、それ以上のスピードだ。河川洗浄機リバーウオツシヤーの通常速度を遥はるかに越こえている。

「エイジ、早く逃とう走そう経けい路ろを！」

「今、視てるよ！」

　瞳ひとみを揺ゆらし、エイジが言った。

　すぐに、映像が視し界かいに浮うかんだ。前方約五十メートル、左へ切れる急カーブから轟ごう音おんを伴ともなって現われる巨きよ大だいな影かげ──しかし、それは予知映像ではなく、現実の光景だった。

「は、挟はさみ撃うちだ！」

　エイジが喚わめいた。

「他ほかは、視えないのかっ？」

　背後を睨にらみながら、ショウゴが叫さけんだ。

　川上の河川洗浄機リバーウオツシヤーは、川下のそれと同じくらいにまで距離を詰つめていた。このままでは追いつかれるか、突つっ込むかの二に者しや択たく一いつだ。

「えっと、あとは……」

「引き返せっ」

　声を絞しぼって、ユキが言った。

「そう！　それ！　そっから未来さきは視えねえけど……」

　エイジが自信なさげに予知を告つげた。

「またピンぼけか？」

　言いつつも、ショウゴは舵かじをいっぱいに切った。

　ボートが尻しりを振ふって再さい反はん転てんし、舳へ先さきを川上から迫せまり来る鋼鉄の壁かべへと向ける。距離にして約四十メートル。

「何か──でかい武器は、ないのか？」

　ユキが訊きいた。

「え……ああ、そこのシートの下にロケットランチャーがあるけど」

　エイジがミユの足元を指差した。

「無理だっ、ロケット弾だん程度じゃ、あれは止められない」

　ランチャーを引きずりだしたユキに、ショウゴが言った。

「いいからっ……オレの言う通りに、操そう縦じゆうしろ」

　ユキはロケット弾を装そう塡てんし、ランチャーを担かついだ。

　距離三十。押し寄せる大波の上を、二度、三度とボートが跳はねる。

「よし、右へ寄せろ！」

　ユキが命じた。

　ボートが横跳ねし、コンクリの岸がん壁ぺきへ近づく。

　河川洗浄機リバーウオツシヤーまで二十メートルを切った。岸がん壁ぺきを削けずるブラシの唸うなりがはっきりと耳に聞こえた。

「おい、まさか、ブラシん中を擦すり抜ぬけるつもりじゃ──」

「──頭を下げろ！」

　振ふり向こうとしたエイジに、ユキが怒ど鳴なった。

　同時にランチャーが発射の白はく煙えんをあげ、ロケット弾がエイジの頭の上を通過した。

　着弾の閃せん光こう。しかし、爆ばく炎えんは河川洗浄機リバーウオツシヤーではなく、右岸に浮うかぶ不法投とう棄きのゴミの山からあがった。

「突っ込むんだっ！」

　ランチャーを投げ捨て、ユキが叫んだ。

「マジかよっ？」

　迫せまり来る炎ほのおに、エイジは思わず身を伏ふせた。

　一いつ瞬しゆんの熱い痛み。しかし、激げき突とつによる衝しよう撃げきはなかった。

　ボートは止まることなく、薄うす暗やみの中を疾はしり続けていた。

「──下水道っ」

　エイジはユキを振り返った。

「あんた、下水の出口をぶちぬくために、ランチャーを使ったのか？」

「……執しつ行こう地ち域いきの地形は、頭に叩たたきこんで、ある……」

　上体を起こし、ユキが答えた。

「……ミユは、オレが、護まもる……誰だれにも、邪じや魔まは──」

　声がふっと途と切ぎれた。

　くずおれたユキの身体を、エイジがミユに代わって受けとめた。

「殺さずに連れてきて、正解だったろ？」

　船せん尾びからショウゴの声が聞こえた。

「ああ……全く、メチャクチャな──いや、すげえ女だぜ」

　エイジが溜ため息いき混まじりに返した。

　やがて、遠ざかる下水の出口から、急きゆう停てい止ししそこなった河川洗浄機リバーウオツシヤーの衝しよう突とつ音おんが轟とどろいてきた。








　　　六　嘆なげきの者









「粗そ茶ちやですっ」

　テーブルの上にドンと置かれたカップの中で、グリーンティが大波を立てた。

「あ、ありがとう」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな態度をとる少女に戸と惑まどいつつ、ミユは小さく頭を下げた。

「おっ、粗茶だなんて、難むずかしい言葉知ってるんだな、リンコ！」

　向かいのソファーに座すわるエイジが、慌あわてておだての台詞せりふを口にする。

「別に」

　リンコはそっけなく返し、くるりと背を向けた。

「あっ、リンコ。お茶の数が、そのぉ……足たりないんじゃないかと」

　エイジが、シャワーを浴あびているユキの分を遠回しに注文する。

　無む言ごんで振ふり返る、リンコ。どんぐり眼まなこがエイジとミユを交こう互ごに見下ろす。

「そっ、そうだよな。今は二人しかいないもんな。はは、とりあえず、ふたつでいいよ、ごくろうさんっ」

　エイジは愛あい想そ笑わらいを浮うかべて、前言を撤てつ回かいした。

「……ごゆっくり」

　ぼそりと言って、リンコはキッチンへ引き上げていった。

「あの、エイジさん。私、何か彼女の気に障さわること……？」

　恐おそる恐おそるミユが訊たずねた。

「え？　ああ、気にすることないって！　ありゃ、ただの嫉妬やきもちさ。あんたたちみたいな美人が来たんで、ショウゴを盗とられるんじゃないかと──うわっち！」

　飛来した黒い塊かたまりを、エイジは間かん一いつ髪ぱつで右に避よけた。

　ソファーの背もたれに張りつく、熱く焼けたフライパン。

「あら、ごめんなさい。手が滑すべっちゃって」

　リンコが、キッチンから顔を出す。

「手が滑っただぁ？　当たったら、怪け我がだけじゃすまねえぞ！」

　エイジが喚わめいた。

「……ヤケド、しちゃった？」

　しょんぼりとした様よう子すで、リンコが訊きいた。

「いや、それは……大だい丈じよう夫ぶだけどよ」

「ちっ！」

「し、舌した打うちすんなあ！」




　　　　◆




　生なま暖あたたかな潮しお風かぜが、廃はい宿やどの屋根から垂たらされた釣つり糸に大きなカーブを描えがかせていた。

（やはり、一ひと雨あめくるか……）

　宵よいの空に集まりだした雲を見上げ、ショウゴは顔をしかめた。

　風は徐じよ々じよに強くなっている。剝はがれ掛かけたトタン屋根が、断続的にバタバタと騒さわぎ、傍かたわらに置いた石油燈カンテラを小こ刻きざみに揺ゆり動かす。

「──また、後ろをとられたな」

　真後ろに立つ気け配はいに、ショウゴが言った。

「……なぜ、オレだと？」

　女の声が訊たずねた。

「トタンの音に紛まぎれて近づけるのは、あんたしかいない。エイジは重すぎるし、あとの二人は素人しろうとだから論外だ」

　曇くもり空から釣り竿ざおへと目を戻もどし、ショウゴが答えた。

　無言で、気配が横へ回る。ほのかな石せつ鹼けんの香かおり。

　ショウゴは小首を傾かしげるように、隣となりに立つ少女──ユキへ視し線せんを振ふり向けた。

　ほどよく筋肉のついたしなやかな脚あしが、エイジの貸した男もののホットパンツからすらりと伸のびていた。潮風にはためくＴシャツの裾すそからは、締しまった腹部と、それとは対たい照しよう的てきな柔やわらかさを持つであろう隆りゆう起きの片方がちらちらと覗のぞいている。

　しかし、ショウゴの目は、それら少女期の終わりにさしかかった女性の魅み力りよく的な部位に留とどまることなく、暗い景け色しきを見つめる精せい悍かんな横顔にぴたりと焦しよう点てんを合わせた。

　大きな眼め、小鼻の引き締まった形のよい鼻、小さめだが薄うすくはない唇くちびる、尖とがった顎あご──部分的には、姉のミユと全くといってよいほど同じなのに、受ける印象がまるで違ちがう。

　明と暗。或あるいは、静と動。満ち足りた穏おだやかな心と、渇かつ望ぼうし猛たける魂たましい。

「オレの顔が、そんなに珍めずらしいのか？」

　視線を感じたユキが、横目でショウゴを見下ろした。

「いや……あんたの姉さんにあんまりそっくりなんでね」

「当たり前だ。オレたちは双ふた子ごだからな」

　言って、ユキはすっと腰こしを下ろした。

「こんなところで、何してる？」

　囁ささやくように、ユキが訊きいた。

「見ての通りだ」

　竿へ目をやり、ショウゴが答える。

「釣りだと……？」

　ユキはふっと笑いを漏もらし、右腕うでをショウゴの背に回した。

「見え透すいたウソをつくな。お前はこうして、敵の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてるんだろう？」

　ユキの左手がショウゴの前を横切り、右肩越しに現われた利きき手てを摑つかむ。

「……お前は何者だ？　誰だれに雇やとわれて動いている？」

　耳元に唇くちびるを寄せ、布ぬの一枚で覆おおわれた胸をショウゴの身体からだに押おしつける。

「戦場でこれをやられたら、大たい抵ていの男は堕おちるんだろうな」

　竿を見つめたまま、ショウゴが無感動に呟つぶやいた。

「くそっ、これだからガキはいやなんだっ」

　吐はき捨てるように言って、ユキが抱ほう擁ようを解とく。

「俺おれも子供はごめんだ」

　ショウゴの唇の端はしに、かすかな笑えみが浮うかんだ。
















「何っ、だと！」

　蹴けりが、ショウゴの左腕に入った。

　よろめいたのは、蹴りを放はなったユキ。ショウゴはびくとも動かず、釣り糸を垂たれている。

「お、お前──？」

　ユキは怪け訝げんの表情を浮かべ、ショウゴを見つめた。蹴りを入れた瞬しゆん間かん、素す足あしの裏側に妙みような違い和わ感かんを覚えたからだ。

「気づいたかい」

　ユキの方へ顔を向け、ショウゴが言った。

「お察しの通り、こいつは造つくりモンさ」

　左手を竿から離はなし、ユキの目の前に突つき出す。

「お前、半機械サイバーなのか？」

　ユキが問うた。

　半機械サイバーとは、先天的または後天的障しよう害がいを克こく服ふくするため、脳を除のぞく身体の五十パーセント以上を疑ぎ似じ生せい体たいによって補おぎなった人々を指す医学業界の隠いん語ご。公おおやけの場で口にすれば、社会的信用を失う差別用語だ。

「厳げん密みつに言うと、少し違ちがう……完全な擬まがい物ものは、左腕だけだしね。でも、まあ似たようなもんか」

　言いながら、滑なめらかに指を折り曲げてみせる。見た目には、ごく自然な動き。強く触れた時の違和感さえなければ、本物と区別はできないだろう。

「一体、いつから──」

　ユキは言い掛け、はっと口をつぐんだ。この質問はタブーだ。

「──すまない。今のは聞かなかったことにしてくれ」

　両膝ひざを抱かかえ、ユキが謝あやまる。

　ショウゴは何も言わず、左手を竿へ添そえ直した。

「……どうして、オレが戦場にいたとわかった？」

　やや沈しずんだ口く調ちようで、ユキが訊きいた。

「《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こう現場で、あれだけの胆たん力りよくと戦せん闘とう力を発はつ揮きするには、実戦の経験が不ふ可か欠けつだ。かと言って、二十歳はたちそこそこのあんたが、世界暴ぼう動どうを戦ったなんてことはありえないから、あとは未いまだ続く大陸の紛ふん争そうに参加していたと考えるのが妥だ当とうだ」

　淡たん々たんとした口調で、ショウゴが答えた。

「大陸の紛争は、地ち域いきによっては世界暴動以上の修しゆ羅ら場ばのはず。なぜ、わざわざそんな道を？」

「……姉さんと、ミユと違うとわかったから……」

　ぽつんと、ユキが言った。

　沈ちん黙もく。

　ショウゴは問いを重ねず、暗い海うな原ばらを見つめるユキの言葉の続きを待った。

「……オレたち姉し妹まいが十六になった年、母さんが死んだ……殺されたんだ」

「資料で読んだよ。確か、米国ピッツバーグで犯はん罪ざいに巻き込まれた……」

「そうだ。〈アグネス〉の定期集会を終え、ホテルの地下駐ちゆう車しや場じようへ帰ってきたところを、待まち伏ぶせていた薬物中毒者ジヤンキーどもに襲おそわれた。完全な金目当てだ。けど、運悪く母さんは現金を持っていなかった。まっさきに殺された運転手もね。人殺しまでして、金が手に入らないと知った奴やつらは、逆上し、車を奪うばって逃とう走そうした。チェーンでバンパーに繫つながれた母さんを引きずって」

　戦慄わななきが、ユキの声を覆おおい始める。

「車が発見された時、母さんの身体はズタズタで……流れる血もほとんど残っていなかった。でも母さんは生きていた。オレたちがＥＲ（緊きん急きゆう救きゆう命めい室しつ）に駆かけつけるまで……オレたちに最後の言葉を伝えるために……何て言ったと思う？──彼らを赦ゆるしなさい、だ！」

　膝を抱いていた手のひらが拳こぶしとなって、トタン屋根に打ち下ろされた。

「母さんは〈アグネス〉の教義を守るため、オレたちに復ふく讐しゆうを禁じたんだ。警官だった父さんが、強ごう盗とうにハチの巣すにされた時と同じように……だが、オレは納なつ得とくできなかった。ヤク中ってだけで罪つみを軽けい減げんされた奴やつらが、一年もしないうちに大おお手でを振ふって町を歩くなんて……オレは《復讐法》の権利を行こう使しすることに決めた。姉さんは反対したよ。オレはそれを押おし切って裁さい判ばん所しよへ行こうとした。その時だ……」

　ユキは拳をあげ、人差し指を伸のばした。指先をこめかみに当て、泣きそうな顔をショウゴの方へ向ける。

「姉さんは拳けん銃じゆうを自分の頭に当てて、こう言ったんだ。どうしても行くというのなら、引き金を引く、と。ただの脅おどしだと、思った。けど、姉さんは本気だった。オレが気づいて銃口を逸そらさなかったら、姉さんの頭は吹ふっ飛んでいたよ……結局、オレは訴うつたえることを諦あきらめた。そして、その時思い知ったのさ。オレはもう、姉さんと──ミユと同じ道は歩けないってね」

　泣き顔を自じ虐ぎやくの笑えみに変え、ユキは小さく肩かたを震ふるわせた。

「ミユが赦しの道をいくのなら、自分は理り不ふ尽じんな死をばらまく連中を屠ほふる裁さばきの道をいく。そのための力を得られるのなら、悪あく魔まとの契けい約やくも厭いといはしない……復讐を断たたれ猛たけり狂くるう己おのれの魂たましいに、オレはそう誓ちかった……それから半月後、オレは執しつ行こう代だい理り人にんとしての技ぎ量りようを身につけるため大陸へ渡わたり、第五次、第六次の中ちゆう印いん戦争に参加した」

「中印戦争の第五、第六だって？　世界暴ぼう動どう後ご、最悪といわれた戦争じゃないか」

　少なからぬ驚おどろきをこめて、ショウゴが言った。

　十五年前の《災さい厄やく》によって引き起こされた世界暴動の混こん乱らんに乗じ、周辺各国を吸収・併へい合ごうした旧きゆう中国──現中ちゆう華か連れん邦ぽうは、暴動鎮ちん静せい後もアジア世界統とう一いつの大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげ、同じく全アジアの覇は権けんを狙ねらうインドと、六度に亘わたる陣じん取とり合がつ戦せんを繰くり広げていた。

　特に今年五月の休戦協定で終わった第六次と、その前の第五次中印戦争は熾し烈れつを極きわめ、両国で百万人以上の民間人が虐ぎやく殺さつされ、戦史に悪名を残す戦いとなった。

「実際、ひどい有あり様さまだったよ。使用されなかったのは、核かくと生物兵器くらい。国連や赤十字の旗が銃の的まとになり、報道関係者も相手側にいれば即そく射殺、一度でも敵の手におちた町や村では執しつ拗ような拷ごう問もんと虐殺が行なわれ、その後跡あと形かたもなく焼き払はらわれた……まさに、地じ獄ごくさ」

「なるほど……その地獄を生きぬいたことで、あれだけの胆たん力りよくと完かん璧ぺきな戦せん闘とう能のう力りよくを身につけたってわけか」

「完璧だって？」

　ユキの顔から、笑みが失うせた。

「そんなことあるもんか。オレはただの役立たずだ。あの時からずっと──」

「あの時？」

　ショウゴが聞き返す。

「一年前の、あの時……オレは触ふれてはいけないものに触れちまったんだ」

　波にもまれる浮うきへと視し線せんを落とし、ユキが低く呟つぶやいた。

「……第六次中印戦争の終しゆう盤ばん、オレはインド側の傭よう兵へいとして、旧ミャンマー領りようの最前線で任務に就ついていた。内容は、国境を越こえて中華連邦へ潜せん入にゆうし、敵前線部隊を攪かく乱らんすること──オレの属ぞくしてた部隊には、東アジア系が多かったからな。その時、作戦基地としたのが国境近くの村トカマクだった。連邦の圧あつ政せいを嫌きらい、インド側に与くみしているということだったが、それを鵜う吞のみにするほど馬ば鹿かじゃない。隊員たちは、村の人間と距きよ離りを置き、心を許さなかった。オレの世話をしたのは、戦争で男手を失った一家だった。母親と祖そ母ぼ、子供六人の八人家族。オレは努つとめてよそよそしく一家と接した。だから、彼らの名前もほとんど覚えていない。ただ一人……下から三番目の……ラオを除のぞいて」

　ユキはまぶたを閉じた。少年の名を声に出さずに繰くり返し、封ふうじてきた過去の記き憶おくを蘇よみがえらせる。

「ラオは、オレの命の恩おん人じんだ……帰投中、敵てき弾だんを横腹に食くらい、逃にげ込んだジャングルで気を失ったオレを捜さがし出し、たった一人で村まで引きずっていった。村からさほど遠い場所ではなかったとはいえ、敵に見つかれば容よう赦しやなく銃じゆう撃げきされる。そんな危険を、十にも満たない子供が冒おかしたんだ……それから傷きずが癒いえるまでの二週間は、オレにとって、大陸で初めて体験する心安らかな日々となった。相変わらず、ラオ以外の名前は覚えなかったが、家か人じんとも徐じよ々じよに打うち解とけていった……ラオは片かた言ことの英語で、戦争が終わったら学校に行きたいと言っていた。勉強して医者になりたいと……弟がいたら、こんな感じなんだろうかって、くすぐったい気持ちだったよ……だが、戦場で平和に浸ひたったオレに、戦いの神は──悪あく魔まは、最も残ざん酷こくな罰ばつを用意していた……！」

　閉じていた目をかっと見開き、ユキが唸うなった。戦慄わななく唇くちびるを前歯で嚙かみ、強ごう引いんに興こう奮ふんを抑おさえこむ。

「……それは、本隊からの指令で後方へ引き上げることになった朝に起こった。村で用意した粥かゆを食べた仲間が、口から泡あわを吹ふいて次々に倒たおれたんだ。毒どくを盛もられた──瀕ひん死しの仲間の言葉で、部隊は騒そう然ぜんとなった。そして、一いつ斉せいに逃げ出した村人たちの行動が、オレたちの抱いだいた疑ぎ惑わくを確信に変え、虐ぎやく殺さつへと駆かり立てた……今にして思えば、あれは伝でん染せん病びようか何かを恐おそれて逃げたんだろう。けど、あの時は誰だれも冷静ではいられなかった……村人の中にラオもいた。オレの顔を見るなり背を向けて駆け出した。雷かみなりみたいな衝しよう撃げきが背せ筋すじを走った。オレは他ほかの村人には目もくれず、短たん機き関かん銃じゆうを持ってラオの家へ向かった。薄うすっぺらな扉とびらを蹴け破やぶり、中へ入った途と端たん、子供たちが口々に何かを叫さけび押し寄せてきた。オレは躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。子供たちは言うに及およばず、手を合わせ命いのち乞ごいをする母親たちにも弾だん丸がんを浴あびせた……ラオは一番手前でうつぶせていた。伸ばした手に何かを握にぎって……薬草だった……ラオはそれを取りに家に戻ったんだ……なのに、オレは……こんなことになるなら、始めから触ふれるべきじゃなかった。彼らの心に……戦場での安らぎに──」

　語ご尾びが呻うめきとなり、言葉が途と切ぎれた。小さな唇の間から歯が剝むき出され、膝ひざ小こ僧ぞうへとぶつけられた額ひたいが何度も鈍にぶい音をたてた。

「もういい」

　見かねたショウゴが沈ちん黙もくを破り、自じ虐ぎやく行こう為いを制止した。

「……毒どくは村長の仕し業わざだった。国境の村を守るため、中印両国にふたまたをかけていたんだ。よくある話さ……」

　額を膝に当てたまま、ユキが言った。

「……ラオを射うった後のことはよく覚えていない。仲間の話では、大声をあげて家から飛び出し、無差別に銃じゆうを乱らん射しやしまくったそうだ。仲間の一いち撃げきで失神するまで……それからだ。オレが女子供や命乞いをする者をすぐに射てなくなったのは……お前の後ろをとった時もそうだ。だが戦場では、女子供も武器を持ち、命乞いをする奴やつは爆ばく弾だんを抱だいて近づいてくる。躊ちゆう躇ちよは命取りだ。だから、オレは傭よう兵へいをやめた。そして、日本へ戻もどり、いざって時に動けない、役立たずな執しつ行こう代だい理り人にんをしてる……」

「役立たず、か……執行代理人なんて、みんな同じだよ。俺おれも含ふくめてね」

　ショウゴが言った。

「ふん……電子制御銃ブラスターの発射を見切る男が、よく言うぜ」

「ああ、ありゃ、ハッタリさ」

「ハッタリ？」

　ユキが膝から顔を上げる。

「銃を扱あつかう人間は、よほど頭のイカれた奴やつじゃない限り、引き金を引く時表情を変える──あんたの場合は、こうだ」

　ショウゴはおどけた顔で唇をすぼめ、にゅっと突き出してみせた。

「ぷっ」

　弱々しい笑いが、乾かわいたユキの唇からこぼれた。

「……お前は、不ふ思し議ぎなヤツだ。オレより年下だってのに、妙みように落ち着いてて……安心させやがる。おかげで、余計な昔むかし話ばなしをしちまった……何だか、父さんに話を──」

　ユキは言い掛け、慌あわてて言葉を切った。

「オヤジさんが、どうしたって？」

　リールを巻きながら、ショウゴが意地悪く聞き返した。

「なっ、何でもねえよ！」

　頰ほおを赤くし、ユキはぷいっと顔をそむけた。

　光こう芒ぼうが下ったのは、その直後だった。

　ガス臭くさい風が黄き色いろく照らしだされた屋根に吹きつけ、周囲のトタンを一いつ斉せいに震ふるわせた。

　光芒と風の源みなもとは、頭上。夜の闇やみより更さらに暗い色をした影かげが、空中で静止している。

「敵てき襲しゆう──？」

　サーチライトを見上げ、ユキが立ち上がった。

「落ち着け。敵ならとうに撃うってきてる」

　身構えるユキに、ショウゴが言った。

『我々は、敵ではない』

　マイクの音声が、ヘリから落ちた。聞き覚えのある男の声。

「確かに……敵じゃあないが、イヤな奴やつだ」

　竿さおを担かつぎ、ショウゴが苦々しげに呟つぶやいた。








　　　七　乱みだれ入る者









　重じゆう武ぶ装そうした男たちが、廃はい宿やど二階のリビングを占せん拠きよしていた。

　顔面の半分を覆おおう単たん眼がん式しきの暗あん視しゴーグルと、鱗うろこ状じようの反射板を万まん遍べんなく張りつけた光こう学がく迷めい彩さい仕し様ようのアサルトスーツ、手には短たん機き関かん銃じゆうや軍用ライフル、大だい口こう径けいのショットガンが握にぎられている。

「ずいぶんと粧めかしこんでるじゃねえか」

　窓まど際ぎわに並ならび立つ武装隊員たちを見回し、エイジが言った。

「ありゃ、専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんのお下がりかい？」

　小こ馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべ、ロングソファーの中央に座すわる男へ視し線せんを向ける。

　戦せん闘とう服ふくではなく、黒のスーツに身を包んだ童どう顔がんの男。髪かみ型がたは眉まゆの上で切りそろえた坊ぼっちゃん刈がり、顔色は不健康に白く、逆に唇くちびるは紅べにを差したように赤い。常じよう人じんの倍近くある長い首、人相学上、凶きよう相そうとされる三さん白ぱく眼がんが得え体たいの知れぬ薄うす気き味み悪わるさを醸かもし出している。

「口の利きき方に気をつけろ、ツキシロ」

　鼻にかかった甘あまったるい声で、男が返した。

「私たちは、〈上〉の命令で動いているんだ」

　言って、三白眼を斜ななめ向かいのミユへ傾かたむける。

　ミユは急変した状じよう況きようを拒きよ絶ぜつするかのように、目を伏ふせてじっとしている。

「粗そ茶ちやです」

　キッチンから出てきたリンコが、男の前にマグカップを差し出す。

　と、手て袋ぶくろに包まれた男の手が振ふり上がり、カップごとリンコの手を払はらい除のけた。

「痛っ──ちょっと、何すんのよっ？」

「化ばけ物ものが入れたものなど、口にできるか」

　男が、汚けがらわしそうに手を振った。

「何ですって！」

「この子には、ちゃんとプロテクトをしてある」

　リンコの抗こう議ぎを遮さえぎり、エイジが言った。

「プロテクトだと？」

　三白眼が、エイジを睨にらんだ。

「私が何も知らないとでも思っているのか、ツキシロ？　今ある技術で、このガキの《力》を完全に抑おさえることなどできない。抑よく制せいの利きかぬ《能力者パワーズ》ども──殊ことに攻撃型オフエンサーと呼ばれる連中がどれほど恐おそろしいものか……世界暴ぼう動どう時じ、私はいやというほどそれを思い知った。このガキの《力》はそいつらを遥はるかに凌りよう駕がする。解放されたら、この場にいる全員があの世行きだ」

　手のひらを組み、戦慄わななくリンコヘ視し線せんを流す。

「ア、アタシは違ちがうもん！　そんな《力》なんてないもん！」

「忘れたのなら、教えてやろう。お前の両親は──」

「うるさああい！」

　リンコが叫さけび、盆ぼんを振ふりかざした。

「止やめろ！」

　エイジの手が、リンコの腕うでを摑つかんだ。

「……惜おしい」

　男が呟つぶやいた。

　同時に、周囲の武ぶ装そう隊たい員いんたちが、リンコヘ向けた銃じゆう口こうを足元へ下げた。

「せっかく、正当防衛が成立するところだったのに」

　男は残念そうに首を振った。
















「な、何、このヒト。アタシを殺そうと……？」

　リンコが声を震ふるわせた。

「《能力者パワーズ》の攻こう撃げき行動は、《力》を伴ともなわなくとも、武器を向けたものと同じとみなされる……化け物から身を守る行こう為いは、人に与あたえられた当然の権利だ。そうだろ？」

　赤い唇が、挑ちよう発はつするように歪ゆがんだ。

「──そのくらいにしておけ、アヅマ」

　変声期のなごりを残す少年の声が、男の悪ふざけを戒いましめた。

「ようやく、国家最さい高こう機き密みつのお出ましか」

　長い首を後ろへねじり、男──アヅマは声の主ぬしを睨ねめあげた。

　散ざん切ぎり頭の少年が複数の武装隊員に連れられ、三階へ通じる階段を下りてくる。

「その女性は？」

　少年の傍かたわらに目をやり、アヅマが訊きいた。

「今回の仕事を手伝ってもらってる。経歴も腕も、申し分のないプロだ」

　ショウゴの言葉に、ユキは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を丸くし、そして満まん足ぞく気げな笑えみを浮うかべた。

「……首が痛い。早く前に回ってくれ」

　ねじりを戻し、アヅマが言った。

「ひとつ提案があるんだが」

　ミユの座すわるソファーヘと歩あゆみながら、ショウゴがアヅマヘ視し線せんを投げた。

「彼女を……女性たちを下で休ませてやってくれないか。あんただって、世せ間けん話ばなしをしにきたわけではあるまい？」

「ごもっとも」

　アヅマがうなずき、正面の下り階段を塞ふさぐ隊員たちへ、人ひと壁かべの解除を目め配くばせする。

「待ってくれ、ショウゴ。オレもここに！」

「あんたは姉さんを護まもるんだろ？　なら、傍そばにいてやれ」

　ユキを振り返り、ショウゴが言った。

「アタシはヤだからね！　こ、こんな危ないヤツのところにショーくんを残していくなんて──」

「だめだっ」

　ショウゴの鋭するどい一いつ喝かつに、リンコがしゅんと黙だまり込む。

「話し合いは終わったかね？」

　眉まゆを吊つり上げ、アヅマが訊たずねた。

　無む言ごんで返す、ショウゴ。

　ユキが支えるようにミユを立たせ、リンコが渋しぶ々しぶとエイジの脇わきから離はなれる。

「……では、女性の方々を下へ。丁てい重ちようにな」

　アヅマの命めいで、数人の隊員がユキたちを階下へと連れていく。

「別に、私は聞かれても構わなかったのだがね」

　人壁が再び階段を塞ぐのを確かく認にんし、アヅマが言った。

「だが、そのあとで口くち封ふうじするんだろ？　機き密みつ保ほ守しゆの名目で……正当防衛と同じ、いやらしいヤリ方だ」

　言って、ショウゴは空席となったソファーに左手を掛かけた。背もたれの先を鷲わし摑づかみ、軽々と持ち上げて、アヅマと向き合う位置へ下ろす。

「で、首しゆ都とキョウトからはるばる里さと帰がえりしてきた理由は？」

　ショウゴはソファーに腰こし掛かけ、アヅマを見み据すえた。

「〈上〉は状じよう況きようの停てい滞たいと不ふ透とう明めいな先行きを大変憂ゆう慮りよされている」

　組んだ手の上に顎あごを乗せ、アヅマが切り出した。

「奥おく歯ばに食べ残しでも挟はさまってるのか？」

　ショウゴの揶や揄ゆに、色白の頰ほおがひくりと震ふるえる。

「……ならば、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言おう。第一に、作戦行動に入った君たちが未いまだ何の結果も出していない、第二に、〈黒ブラツク船ボート〉に対し君たちでは役者不足ではないかという懸け念ねん──以上の二点から、〈上〉は作戦の補ほ完かんを決定するに至った。つまり、日本公安局の作戦参加だ」

　威い圧あつの口く調ちようで、アヅマが告つげた。

「おい、待てよ！」

　反論の口火を切ったのは、エイジ。

「何の結果も出してねえって、まだ一日目だぞ？」

「では、明日には結果が出るのか？　それともあさってには解決を？」

「そ、それは……」

　エイジは口くち籠ごもった。

「作戦が始まった以上、目もく標ひようを速すみやかに捕ほ捉そく、一いつ気きに殲せん滅めつせねばならない。一日遅おくれるごとに、敵が我々の存在に気づく可能性が大きくなる。万が一、日本政府が司し法ほう介かい入にゆうした事実が公おおやけになれば、対米外交上の不利益を招まねくことは必ひつ至しだ」

「だからって……お前ら公こう安あん部ぶ隊たいが乱らん入にゆうする必要はないだろ？　いざ戦いになれば、集団戦でいくより、ショウゴに任まかせた方が犠ぎ牲せいも出ないし確実だ。〈上〉もそれをわかってて、俺おれらに話を持ってきたんだろうが？」

「……例の〈キョウト危機〉の一件か」

　アヅマがつまらなそうに呟つぶやいた。

　十五年前、流星群の閃せん光こうで覚かく醒せいした《能力者パワーズ》によるクーデターが各国で勃ぼつ発ぱつ、世界は未み曾ぞ有うの混乱期へ突とつ入にゆうした。日本でも、《能力者パワーズ》を中心とした旧自衛隊のクーデター軍が首しゆ都と圏けんを破は壊かいし尽つくし、皇こう族ぞく・政治家が避ひ難なんした先──キョウトを目指して南下した。後にいう〈キョウト危機〉である。

「五個師し団だんからなる機械化部隊を一夜にして壊かい滅めつさせ、現首都であるキョウトを救った男……にわかに信じがたい話だ」

「信じがたいだと？　あの一件は、〈上〉も認めてる事実だぞ！」

　エイジが声を荒あららげた。

「その発言は問題ありだ」

　アヅマがすかさず物言いをつける。

「〈キョウト危機〉解決の顚てん末まつを直接知る方々は、〈上〉の一部でしかない。しかも、それを疑う他ほかの方々が真実を求めても、国家最さい高こう機き密みつを盾たてに緘かん黙もくしたままだ。それで、追求を断たたれた方々はこう考えるに至った。〈キョウト危機〉の奇き跡せきなど、始めからありはしなかったのだ、と」

　アヅマは勝ち誇ほこったように目を細めた。

「なるほど……今のあんたは〈右〉の連中に飼かわれてるようだな？」

　ショウゴが口を開いた。

〈右〉は、日本の最高意志決定機関──通つう称しよう〈上〉における急進派で、世界暴ぼう動どうを間接的にしか知らない若い世代を中心としている。対たいする保守派は〈左〉。その中ちゆう核かくは、主おもに世界暴動を直接経験した者たちだ。今回、アヅマらが派は遣けんされたのは、どうやら〈右〉と〈左〉の勢力争いが原因らしい──〈上〉の相も変わらぬ体質に、ショウゴは密ひそかに嘆たん息そくした。

「建たて前まえは、協同作戦だ」

　ショウゴの問いに肯こう定ていも否ひ定ていもせず、アヅマが言った。

「だが、君たちは一度失敗しくじっている。次は、私の番だ。我わが公こう安あん特とく殊しゆ部ぶ隊たいが、迅じん速そくかつ確実に目もく標ひようを殲せん滅めつする様さまを、特等席でご覧らんにいれよう。結果、何もできずに見ていただけの君たちは無能ぶりを露ろ呈ていし、同時に〈キョウト危機〉の奇跡などなかったことを証明する……そうなれば、一部の方々も目を醒さまさぬわけにはいかなくなる」

　唇くちびるの両りよう端はしをきゅっと吊つり上げ、アヅマが笑顔を完成させる。

「無論、君たちの要求で〈上〉が維い持じしてきた、例の研究施し設せつも閉へい鎖さだ」

「そんなこと！」

　エイジがテーブルに拳こぶしを打ち下ろした。

「そんなこと、俺が絶対にさせねえっ！」

　歯を剝むき出し、烈はげしい怒いかりの形ぎよう相そうをアヅマへ近づける。

「物もの凄すごい、豹ひよう変へんぶりだ」

　笑顔を崩くずさず、アヅマが言った。

「あの施設も、君と同様、国家最高機密らしいが……一体何があるのやら」

　三さん白ぱく眼がんが、エイジを無視してショウゴを窺うかがう。

「知る必要はない」

　無表情で答えたショウゴの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、朱しゆを帯おびて煌きらめいた。

「……まあ、じきにわかることだ」

　笑みを消し、アヅマはうっとうしそうにエイジへ目を戻もどした。

「絶対に、絶対にさせねえぞ……」

　半なかば呪じゆ文もんのように、エイジが同じ台詞せりふを繰くり返す。

「エイジ」

　ショウゴが声を掛かけ、身を乗り出した相あい棒ぼうを背もたれへと下がらせた。

「一応、あんたたちの作戦を聞いておこうか。万が一にでも、手を貸すことになるかもしれないだろ？」

　興こう奮ふん冷めやらぬエイジを目で宥なだめつつ、ショウゴが言った。

「いいだろう。こちらも、知らずに動かれて邪じや魔まされるのはかなわんからな」

　アヅマは組んだ両手を顎あごから離はなし、周囲の部下へ臨りん戦せん態勢解除の合あい図ずを送った。

「基本は迎げい撃げき戦せんだ。それなりの規き模ぼの護ご衛えいを配置した本ほん陣じんへ、奴やつらを総動員させる。伏ふせておいた本隊で不意をつき、殲せん滅めつ。場所はもう用意してある」

「こっから移動するのかっ？　ンなことしたら──」

「何か困ることでも？」

　アヅマが、じろりとエイジを見やった。

「〈黒ブラツク船ボート〉は覆面軍隊アンダーカバーアーミーだ。ご法はつ度との機き動どう兵へい器きを使ってくる可能性がある……しかし、ここなら、奴やつらは白はく兵へい戦せんでくるしかない」

　エイジに代わり、ショウゴが答えた。

「ここなら……？」

「核かく施し設せつだよ。ヘリから見えたろ？　あれにでかい流ながれ弾だまでも当たってみな」

　エイジが右手を開いて、爆ばく発はつのジェスチャーをしてみせた。

「ここで、あと三十六時間をしのげば、原げん告こく側がわの攻こう撃げき優ゆう先せん権けんがなくなり、こちらから敵地へ乗り込むことができる。俺は、迎撃よりもそっちの方が確実だと思うが」

　ショウゴが公安の作戦をやんわりと否定する。

「ま、奴らが押おし掛けてきたとしても、ここでの白兵戦なら勝算は十分だ。桟さん橋ばしはもとより、主戦場にするつもりのゴーストタウンにもトラップが山ほど仕し掛かけてある。最新装備に頼たより切った連中に効果抜ばつ群ぐんのブービートラップがな。奴らのフットワークさえ奪うばえば、地の利りを生かして止とどめを刺さしていける」

　自信に満ちた口くち振ぶりで、エイジが言った。

「効果抜群のブービートラップだと？──ツキシロ、我々が空だけからやってきたと思っていたのか？」

　アヅマがほくそ笑み、左手を小さく振った。

　リビングの西側を固める武装隊員の一人がテーブルヘ歩あゆみ寄り、手の中のものを無む造ぞう作さにぶちまける。

「こ、こいつは──」

　言い掛け、エイジは絶句した。

　ワイヤー、スプリング、点火装置の一部……どれもエイジが仕掛けたトラップのパーツだった。

「透とう視し能力者がいれば、造作もないこと。もっとも、奴らの側にはいないことがわかっているが……だが、戦せん闘とうが即そく日じつ決着しなければ、奴らも準備を整ととのえてくる。状じよう況きようが泥どろ沼ぬま化かする可能性も高まる。だからこそ、悠ゆう長ちように構えるわけにはいかないのだ」

「で、でもよ」

「これ以上議論するつもりはない。向こうの準備は既すでに整っている。作戦概がい要ようはヘリの中で話そう」

　アヅマはソファーから立ち上がると、足早に階段へと歩きだした。

「そう急せかすなよ」

　テーブルの端はしからＴＶリモコンを取り上げ、ショウゴが言った。

「天気予報を見るくらいの時間はくれるんだろう？」

　訊ききながら、背後のＴＶへリモコンを向ける。

「出発は十五分後だ……」

　アヅマの声が、階下へ消えた。

　やがて、のろのろと目を覚ましたアナログＴＶから、天気専門チャンネルの軽快なＢＧＭが聞こえだした。








　　　八　黒き船の者









　不ぶ粋すいな電子の呼び出し音が、クラシカルな調しらべに割り込んだ。

　男は、前世紀の蒸じよう留りゆう酒しゆの入ったグラスを唇くちびるの手前で止め、漆うるし塗ぬりのロングチェアから立ち上がった。

　アンティークの柱時計が指し示す数字は、十一と十二。日付が間もなく変わろうとしている。

　男は柱時計の脇わきに置かれたサイドボードヘ歩あゆむと、懐かい古こ趣しゆ味みのアナログ電話ではなく、複数の計器がはりついた長方形の通信機を手に取った。

「──僕だ」

　通信機の向こうにいる相手に、優やさしく語り掛かける。

　ノイズに混まじって聞こえてくる、安あん堵どの吐と息いき。

『……移動が終わったわ』

　女の声が告つげた。

「どうしたんだい？　直接、通信してくるなんて」

『ごめんなさい。少し……落ち着かなくて。声が聞きたかったの』

「謝あやまることなんてない。僕も、君のことを考えていたところだ。これでよかったのか、と。君ではなく、僕が行くべきではなかったのか、と」

　男はガウンのポケットからリモコンを取り出し、ステレオヘ向けた。

　室内を流れる音楽が、荘そう厳ごんな管かん弦げん楽がくから、静かなピアノ協きよう奏そう曲きよくへと切り替かわる。

『そんなことないわ。これは私が望んだ、私が果はたすべき使命。この不ふ浄じようの地に理想郷エデンを築きずくための……あなたには、別の使命がある。理想郷エデン誕たん生じよ後うごに、残った〈アグネス〉の兄きよう弟だいたちへ、進むべき本当の道を示すという使命が……彼らが、私たちのように血に染そまった背はい信しんの道を歩まぬように──』

　今にも、消え入りそうな声。かすかだが、震ふるえてもいる。

「君だけを行かせはしない。僕も……最後の使命を終えたら、すぐに追い掛ける。安心して……僕は常つねに君と共にある」

　力強い口く調ちようで、男が言った。

『愛しているわ、マクス』

　女の声がかすれた。

「僕もだよ、ミユ」

　男が返した。

　十数秒の沈ちん黙もく。協奏曲がリピートを始める。

『……新しい情報を、転てん送そうします』

　女の言葉と共に、音声が切れた。

「愛してる、か」

　男は呟つぶやき、ふっと笑いを漏もらした。

　暗号の受信を始めた通信機をサイドボードヘ戻もどし、そこに並ならんだ幾いくつかの写真たてに目を留とめる。

　写っているのは、赤い髪かみをした聖せい母ぼと、同じ色の髪を持つ二人の少女、そして一人だけ色を異ことにする少年時代の自分。

「ちっ」

　不ふ機き嫌げんに舌した打うちし、男は写真たてを手の先で払はらった。

　リモコンを操あやつり、ステレオを黙だまらせる。

「──出で掛かける。牙空ヤーコンを呼べ」

　男は天てん井じように声を投げた。

『承しよう知ちいたしました』

　スピーカーが静かに答えた。




　　　　◆




　十一月六日、午前二時。

　キサーズシティ、サウスポート（米国管理港）。第十四埠ふ頭とう。

　霧きり雨さめに滲にじむ水すい銀ぎん灯とうの光が、埠頭に停てい泊はくする唯ゆい一いつの船を灰はい色いろに浮うかび上がらせていた。錆さびの浮いたタラップがジグザグを描えがいて下りているものの、船上にも埠頭にも人の姿すがたはない。

　カナダ船せん籍せきの大型貨物船カプリコーン。船体の上下を黒と赤とに分ける喫きつ水すい線せんが、海面下ぎりぎりのところで揺ゆらめいていることから、この船の腹の中がいっぱいなのがわかる。

「……〈カプリコーン〉……どうやら、あれに間ま違ちがいないようですね」

　波は止と場ばに隣りん接せつする倉そう庫こ街がいから現われた男が、船体の文字を見て呟つぶやいた。その後ろには頭ひとつ分大きな、もう一人の男。どちらもネイビーブルーのレインコートに身を包み、フードを深く被かぶっている。

「アポイントメントがありません。いざという時は、よろしく」

　埠頭前に設置された三つの低い簡かん易い柵さくへと近づきながら、小さい方が言った。

「……承知」

　四し角かくい顎あごをもそりと動かし、大きい方が答えた。

「──止マレ」

　不意に、声が二人へ掛かけられた。ボイスチェンジされた電気的な音声。源みなもとは、〈ＫＥＥＰ　ＯＵＴ〉のプレートをつけた簡易柵の真ん中。しかし、そこに人の姿はなかった。

「ココハ、米国政府ノ許可ナキ者ハ立チ入レナイ」

　別の声が、今度は左の簡易柵から聞こえた。やはり、誰だれもいない。ただ、空間の一部が陽炎かげろうのように、揺らめいて見えた。

「私は政府の関係者なのですが」

　小さい方が立ち止まり、姿なき門番に身分を告つげた。フードの下から覗のぞく口元が若々しい。

「フザケルナ」

　真ん中の揺らめきが増まし、空中にドリル状の切きっ先さきが浮かんだ。

　大きい方が動いたのは、その時だった。手のひらを、小さい方の肩かた越ごしにぐっと突つき出した。

「グェッ？」

　陽炎が簡易柵ごと引っ繰くり返り、埠頭の先せん端たんへと滑すべっていく。

「キ、貴き様さま──！」

　左側の陽炎が声をあげ、切っ先を浮かべた。が、大きい方が手のひらを向けるや横へ吹ふっ飛び、船と埠頭の間へ落っこちた。

「終わったようですね」

「まだ、いる」

　大きい方が、小さい方の前へ歩あゆみ出た。

「……私には見えませんが？」

「姿すがた無くしても、実じつ在あれば、空くうの流れ乱みだれる──全部で、五人」

　片言の英語が返った。

「では、私は後から行くことにしましょう……くれぐれも、手て加か減げんを忘れずに」

「承知」

　大きい方がうなずき、前進を開始した。

　銃じゆう火かは、三方で閃ひらめいた。

　タラップ前と埠頭の右方、そして左側の船上から放はなたれた数十発のパラベラム弾だんが、ネイビーブルーをまとう男めがけて殺さつ到とうした。

　と、レインコートがひらりと回った。

　周囲のアスファルトがビチビチと鳴り、細かな飛沫しぶきが群れを成なして吹ふき上がる。

「コ、コイツ──！」

「──弾丸ヲ、跳はネ返シタッ？」

　驚きよう愕がくの声がレインコートの背はい後ごであがり、跳ちよう弾だんを全身に浴あびた陽炎の伏ふく兵へいが、続つづけ様ざまにくずおれる。

「二」

　倒たおした相手の数を呟つぶやき、男は疾しつ走そうに入った。

　残りの三人が、初めの銃じゆう撃げきで弾だん倉そうを空からにしたことはわかっていた。男は一いつ気きにタラップまで駆かけ寄り、カートリッジの交こう換かんに手て間ま取どる陽炎へ手のひらをかざした。

「クッ、クソ！」

　悪態と共に、ドリルが揺ゆらめきから伸のびた。

　レインコートのフードが飛び、毛もう髪はつのない男の頭が顕あらわになる。

「ザマアミロ！　〈鋼線針ワイヤーニードル〉ハ擦こすッタダケデモ、アノ世行キダ！」

　スキンヘッドにわずかな傷きずを認め、陽炎が嘲あざ笑わらった。

　男の、石せき仏ぶつにも似にた顔が俄にわかに変わった。厚いまぶたがいっぱいに上がり、血走った白目に浮うかぶ黒い瞳ひとみが縦に縮んだ。スキンヘッドに浮かぶ、幾いく筋すじもの血管。傷口が蠢うごめき、毒どく液えき混まじりの血液を吐はき出す。
















「ジ……自分デ毒ヲ──！」

「無能、ども」

　男が唸うなり、手のひらを握にぎった。

　鈍にぶい破は砕さい音おん──折れた肋あばらが陽炎の背中を突つき破り、微み塵じんとなった内ない臓ぞうがタラップヘ飛び散る。

「化ばケモノメ！」

　カートリッジの装そう塡てんを終えた右方の陽炎が、引き金を絞しぼった。

　着ちやく弾だん──だが、倒たおれたのは血ち塗まみれの同どう胞ほう。

「ヤ……奴やつハッ？」

「──ここだ」

　声が、真正面に落ちた。

　手しゆ刀とうを構えた大男が二人、ゆっくりと立ち上がる。

（フ、二人ダト？）

　陽炎は目を見張った。

　確かに、二人。同じ顔、同じ動作の男が右と左へ分かれていく。

（ナゼ……ダ……？）

　陽炎は自問した。しかし、最さい期ごまで自分が左右に切り裂さかれたことには気づかなかった。

「四」

　カウントを再開し、男は残る一人を振ふり仰あおいだ。

　直後、爆ばく炎えんが男を吞のんで咆ほう哮こうした。

「仕し留とメタァア！」

　ロケットランチャーを担かついだ陽炎が、甲かん板ぱんで勝利の雄お叫たけびをあげた。

　だが、それはすぐに悲ひ鳴めいへと変わった。

　立ち上る爆炎が渦うずを巻き、その先せん端たんを甲板へと向けたのだ。

　ランチャーに次じ弾だんを装塡する間まなどなかった。

　身を翻ひるがえした陽炎の上半分を、焰ほのおを宿した竜たつ巻まきが食くい千ち切ぎり、空の彼方かなたへ連れ去った。

「五」

　声が、風に払はらわれていく煙けむりの向こうから聞こえた。

「何て、有あり様さまだ」

　レインコートをまとう小さい方が、十字を切りながら、声の主ぬしへと近づく。

「外には、もう、いない」

　破れかけたフードを被かぶり直し、大きい方が平然と告つげた。レインコートには、焼やけ跡あとはおろか、返り血すら付いていない。

「でしょうね──で、手て加か減げんの方は？」

　問い掛けに、大きい方は、跳ちよう弾だんを浴あびた瀕ひん死しの二人を指差した。

「……なるほど」

　嘆たん息そくし、小さい方が大げさに頭を振ふってみせた。




　　　　◆




　薄うす暗ぐらい室内に、緊きん急きゆうを告げる通信ベルが鳴り響ひびいた。

　回かい転てん椅い子すに深くもたれていた男が、インターカムのスイッチヘ手を伸のばし、不快な電子音を黙だまらせる。

「私だ」

　男が答えた。

　右耳に差し込まれた受信機から聞こえてくる部下の言葉に何度かうなずき、短い命令を伝える。

「もう、手を出すな。敵ではない」

　照明をオンにし、男は回転椅子から立ち上がった。ブラインドの下ろされた窓へと歩あゆみ、侵しん入にゆう者しやの到とう着ちやくを待った。

　ややあって、背後の鉄てつ扉とびらが音もなくひとりでに開いた。

「……〈モグラ〉の生き残りを可愛かわいがってくれたそうだな？」

　男が、ガラス窓に映るレインコートの二人組に言った。

「すみません。極きよく力りよく、穏おん便びんに済すませたつもりなのですが」

　小さい方が部へ屋やへ入り、フードを取った。温和そうな笑えみを湛たたえる、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人青年。

「穏便か……よく言う」

　男が、青年の後に続いて入ってきた大男を振ふり返った。

「四人、死んだぞ。化ばけ物ものは手て加か減げんも知らぬようだな？」

　男の言葉に、四し角かくい顎あごがぴくりと震ふるえた。

　轟ごう音おんをたてて、閉じる鉄扉。室内の空気に流れが生じ、レインコートの二人を囲んで回りだす。

「よしなさいっ、牙空ヤーコン！」

　青年が慌あわてて用よう心じん棒ぼうを制した。

「……命いのち拾びろいしたな」

《力》を収めた牙空ヤーコンに、男が言った。

　陽炎かげろうが、部屋の四よ隅すみで揺ゆらめいていた。光こう学がく迷めい彩さい服ふくをまとった護ご衛えい。

「〈モグラ〉……ではないようですね？」

　陽炎の発する金きん属ぞく音おんを聞き取り、青年が訊たずねた。

「〈一つ目キクロプス〉という。こいつらの使う得え物ものは、その男の《力》で禦ふせぐことはできん」

　男が銀色の瞳ひとみで陽炎を見回した。たちまち金属音が止やみ、揺らめきが安定する。

「〈黒ブラツク船ボート〉の切きり札ふだというわけですか、白はく頭とう鷲わし」

　青年が笑え顔がおで返した。

「その呼び方はやめてもらおう。下らぬ過去を思い出す」

　鷲の翼つばさの如ごとき銀ぎん眉まゆをひそませ、男が言った。

　白頭鷲は、〈黒ブラツク船ボート〉を率ひきいるこの男の旧きゆうコードネーム。アメリカの国鳥から採とられたものだが、その名が与あたえられたのは、彼の容よう貌ぼうに拠よるところが大きい。

「ご謙けん遜そんを。あなたが、白頭鷲と呼ばれていた頃ころの経歴は輝かがやかしいものだったと聞いていますよ？　残念ながら、内容は機き密みつ扱あつかいで教えてもらえませんでしたが……今回の計画が成功すれば、〈黒ブラツク船ボート〉は正規の特とく殊しゆ部ぶ隊たいとなる。剝はく奪だつされた階級も元通り、いやそれ以上になるかもしれない。昔のように、あなたは英えい雄ゆうになれる。違ちがいますか、大佐カーネル？」

　青年が、男の呼び名を変える。

「……なぜ、ここへ来た？　互たがいの拠きよ点てんでは会わぬ約やく束そくのはずだ」

　青年の言葉を無む視しして、男──大佐カーネルが問いただした。

「火か急きゆうのお知らせがあったもので……直接、お伺うかがい致いたしました」

「火急の知らせ？」

「はい。昨日きのう、〈バルゴ〉に代わって〈黒ブラツク船ボート〉を撃げき退たいした者たちの正体が判はん明めいしました。彼らは、日本公こう安あん局きよくの手の者です。現在、投入されている兵力は、二中隊規き模ぼ。ジェットヘリ等とうの機き動どう兵へい器きも数機確かく認にん……」

　青年が淡たん々たんと情報を伝える。

「公安局が出てくるなど、予定外だ。我々に本物の戦争をさせるつもりか？」

　大佐カーネルが低く凄すごんだ。

「できなくは、ないでしょう？　将来に備え、それだけの装そう備び・戦力が本国から供きよう与よされているはずだ」

「国際問題になるぞ。本国は──〈上〉は何と言ってきている？」

「計画を続行せよ、と……なあに、心配には及およびません。日本政府が、この件を公おおやけにすることなどありえないのです。何しろ、準国際法でもある《復ふく讐しゆう法ほう》の執しつ行こうに、武ぶ力りよく介かい入にゆうをしようとしているのですから。対たいする我々の活動は、全すべて《復讐法》に則のつとった合法的なもの。正義はこちらにあります。ですから、遠えん慮りよなどいりません。殲せん滅めつ戦せんでお願いします」

「ふん……覆面軍隊アンダーカバーアーミーとしての〈黒ブラツク船ボート〉の実力を試ためす、絶好の機会というわけか。〈上〉の連中らしい決定だ」

　不ふ機き嫌げんに呟つぶやき、大佐カーネルは青年に背を向けた。

「ならば、我々も総力で臨のぞまねばな……上げろ」

　大佐カーネルの命令に、右みぎ隅すみの陽炎かげろうがオートブラインドの上じよう昇しようスイッチを入れた。

「──これは！」

　ブラインドの上がりきらぬうちに、青年が窓まど際ぎわへ駆かけ寄った。

　船せん倉そうを改かい造ぞうした巨きよ大だいな格かく納のう庫こが、眼がん下かに広がっていた。大勢の作業員たちが、縦じゆう列れつに並ならぶ機き動どう兵へい器き群ぐんの周まわりをせわしなく動き回っている。

　それらは、青年が初めて目にするタイプの航空機だった。目玉のような球きゆう形けいのコクピット、か細い胴どう体たい、ローターや翼つばさの代わりに、円えん盤ばん型がたの浮ふ力りよく発生装置のようなものが機体の両側にくっついている。表面がミラー状になっているのは、恐おそらく光こう学がく迷めい彩さいと同じような機能を有しているからだろう。

「まだ、どの基地にも配はい備びされていない最新型の空中機動兵器だ。但ただし、ここにあるのは実験機体。我々は見た目から〈トンボ〉と呼んでいる。レーダーのみならず、視し覚かく的てきにも〈見えないステルス〉である光学カムフラージュ機能、武ぶ装そうは衛えい星せい兵へい器き以外で初はつ装そう備びとなる電でん磁じレールガン。Ｍ２戦車の装そう甲こうも一いち撃げきで貫かん通つうできるそうだ」

　大佐カーネルの解説に、青年が何度もうなずく。

「素す晴ばらしい！　これさえあれば、専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんの機械化部隊とも互ご角かくに渡わたり合える！」

　防音ガラスに額ひたいをこすりつけながら、青年が興こう奮ふん気ぎ味みに言った。

「ところで……そちらの情報は確かなんだろうな？　内通している〈アグネス〉の女……彼女が命いのち惜おしさに噓うそをついている可能性は？」

　念を押すように大佐カーネルが訊きいた。

「ありえません」

　青年が、きっぱりと返した。

「彼女は〈アグネス〉の教えと私への愛へ身を捧ささげた、愚おろかなる殉じゆん教きよう者しやですから」

「殉教者、か……ならば、お前は何なのだ？」

「自らの野望と保身を願う偽ぎ善ぜん者しや、といったところでしょうか」

　言って、青年はクツクツと笑った。

「お前とは地じ獄ごくに行っても会えそうだな、マクスウエル」

　嫌けん悪おの表情を浮うかべ、大佐カーネルが言った。








　　　九　無む法ほうの者









　十一月六日、午後九時五十分。

　キサーズ・ユーロランド、ギリシアエリア。ホテル・ミコノス。

　突とつ然ぜんのノックに、ミユ・マホロバはびくりと背中を震ふるわせた。慌あわてて窓まど辺べから離はなれ、反対側の壁かべ際ぎわに置かれたベッドへ腰こし掛かける。

「はい」

　ミユは答えながら、手にしていたものをポーチの中へ押おし込こんだ。チャックを閉めて膝ひざに置き、唇くちびるを舐なめ、息を整ととのえた。

「──どうぞ」

　入室許可の声に、ショウゴはドアレバーを垂すい直ちよくにして扉とびらを押おし開いた。

　オープン間ま近ぢかのホテルの一室にしては、実におそまつな部へ屋やだった。

　壁は断熱材やコンクリートが剝むき出しのまま、床ゆかには間に合わせのカーペットが敷しいてあるものの、あちこちがめくれ上がり、床下暖だん房ぼうの配管や配線が覗のぞいている。調ちよう度ど品ひんの類たぐいはベッドの他ほかは何もなく、そのベッドも野戦病院並なみの簡かん易い品ひんだ。

「まるで、牢ろう獄ごくだな」

　入り口脇わきから様よう子すを窺うかがう公こう安あん隊たい員いんへ嫌いや味みの言葉を投げ、ショウゴは扉を閉めた。

「少しは落ち着いた？」

　ぎくしゃくとうなずきを返すミユへちらりと目をやり、窓まど際ぎわへと歩あゆむ。

　部屋の西側のほぼ全面に据すえられたはめ殺ごろしの窓。その向こうに、なだらかな斜しや面めんに広がる白い街まち並なみが見えた。

　四角を基調とした家々、その間に立ち並ならぶ粉こな挽ひき風車と水色屋根の小さな教会。それらの壁へき面めんは全すべて、真っ白な石せつ膏こうで塗ぬり固められている。エーゲ海はミコノス島の風景を再現したレプリカの町。キサーズ・ユーロランドの呼び物のひとつだ。

　キサーズ・ユーロランドは、旧きゆう市し街がい地ちに盛もり土つちして築かれた比ひ高こう二百メートルほどの人工山を中心として建設が進む、米国主しゆ導どうの大型テーマパーク。

〈世界暴ぼう動どうによって失われた欧おう州しゆう文化遺い跡せきの再生と回かい顧こ〉という日本人にはピンとこない主題テーマを掲かかげるこの一大事業の目的は、現西ヨーロッパを支配する欧州連合と軍ぐん事じ同どう盟めいを結びたい米国のラブコールであると同時に、仮か想そう敵国であるアジアの超ちよう大国・中ちゆう華か連れん邦ぽうに対し西洋諸国の結けつ束そくをアピールすることにあった。

　米国の政治的思おも惑わくが絡からむユーロランドの建設は、中華連邦を隣りん国ごくとする日本にとっては迷めい惑わく以外の何物でもない。アヅマがこの地を決戦の場に選んだのは、そういった日本政府の心情と無関係であるまい──雨に煙けぶる異国の風景を眺ながめながら、ショウゴは思った。

「……あまり窓の近くに寄らない方がいい。目め隠かくしがないから、狙そ撃げき手しゆの格かつ好こうの的まとだ」

　ミユに背を向けたまま、ショウゴが言った。

　ホテル・ミコノスは、人工山の西斜面、ほぼ七合目あたりに建築中の地下二階、地上四階のパーク内宿しゆく泊はく施し設せつ。景観を損そこなわぬよう低層に造つくられているので、周囲の幾いくつかの建物から、ミユのいる最上階の部へ屋やを容よう易いに望むことができる。この危険な状じよう況きようは、ミユを囮おとりとして〈黒ブラツク船ボート〉をおびき寄せるため、日本公安局が故こ意いに作り上げたものであることは言うまでもない。

「それに──」

　ショウゴは、遠くの街並から窓のすぐ外──バルコニーや飾かざり屋根の上で警けい戒かいにあたる公安隊員たちに焦しよう点てんを合わせた。

「──彼らに、敵との通信を見られたら、面めん倒どうなことになる」

　言って、ショウゴはガラス窓に映るミユを見やった。両の手のひらが膝ひざ上うえのポーチを隠かくすように重なっていく。

「……なぜ、こんなことを？」

　おもむろに振ふり返り、ショウゴが訊きいた。

　ミユの頰ほおがみるみる強こわばり、視し線せんが伏ふし目めがちに逸そらされる。

　沈ちん黙もくは、しかし、長くは続かなかった。

「〈赦ゆるしの世界〉を実現するため」

　ミユが答えた。

「〈赦しの世界〉？」

　ショウゴが聞き返す。

「人による死の裁さばきのない世界よ」

　伏せていた目をあげ、ミユが言い直した。

「殺された者の復ふく讐しゆうを果はたしても、遺のこされた人たちに何も得えるものはないわ」

　ミユは毅き然ぜんとした表情でショウゴを見つめた。動どう揺ようの色が跡あと形かたもなく消え失うせている。

「復讐することで救われる人々もいる。癒いやされる魂たましいもある」

　暗あんに執しつ行こう代だい理り人にんを非難するミユの言葉に、ショウゴが反論する。

「それは幻げん想そうだわ」

　ミユがあっさりと否ひ定ていした。

「一時、癒されたと思うだけで、すぐにまた深い哀かなしみと絶望に苦しむことになる。それでは救いにはならない。真の救いは、赦すことによってのみ得られるもの……罪つみ深ぶかき者ものを赦し、贖しよく罪ざいの機会を与あたえることこそ、救いとなる。死の裁さばきから解放された彼らが更こう生せいし、第二の生せいを歩あゆむ──これこそ、被ひ害がい者しやの魂の再生に他ほかならない。赦しが、喪うしなわれた魂を復活させ、人の心を救う。そうした世界を実現するため、その始まりの地となる街まちを創つくるため、私たちは戦っているの」

　まるで無神論者を教え諭さとす、宣せん教きよう師しの口く調ちよう。揺ゆるぎない信念と自信が、緩ゆるやかな抑よく揚ようをつけて発せられる言葉からひしひしと伝わってくる。

「……だが、君のしていることは──〈黒ブラツク船ボート〉に協力するのは殺さつ戮りくへの加か担たんと同じだ。神の教えとやらに、背そむく行こう為いじゃないのか？」

　責めるように、ショウゴが言った。

「〈黒ブラツク船ボート〉は約やく束そくしたわ。執行代理人を一いつ掃そうしたのち、キサーズは《復讐法》のない街、どの国の法律も及およばない新しい世界になると……彼らの目的が〈アグネス〉と違ちがうことはわかっている。でも、〈赦しの世界〉の実現に近づくのなら、私はこの手を血に染そめることを厭いといはしない。これは聖せい戦せんなのよ」

　変わらぬ調子で、ミユが返した。

「詭き弁べんだな」

　ショウゴは短く溜ため息いきをついた。

「君も、今にわかる日がくるわ。時が経たてば、きっと──」

　深しん緑りよくの瞳ひとみが、まっすぐにショウゴの目を捉とらえた。

　風が、ショウゴの中をさっと駆かけ抜ぬけた。実際の風ではない。頭の中身を直接撫なでられたような違い和わ感かんを覚えたのだ。

「君は……いえ、あなたはもう、私よりもずっと多くの時を過ごしてきたのね。癒いやされることもなく……」

　凝ぎよう視しをやめ、ミユが哀しげに呟つぶやいた。

「──精神感かん応のうっ？　あんた、《能力者パワーズ》だったのか！」

　ショウゴの問いに、ミユが小さくうなずいた。

「私の母がそうだったの。でも、母のに比くらべたら、私の《力》なんて……私は人の目の中を覗のぞいて、心や記き憶おくの断片を感じ取れるだけだから」

「あんたの妹も……？」

「ううん。ユキにはないわ、たぶん。だって子供の頃ころ、私とのジャンケンに一度も勝ったことがなかったもの」

　言って、ミユはくすりと笑った。いつの間にか、宣教師から十九の女性の顔に戻もどっている。

「ねえ？」

　驚おどろきの眼まな差ざしを向けるショウゴに、ミユが話し掛かける。

「ユキを連れてここから逃にげて──というのは、無理なお願いかしら？」

「……逃げる？」

「じきに、彼らがやってくるわ。私に……神に背そむいた報むくいをもたらすために。今度は昨日きのうのようにはいかない。攻こう撃げきが始まる前に──」

「無理だな」

　ショウゴはミユの言葉を遮さえぎった。

「俺おれが承しよう知ちしても、あんたの妹がそれを受け入れないだろう……彼女の求める救いってのが、あんたを護まもることなんだからな」

　視線をミユの膝ひざへ落とし、ショウゴはゆっくりとベッドへ近づいた。

「それに、死は罪つみの償つぐないにはならないんだろ？」

　ミユの前で立ち止まり、右手を伸のばす。

「だめよ。大勢で護っても、彼らは防ふせげない」

　通信機を入れたポーチを差し出し、ミユが言った。

「確かに、奴やつらじゃだめかもな」

　ショウゴが受け取ったポーチを無む造ぞう作さに投げ上げる。

「けど、あんたの執しつ行こう代だい理り人にんは俺なんだぜ？」

　言って、ショウゴはくるりと身を翻ひるがえした。

　左手が、落下するポーチをふわりと掌しよう中ちゆうに収めた。




　　　　◆




　午後十時二十分。

　ユーロランド、ギリシアエリア。ホテル・ミコノス屋上。

　ポンチョ型の雨あま合がつ羽ぱに身を包んだのっぽの男が、低いフェンスに腰こし掛かけて眼がん下かに広がる風景を眺ながめていた。

　人工山の西にし斜しや面めんは、キサーズ・ユーロランドの目玉であるギリシアエリア。ミコノス島の白い街まち並なみが遥はるか遠くの湾わん岸がん地ち域いきまで続いており、その所々に紀元前の神しん殿でんや円えん形けい劇げき場じようのレプリカが建たてられている。反対側の東斜面は緑化され、別べつ荘そう型がた宿しゆく泊はく施し設せつと屋外散さん策さく型の西洋美術エリアとして開発が進んでいるが、南北のフランス・スペイン・オランダの各エリアは、ほとんど手付かずのままだ。

「……捜さがしたぞ」

　背後から掛けられた声に、黄色い髪かみが振ふり返る。

「よっ、どうだった？」

　フェンスから降り、のっぽ──エイジが訊たずねた。

「和平は結べなかったが、こいつはすんなり渡わたしてくれた」

　ショウゴが、ミユから受け取った小型無線機を放ほうる。

「こいつは……ひょお、スペクトラム拡かく散さん方ほう式しきの特とく殊しゆ無線じゃねえか。どおりで、公こう安あんが傍ぼう受じゆしても意味不明なわけだ」

　無線機をいじり回しながら、エイジが言った。

　スペクトラム拡散通信は、送信電波を区切ってそれぞれに特定の変調をかけているので、受信しても変調を解とくキーコードがわからなければ音声を再生できない。主しゆとして軍隊で用いられている通信技術だ。

「これで、少しは未来がよくなったか？」

「ああ。彼女がずっとこいつを持ってたら、かなりヤバイ展てん開かいになるトコだったよ」

　エイジは、通信機を投げ返した。

「公安──アヅマには、何と？」

　ショウゴの言葉に、屋上を見張る黒ずくめの男たちが聞き耳をたてる。ホテル・ミコノスに配置された日本公安局の武ぶ装そう隊たい員いん。光こう学がく迷めい彩さい服ふくでなく、通常のボディアーマーを着用しているのは、彼らがミユと同じく敵を引き付けるための囮おとりの役割を担になっているからだ。

「視みえた通り、正直に教えてやったさ……敵はまず正面から攻せめてくるが、そいつは陽動部隊で、本隊は反対側の東から襲おそってくる。開発の頓とん挫ざしている南北からの進しん攻こうはなし。まあ、遮しや蔽へい物ぶつがないに等ひとしいから当然といえば、当然なんだが……」

　エイジは言葉を濁にごし、雨に濡ぬれた黄色い髪を搔かきあげた。

「気き掛がかりなことでも？」

「……視みえないんだよ」

「視えない？」

「不確定未来──いわゆるピンぼけの映像がないんだ。いくら現げん況きようの安定と継けい続ぞく性せいが強くても、微び妙みように違ちがう未来が視えてくるのが普ふ通つうなんだ。それが、今回はさっぱり」

「……お前は、この数日間、《力》を使いまくってるからな。そのツケが回ってきてるのかもしれない。しばらく《力》を控ひかえた方がいい」

　浮うかない顔の相あい棒ぼうを、ショウゴが気き遣づかう。

《力》の中でも、予知能力は使用の際にかなりの体力を消費する。疲ひ労ろうが溜たまれば、その分、予知の視し界かいと範はん囲いが狭せまくなり、ピントもぼやけてくるのだ。

「で、視えないってコト、アヅマには言ったのか？」

「ああ。念のため、南北にも小隊を配置するとさ。例れいの透とう視し能力者を入れたチームだ」

「奴やつにしては、珍めずらしくものわかりがいいな」

　ショウゴは感心した。

「だろ？」

　エイジは、立ち聞きする公安隊員をちらりと見やった。

「だから、そっちの方が気掛かりでよ。大たい将しよう、変なモンでも食ったんじゃないかって」

　わざと大声で言って、クツクツと笑う。

　表情から憂うれいが消えている。立ち直りの早いのが、エイジの取とり柄えだ。

　ショウゴは口元を緩ゆるませた。

「──っと、そろそろだぜ？」

　エイジが言って、フェンスの向こうを振ふり返った。

　爆ばく発はつの閃せん光こうが、白い街まち並なみの一角を鮮あざやかなオレンジ色に染そめた。立ち上り、闇やみと混まざり合う黒こく煙えん──〈黒ブラツク船ボート〉のあげた、宣せん戦せんの狼煙のろし。

　屋上の公安隊員たちがフェンス際ぎわへ駆かけ寄り、その内の数名が通信機の向こうに状況の説明を求める。

「じゃ、俺たちも始めるか」

　ショウゴは踵きびすを返した。

「おう」

　雨あま合がつ羽ぱを翻ひるがえし、エイジが続いた。

　直後にあがったふたつめの狼煙を、二人が振り返ることはなかった。




　　　　◆




　午後十時三十分。

　人工山、西側。ユーロランド、ギリシアエリア。

　雨水を踏ふむ無数の足音が、緩ゆるやかな斜しや面めんを東方へ上っていた。

　彼らの姿は見えなかった。ただ幾いくつもの気け配はいと、降り注そそぐ雨の軌き跡せきを歪ゆがませる陽炎かげろうが、まばらな街がい灯とうの光で白黒に染そめ分けられた建物の間を通り過ぎていくのがわかった。

『……止まれ』

　短い命令を乗せた電波が、空間を駆かけた。

　足音が止やみ、陽炎たちが区画を分ける小こう路じの手前で横一列に並ならんだ。

『索さく敵てき開始』

　命じつつ、陽炎のリーダーは自みずからも暗あん視し望ぼう遠えん装そう置ちを起動させた。

　小路の向こう、立ち並ぶ粉こな挽ひき風ふう車しやと教会の間に、ライトアップされた目標──ホテル・ミコノスが見えた。距きよ離りにして約五十メートル。もう目と鼻の先だ。

『……周囲に伏ふく兵へい認められず。目標の警備は、情報通り』

　副官が、各かく班はんからの報告を伝えてくる。

『了りよう解かい』

　望遠を解除し、リーダーが答えた。

　何もかも全すべて順調だ。敵は、陽動部隊が引き起こした派は手でな爆ばく発はつに気をとられ、正面警備のほとんどをそちらへ向けたらしい。おかげで、自分たちの部隊は無む傷きずのまま、目標へ辿たどり着けた。このままだと、本隊を待たずに決着をつけられるかもしれない。そうなれば、ボーナスは十倍増ましだ。光こう学がく迷めい彩さいヘルメットの中で、リーダーは密ひそかにほくそ笑えんだ。

『──目標へ向け、前進』

　嬉き々きとした声が、電波に変へん換かんされた。

　待機していた陽炎の群れが、一いつ斉せいに小路へと踏ふみ出す。

　閃ひらめきが生じたのは、ほぼ同時だった。

　花や星を思わせる銃じゆう火かが建物の高所で咲さき乱みだれ、陽炎たちが次々と煉れん瓦が敷じきの路面へ突つっ伏ぷした。

　光学迷彩服は、役に立たなかった。敵の伏兵は、陽炎の位置を正確に摑つかんでおり、大だい口こう径けいの徹てつ甲こう弾だんを容よう赦しやなく撃うち込んでくる。

（なぜだ、なぜ、奴やつらはこちらが見える？）

　不ぶ様ざまに路面を這はいながら、陽炎のリーダーは自問した。

『……全員、くたばったか？……』

　突とつ然ぜん、ノイズ混じりの音声が受信機に入った。

『……ああ、とりあえず人間はな……』

　なぜか、片言の英語。仲間ではなかった。敵がこちらの通信チャンネルにわざと合わせているのだ。

『……人間の他ほかは？』

『……イモムシが一匹ぴき、逃とう走そう中ちゆう』

　笑いが起こった。

「くっ！」

　名指しされた陽炎が憤ふん然ぜんと立ち上がり、得え物ものを構えた。

「黄色い猿イエローモンキーが──！」

　三方からの銃声が、怒ど号ごうを裂さいた。

　回りながら倒たおれていく陽炎の手の先で、自動小銃がタ、タ、タと震ふるえた。




　　　　◆




　午後十時四十分。

　人工山、山頂付近。

　雨あめ風かぜが、東ひがし斜しや面めんに植えられた広こう葉よう樹じゆをザワザワと騒さわがせていた。

　ギリシアエリアのある西側とは正反対に、東側を照らす灯あかりはひとつもなかった。

　敵が夜や陰いんに紛まぎれて攻せめてくるには、絶好の条件。しかし、暗あん視しゴーグルの視界に映るのは、整然と並ならぶ木々と、建設中の施し設せつ、造成のための作業機械くらいだった。

『視みえた』

　音声が、塹ざん壕ごう群ぐんに潜ひそむ公こう安あん隊たい員いんたちの受信機に入った。

『ポイントＡより二時の方向、五十メートル、ショベルカーの左右に六名、機き関かん銃じゆう携けい帯たい……ポイントＤより十時方向、六十メートル、建物の右に三名、ランチャー携帯……ポイントＦより──」

　細かな索さく敵てき報告に、各ポイントの隊員たちが暗視ゴーグル越ごしに目を凝こらす。

　相変わらず、敵らしき人ひと影かげは見えない。だが、彼らはためらうことなく、設置した重火器を指示された方角へ向け、発射角度を調整した。

『ポイントＡ、完了』

『ポイントＤ、完了』

『ポイントＦ、完了』

　短い報告が、立て続けに後方の指し揮き所しよへ送られる。

『──撃うて』

　最後の報告が終わるや、命令が返った。

　不定形の閃ひらめきが闇やみを食くらい、轟ごう音おんが群れを成なして斜面を駆かけ下りた。

　木々が倒れ、重機が火を吹ふき、完成間近の別べつ荘そうが振ふり出しに戻もどった。

　反はん撃げきはほとんどなかった。

　一方的な迎げい撃げきは、一分間、途と切ぎれることなく続いた。

『……敵先行部隊の殲せん滅めつ、確かく認にん』

　後方から、各ポイントへ通信が入った。

『後続部隊、発見──ポイントＢより十二時の方向……』

　再び、透とう視し能力者による索敵が始まった。




　　　　◆




　午後十時五十三分

　人工山、山頂。

　闇に沈しずむ建設途と上じようの神しん殿でんの周囲で、生なま暖あたたかな旋せん風ぷうが沸わき起こった。

　防音技術の施ほどこされた鈍にぶい羽は音おととむせ返るような航こう空くう燃ねん料りようの臭においを撒まき散らし、闇より黒い三つの機体が山頂から飛び立つ。

　日本公こう安あん局きよくが誇ほこる、特とく殊しゆ作戦用ジェットヘリ〈御み影かげ〉。横腹の重じゆう火か器き砲ほう座ざ、短翼スタブウイングに吊つるされた八基の対地ミサイルは、今日きようのために特別に装そう備びされたものだった。

『──乙おつ‐虎とら隊たいより、甲こう‐酉とり隊へ。敵主力部隊の一部が射程外へ移動中。掃そう討とうを求む』

　東斜面の迎げい撃げき隊からの通信が、ヘリの無線機に入った。

「……いけるか？」

　パイロットが、隣りん席せきで暗あん視しスコープを覗のぞく仲間に話し掛けた。

「いつでも」

　スコープに顔半分を当てたまま、透視能力者が親指を立ててみせた。

『甲‐酉より、乙‐虎へ。了りよう解かいした』

　迎撃隊に応こたえ、パイロットは操そう縦じゆう桿かんを前へ傾かたむけた。




　　　　◆




　午後十一時十五分。

　人工山、西側。ユーロランド、ギリシアエリア。

　依い頼らい人にんを匿かくまうホテルを遠くに見下ろせる場所に造つくられたアポロン神しん殿でんのレプリカが、輝き度どの異ことなる十三のライトに照らしだされていた。今にも、月げつ桂けい樹じゆの冠かんむりをのせ、黄金の弓を携たずさえたアポロンが現われそうな、美しく幻げん想そう的てきな光景。しかし、朽くちかけながらも白く輝かがやくその神殿の中央に座ざするのは、美び貌ぼうの太陽神などではなく、タール色をした不ぶ粋すいな機動兵器だった。

「本部長」

　開かれた〈御影〉の横腹から、鱗うろこのような迷めい彩さい服ふくをまとった公こう安あん隊たい員いんが声を投げた。

　立ち並ならぶ円柱の間で振ふり返ったのは、同様の格かつ好こうをした首くび長ながの男。生気のない三さん白ぱく眼がんで、駆かけ寄ってきた部下を睨にらむように見み据すえる。

「乙‐虎、及および甲‐酉より、通信。敵主力部隊は、ほぼ殲せん滅めつ。但ただし、後方に残存部隊がおり、尚なおも展てん開かいしつつ進しん攻こう中ちゆうとのこと」

「……意外に粘ねばる」

　部下の報告に、アヅマは腕うでを組んで独ひとりごちた。だが、表情に焦あせりの色はない。エイジの予知と透とう視し能力者の索さく敵てきにより、戦せん況きようは圧あつ倒とう的てきに優勢だ。

「西は──こちら側はどうなってる？」

「敵の陽動部隊の殲滅を完かん了りよう。現在、警けい戒かい待機中です」

「よし、最小人員を残し、東に向かわせろ。南北に配置した予備隊もだ」

「了解っ」

　隊員が踵きびすを返し、ジェットヘリへ駆け戻る。

（……これで一いつ気きにカタがつく）

　病的に赤い唇くちびるをＶ字にしならせ、アヅマは勝利の笑えみを浮うかべた。




　　　　◆




　午後十一時二十九分。

　ユーロランド、ギリシアエリア。西防ぼう衛えいライン。

　建物の屋根から降りた十名余の武ぶ装そう隊員が、街がい路ろに転ころがる死体の脇わきで装備を点てん検けんしていた。日本公安局、特とく殊しゆ作戦部隊の狙そ撃げき手しゆたち。彼らはこれから、敵残存部隊の掃そう討とうに手を焼く東防衛ラインの応おう援えんのため、三十キロ近い武器・弾だん薬やくを抱かかえて山やま越ごえをするのだ。

『キダ君、ご同情申し上げる』

　からかうような無線の声に、隊員たちの一人が風車と並ぶ教会を見上げた。

『なら代わってくれよ、カサイ』

『やなこった。これから一服するところなんだ。なあ、クラサワ？』

　カサイが教会の鐘かねの横から顔を出し、三軒げん隣となりの家の屋根に寝ねそべる同どう僚りようを見下ろす。

『ちくしょう、何で俺おれだけなんだ？』

　キダがぼやいた。

『どうせ、後方支援だろ？　《千せん里り眼がん》はひとつで十分さ。それに、俺たちの《力》は貴き重ちようだからな。万が一の事態が起こった場合、消しよう耗もうは一人に抑おさえたいってことだ』

『違ちがいない』

　クラサワの言葉に、カサイが同調する。

『ひでえ！』

　大げさに首を振ふり、キダが嘆なげいた。

『おいキダ！　いつまで、くっちゃべってる！』

　班はん長ちようの声が、無線に割り込んだ。

『だってアタチ、名残なごり惜おしいんですものぉ』

　別の隊員が女言葉でそれに応じた。

　地上で笑いが起こり、そして、いきなり止やんだ。

　班長とその後ろに続いていた三人が将しよう棋ぎ倒だおしとなったのだ。

　キダは何が起こったのかわからなかった。ただ、ひどい耳鳴りとめまいを感じた。

「班長──」

　同僚の誰だれかが上官へ駆かけ寄り、身を屈かがめた。

　しかし、それはキダの見み間ま違ちがいだった。同僚は身を屈めたのではなく、腹から上を落っことしたのだ。同じく、突つっ立ったままの自分の下半身を見上げながら、キダは事態を把は握あくし息いき絶たえた。

　カサイは声もなく、ふたつに分かれた仲間たちの死体を見下ろしていた。奇き怪かいな抽ちゆう象しよう画がの如ごとき死体の断面からは、一いつ滴てきの血も流れていなかった。高熱による瞬しゆん時じの凝ぎよう固こ。それを裏付けるように、骨付き肉を焼いた時と同じ臭においがかすかに立ち上ってくる。

『──おい、どうなってんだ！　キダ！』

　クラサワが喚わめきながら立ち上がった。光こう学がく迷めい彩さい服ふくの電でん源げんを点つけ忘れている。

「ダメだっ、伏ふせてろ！」

　カサイが叫さけんだ。

　耳を痛くする、金きん属ぞく音おん。街がい路ろから斜ななめに上じよう昇しようした光こう芒ぼうが、屋根の上のクラサワを貫つらぬき空へ消える。

「敵があんな近くに？　馬ば鹿かなっ、なぜ俺たちに視みえなかったんだ？　それに何で側面から？　予備隊は……コスギたちがやられたのか？」

「その通り」

　カサイの自問に、英語の答えが返った。

「誰だ！」

　振り返りざま構えようとしたライフルの先が、鐘かねを叩たたいて引っ掛かかった。

「〈黒ブラツク船ボート〉」

　グローブに包まれた手が、カサイの顔面を鷲わし摑づかみにした。

「ぐっ……ど、うして、視えな、い？」

　カサイが呻うめいた。身体からだが頭ごと持ち上げられ、つま先がコンクリートを擦こすった。

「《力》を使っているからだ」

　押おし出すように、手のひらがカサイの顔面を解放する。

「私に《力》は通用しない」

　落下していくカサイを、男が紅あかく煌きらめく瞳ひとみで見下ろした。

　街路の左右で、金属音が沸わき起こった。

　宙ちゆう疾はしる、複数の光こう芒ぼう。

　四つに分かれたカサイの身体が、道みち端ばたに転ころがる死体の山に加わった。

『西側の〈覗のぞき屋や〉は全すべて片付いた。進軍を開始する』

　地上に蠢うごめく部下に告つげ、男──大佐カーネルは空を見上げた。

　やがて、弱々しい小こ雨さめを落とす夜の闇やみに歪ゆがみが生じ、垂直の風が白い街まち並なみに吹ふきつけた。

　光学カムフラージュを解とき、闇に浮うかんだ目玉型のコクピットは全部で九。

『……目標確認。これより回かい収しゆう索さくを投下します』

　教会の真上で静かに羽は撃ばたく〈トンボ〉から、通信が入った。

『了りよう解かい』

　大佐カーネルの手が降りてきたロープの先を摑み取った。




　　　　◆




　午後十一時四十五分。

　ユーロランド、ギリシアエリア。ホテル・ミコノス。

『ミユ、窓の側そばに寄るな！　何度言ったらわかるんだ？』

　女の声が、造つくりかけのホテルを包囲する十数の陽炎かげろうたちの耳に届とどいた。

『ごめんなさい、ユキ。部へ屋やの奥おくにいると、何だか息苦しくて』

　答えたもう一人の姿すがたが、ホテルと隣りん接せつする粉こな挽ひき風ふう車しやにとりついた陽炎の、丸い視し界かいに入る。

　最上階で唯ゆい一いつ明かりの点ともった部屋の窓に、赤い髪かみの女が立っている。〈黒ブラツク船ボート〉を手引きするアグネス教団の殉じゆん教きよう志し願がん者しや。音声は、彼女が持つ通信機を通したものだ。

　窓の手前のバルコニーには、それなりの装そう備びをした日本公こう安あん局きよくの武装隊員が二人。さらに両りよう隣どなりのバルコニー、窓の上にある飾かざり屋根、そして屋上にも複数の護ご衛えいがこれみよがしに立っている。彼らの仕事は、囮おとりの居場所をアピールするための退たい屈くつで安全な警備だ。恐おそらく、味方優ゆう勢せいの報ほうを受け、この後の休きゆう暇かに思いを馳はせているのだろう。

　陽炎は、腕うでに抱かかえた得え物ものを吞のん気きな公こう僕ぼくどもへ向けた。すぐに丸い視界に縦じゆう横おうの線が走り、得物の先せん端たんに付いた照しよう準じゆん装そう置ちとリンクして動き出す。視界の隅すみで明めい滅めつしながら減へっていく数字は、他ほかの仲間の準備状況。ゼロになったら、スタートだ。

『早く離はなれろって！』

　髪の短い女が長い方を奥おくへ押おしやり、窓を背にして立った。

　無む駄だなこと。この位置からは、奥も丸見えだ。フルアーマー仕し様ようの光こう学がく迷めい彩さい服ふくの中で、殺し屋はほくそ笑えんだ。

　カウントが、五を切った。

　三、二、一──殺し屋の腕の中で、不ぶ恰かつ好こうな殺さつ戮りく兵へい器きがブルブルと震ふるえた。その形状から〈ビール樽だる〉とあだなされる高出力レーザーガン。

　強きよう烈れつな金きん属ぞく音おんと共に風車から放はなたれた光こう芒ぼうは、バルコニーの公安隊員をかすめ、後方のコンクリ壁かべにぶつかった。

　それは、殺し屋の狙ねらいだった。直接、標ひよう的てきに当てては面おも白しろくない。引き金を引いたまま殺し屋はゆっくりと〈ビール樽〉を右へ振ふった。

　まるでサバイバルナイフに切りつけられたバナナのように、バルコニーの隊員たちが上下ふたつに分かれて転ころがった。その背後でコンクリが火を吹ふき、防ぼう弾だんガラスが白はく煙えんをあげて溶とけていく。

　飾り屋根も、屋上も、同様だった。

　幾いくつもの光芒が宙ちゆうを薙なぎ、両断し、切り上げ、それらの線上にいた公安隊員たちをバラバラの肉にく塊かいに変えていった。

『ユキ！』

『伏ふせてろ、ミユ──』

　音声が途と切ぎれ、部屋の明かりが消えた。

　──暗あん視し、及および、熱感知システム不良。

　殺し屋の丸い視界に文字が浮かんだ。部屋に充じゆう満まんする煙けむりと炎ほのおのせいで、ここからでは目標の生死がわからない。

　──進軍。残存兵力、掃そう討とう。

　指令が、赤く点てん滅めつした。

　光芒が一いつ斉せいに止やみ、虐ぎやく殺さつに幕まく間あいが訪おとずれた。




　　　　◆




「……ミユ、どこだ？……ミユ……」

「……ユキ……ここ……よ……」

　暗く熱い部屋の中から、かすかな声が聞こえた。

　熱ねつ源げんは、燻くすぶりを続けるベッド。声は、その両りよう脇わき。

　立ち籠こめる煙を映した陽炎が溶とけた防弾ガラスを踏ふみ越こえ、呼び合う声へ近づいた。腕に抱かかえた〈ビール樽〉がにわかに振しん動どうを始め、視界を交差する照しよう準じゆん線せんが目標を探さがして動き出す。

「ユキ……」

「ミユ……」

　照準線がぴたりと止まった。

　ベッドの脇でうずくまる女──の姿はなかった。あるのは、ちっぽけなディスクレコーダー。再生の青ランプがちかちかと明めい滅めつしている。

「くそ女め！」

　陽炎は汚きたない言葉を口走り、声のするもう一方へ頭を振った。

　丸いバイザーが、何かにこつんとぶつかった。

「お前、〈モグラ〉じゃねえな？　何て言うんだ？」

　見えざる敵の顔面に銃じゆうを突つき付け、エイジが訊きいた。

「キ、〈一つ目キクロプス〉」

　陽炎がつられて口走った。

「キクロプス……ギリシア神話の一ひとつ目め巨きよ人じん？　何のこっちゃ」

　引き金を引き、エイジは首を傾かしげた。

「──エイジ！」

　掛かけられた声に、エイジは反射的に身を仰のけ反ぞらせた。胸むな元もとを走る光こう芒ぼう。抗こう弾だんベストの表面がぶくぶくと泡あわ立だつ。

「あそこか！」

　エイジは瞬しゆん時じに体たい勢せいを整ととのえ、敵の姿を見定めた。

　光芒の源みなもとに浮うかび上がった敵は、まるで宇宙飛行士のようなフルアーマーに身を包んでいた。頭部のバイザーは円形で、名前の通り一つ目に見える。

「なるほど……武器の出力が高すぎて、発射してる間は光学迷彩が効きかねえ──うわっ」

　剣けんの如ごとく振り下ろされた光芒に、エイジが慌あわてて床ゆかを転ころがる。

「そのまま、伏ふせてろ！」

　声がして、エイジの真上でアサルトライフルが嘶いなないた。

　ハイパワーの徹てつ甲こう弾だんが光芒を振るう〈一つ目キクロプス〉と、背後から来たもう一体をまとめてノックダウンする。

「口数が多すぎるんだよ」

　ライフルを担かつぎ、ショウゴが手を差し伸のべた。

「いいじゃねえか、予知は的てき中ちゆうしたんだしよ」

　ショウゴの手をはたき、エイジがぼやいた。

「こんな物ぶつ騒そうな連中が来るとは聞いてないぞ？」

「ああ。携けい行こう型がたの指し向こう性せい兵へい器きとは恐おそれ入ったぜ。それと……向こう側に、あんたの同どう類るいがいるらしいってこともな。でなきゃ、こうも簡かん単たんに透とう視し能力者の防ぼう衛えい線せんを突とつ破ぱしてこれるはずがねえ」

　言いつつ、エイジはベッドの下から予備の得え物ものを引っ張り出した。

「で、これから未来さきは？」

　窓の外へ視し線せんを投げ、ショウゴが訊きいた。

「とりあえず、残ったザコどもを片付けて……それから、ゆっくりと視みるかな？」

「とりあえず、ザコ、だって……？」

　立ち上がったエイジに、ショウゴが呆あきれたように笑いかけた。

「あれが、か？」

　顎あごをあげ、外を見るようエイジを促うながす。

「げえっ」

　振ふり返ったエイジの顔が引きつった。

　壊こわれた窓の先で、こちらを窺うかがう目玉型のコクピット。

「あ、ありゃ何だよ、ショウゴ？」

「ヘリの一種だろ、たぶん。攻こう撃げきっていう冠かんむり付つきの」

　平然と、ショウゴが言った。

「お、お前の出で番ばんだぞ！　間ま違ちがいなく！」

「今、何時だ？」

「へ？」

「時刻だよ」

「えっと……午前零れい時じ二分だけど？」

　エイジが腕うで時ど計けいを見て言った。

「天気予報じゃ、零時過ぎには晴れ間が覗のぞくって言ってたが……さすがに、針がまわってすぐってわけにはいかないな」

　暗い空を苦にが々にがしく眺ながめ、ショウゴは小さく溜ため息いきをついた。

「って、ことは……？」

「俺おれの左手は使えない」

　きっぱりとショウゴが言った。

「って、ことは……イチニノサン？」

　エイジの問いに、ショウゴがうなずく。

「イチ」

　ライフルを両手で摑つかみ、ショウゴが言った。

「ニノ」

　エイジの目がきょろきょろと左右に振れる。

「サン！」

　一いつ緒しよに叫さけんで、二人はそれぞれ逆方向へ飛びのいた。

　直後、嵐あらしが部へ屋やを席せつ巻けんした。

〈トンボ〉が腹はらに抱だいた電でん磁じレールガンの掃そう射しや。

　銃じゆう撃げきは、二十三秒で終わった。

　後には、ホテルの向こう側を見通せる空間だけが残った。




　　　　◆




　十一月七日。午前零時十分。

　人工山、東側。

　ようやく沈ちん黙もくした敵部隊を確認するため、日本公こう安あん局きよくの迎げい撃げき班はんが、横長の隊列を組んで斜しや面めんを下っていた。上空には、ライトの光を落とすジェットヘリ〈御み影かげ〉の編へん隊たい。

　推すい定てい十万発以上の弾だん丸がんが下った斜面にはいまだ硝しよう煙えんが立ち籠こめ、倒たおれかけた木々がそこかしこで乾かわいた呻うめきをあげている。

『発見』

　隊列の北側で、〈声〉があがった。ややあって、南側。間まをおかず、中央。隊列が微び妙みように崩くずれ、複数の組を作った公安隊員たちが、地に伏ふした敵の死体に群がっていく。

『これは──』

　一人が言い掛け、息を吞のんだ。

『──ドールだ！　こいつら、ほとんど……』

　別の場所で、誰だれかが言葉を継ついだ。

　ドールは、汎はん用よう機械人形の俗ぞく称しよう。迎撃隊が撃うち倒たおした敵は、そのほとんどがドールで、人間の死体はそれらを操あやつるマスターだけだった。

『アメ公こうめ、まんまと嵌はめやがって！』

『じゃあ、奴やつらの本隊は、一体──』

　耳をつんざく高音に、会話が途と切ぎれた。

　振ふり返った透とう視し能力者が、眩まばゆい光の放ほう列れつと丸い目玉の集団を《千せん里り眼がん》に捉とらえた。

　遅おくれてきた増ぞう援えん部隊──そう思った隣となりの隊員が、手を振った。

『──違ちがうっ！』

　透視能力者が叫さけび、アサルトライフルを脇わきに構えた。

　同時に、上方に並ならぶ光が直線となって闇やみを下った。

　手を振った隊員の腕うでが、透視能力者の足元にどさりと落ちた。

『畜ちき生しようがぁ！』

　引き金を引いた透視能力者の横を、光こう芒ぼうが駆かけ抜けた。

　射しや手しゆから切り離はなされた両手付きのライフルが、囀さえずりながら地面を跳はねた。

「何だ、何が起こってるっ？」

　眼がん下かの闇やみを走る無数の光芒と、増ぞう殖しよくしていく炎ほのおの群れに〈御影〉のパイロットが喚わめいた。

　だが、無線機から返ってくるのは、短い悲鳴とまばらな銃じゆう声せい、そして、それらを駆く逐ちくしていく金きん属ぞく音おんのみ。

「──敵だっ。敵が、乙おつ‐虎とら隊たいの背後から奇き襲しゆうを！」

　隣りん席せきの透視能力者の言葉に、パイロットが〈御影〉の機首を人工山の頂いただきへと振った。

　頂に火柱があがったのは、まさにその時だった。

　爆ばく音おんが夜や気きを震ふるわせ、衝しよう撃げき波はが〈御影〉の機体を左右に揺ゆらした。

「〈御影〉Ⅱ、こちらに接近しすぎだ！　離はなれないと衝しよう突とつするぞ！」

　煽あおられる僚りよう機きに、パイロットが呼び掛けた。

「──敵機、発見！」

　突とつ然ぜん、透視能力者が叫んだ。

「どこだっ？　レーダーには何も……」

「二号機の横だ！」

　暗視スコープから顔をあげ、透視能力者が窓の外を指差した。

　光学カムフラージュを解といた〈トンボ〉の目玉が、ジェットヘリの向こうに浮うかんだ。

　途と端たん、〈御影〉のレーダーが反はん応のうし、識別信号を持たない所しよ属ぞく不明機の出現をアラームで報しらせた。

『敵だ！　機き銃じゆうを──』

　二号機内の音声が無線機に入った。

　だが、閃ひらめいたのは機銃ではなく、二号機の機体だった。

〈トンボ〉から射出された超ちよう音おん速そくの弾だん丸がんは、しかし、止まることなく爆ばく炎えんを突つき抜ぬけ、その先の一号機へ突き刺ささった。コクピットが鮮せん血けつに染そまり、砲ほう座ざを据すえた胴どう体たいから二人の隊員が吹ふき飛んだ。

　応戦できた〈御影〉は、一機もなかった。全機が灼しやく熱ねつの破片と化し、瀕ひん死しの仲間が蠢うごめく地上へと降り注そそいだ。

『……ハエ叩たたき完かん了りよう。これより殲せん滅めつの仕上げに入る。〈一つ目キクロプス〉隊は待機』

　夜空に浮かぶ〈トンボ〉の群れが、ゆっくりと高度を下げ始めた。




　　　　◆




　午前零時二十分。

　人工山、西側、ユーロランド、ギリシアエリア。

　ミユとユキは、斜ななめに上る地下トンネルを東に向かって進んでいた。

　人工山の主要箇か所しよを繫つなぐ、作業用通路。高さは三メートル弱じやくと低いが、幅はばは六メートルほどあり、中型車両なら余よ裕ゆうですれ違ちがえる広さだ。だが、彼女たちの移動手段はあくまで二本の脚あしだった。

　ショウゴに言われるまま、ホテルの地下倉そう庫こからトンネルに入ってかれこれ三十分近くが経過しているが、目的地へ通じる横道はいまだに見えてこない。

　姉を引っぱって進むユキの手がだんだんと重くなる。

　重たい抗こう弾だんベストをつけて傾けい斜しやのついた地下道を走り続けるのは、ユキはともかくミユにとっては相当にハードだ。

　ユキは後方を振ふり返った。追おっ手ての気け配はいはない。ユキは走るのを止やめると、息をきらせる姉と並ならび、緩ゆるやかなカーブを描えがく坂道を歩き始めた。

「もう、いい、の……」

　喘あえぎながら、ミユが言った。妹の手を優やさしく振ふりほどき、通路の壁かべに寄り掛かかる。

「私は、ここで、いい……あなただけ、行って……」

「また、そんなことを！」

　苛いら立だちをこめたユキの声が、地下通路に響ひびき渡わたった。

「この先に行けば、ショウゴの知り合い──あのアヅマって男のヘリがある。それで、ここから脱だつ出しゆつできる」

「無理よ」

　ミユが否ひ定ていした。

「彼らからは、逃のがれられない……けど、私が彼らを受け入れれば、終わる……私が、裁さばきを受け入れれば──」

「何が、裁きだ！」

　ユキの拳こぶしが、壁に激はげしく打ちつけられた。

「ミユは人なんか殺しちゃいない。オレにはわかる。大陸で、オレは大勢の人殺しを見てきた。奴やつらの眼めの奥おくは……絶たえず濁にごりが蠢うごめいている。けど、ミユは──姉さんの眼はどこまでも澄すんでて……なぜだ？　なぜ、あんな噓うそを？　誰だれかを庇かばっているのか？　そいつの代わりに、あいつらは姉さんを殺そうとしてるんだろ？」

　泣きそうな顔で、ユキが詰きつ問もんする。

「ユキ、あなた……」

　ミユははっとした表情を浮うかべ、同じ顔の妹を見つめた。

　ショウゴは、ユキに事実を告つげていない。この殺し合いが、全すべてアグネス教団の仕組んだ茶ちや番ばんであることを、彼女は知らされていないのだ。それを知れば、自分たち姉妹の関係が崩ほう壊かいするかもしれない──恐おそらく、ショウゴはそれを気き遣づかい、事実を伏ふせたのだろう。

「……私は、人殺しよ」

　囁ささやくように、ミユが言った。

「〈アグネス〉の理想を実現するため、多くの〈兄きよう弟だい〉たちを神に捧ささげたわ。だから、私も、彼らの後に続かなければいけない……裁きを受け入れなくては──」

「そんなこと！」

　ユキの両手が、華きや奢しやな姉の両りよう肩かたを摑つかんだ。

「そんなこと、言うな！　死ぬなんて──オレが絶対許さない！　〈アグネス〉の理想？　母さんがそんなこと……姉さんの死を望むと思うのか？　確かにオレは母さんを殺したような連中を赦ゆるすことができなくて、〈アグネス〉と訣けつ別べつした。ろくでなしどもを、オレの手で始し末まつするため、人殺しの技術を身につけた……けど、違うんだ……オレがこの道を選んだのは、大切なものを護まもるため……家族や、友達を──」

　ミユの肩から離はなした手を胸むな元もとに引き寄せ、じっと見下ろす。

　強ごう盗とうの銃じゆう弾だんを浴あび即そく死しした父親、自分を襲おそった薬物中害者ジヤンキーを赦せと言い遺のこし息いき絶たえた母、敵もろとも死のトラップへ飛び込んでいったアンドー、そして、差し出した手を疑ぎ心しんにかられたユキの銃じゆう撃げきで払はらわれたトカマク村の少年。それぞれの死に様ざまが手のひらに浮うかんでは崩くずれ、指の間から砂のようにこぼれ落ちていく。

「オレは……誰も護れなかったよ……ただ、殺し続けてきただけだ。だけど……」

　ユキは手のひらを握にぎり締しめ、潤うるんだ瞳ひとみでミユを見み据すえた。

「だけど、オレにはまだ、姉さんがいる。護るべき家族の、最後の一人が……お願いだ。オレに贖しよく罪ざいのチャンスをくれ。最後まで、オレに護らせてくれ。そうすれば、オレは納なつ得とくして地じ獄ごくに行ける」

　握り締めた拳こぶしから、赤い滴しずくが垂たれた。だが、ユキは瞬まばたきもせず、じっと姉の返答を待った。

「……ユキ」

　妹の頰ほおに手を当て、ミユは唇くちびるをそっと嚙かみ締しめた。

「私は」

　眩まばゆい光が、言い掛けたミユの目の隅すみに差し込んだ。

「危ない──！」

　反射的に、ミユは妹に抱だきつき押おし倒たおした。

　仰あお向むけに倒れたユキの視し界かいを白色に輝かがやく線が走り、天てん井じようへと振ふり上がる。

　爆ばく発はつし、砕くだけ散る照しよう明めい装そう置ち。光こう芒ぼうのもたらす高熱が、のたくるミミズのような焦こげ跡あとを天井に描えがいていく。

「敵の待まち伏ぶせっ？」

　光芒を辿たどり、ユキは前方へ目を凝こらした。

　徐じよ々じよにかすれていく光芒の横に、一つ目をもった人ひと影かげがかすかに見える。光こう学がく迷めい彩さい服ふくをまとった新あらたな殺し屋。

「ユキ、私が行けば──」

「言うな！」

　ユキは姉を抱き締しめ、坂道を転ころがった。

　金かな切きり音おんを伴ともなった光芒がそれを追い、灼しやく熱ねつの爪つめで路面を切り裂さく。

「端はしに寄れ！」

　叫さけび声ごえが、坂の下方から聞こえた。路面を伝わる振しん動どう。二人を照らすライトの光。

（──車！）

　ユキは路面に肘ひじ打うちし、転がる方向を変えた。

　車は、ユキとミユの横すれすれに急きゆう停てい止しした。スタッフ移動用のオープン型電気自動車。

「エイジ！」

「おう！」

　運うん転てん席せきのショウゴの合あい図ずで、隣りん席せきのエイジがロケットランチャーをぶっぱなす。

　ふらふらと蛇だ行こうし天井に衝しよう突とつするロケット弾だん。しかし、吹ふき出したのは爆ばく炎えんではなくミルク色の煙けむりだった。

　追い掛けてきた光芒が煙の中で直進性を失い、地下通路のあちこちに火花を咲さかせる。

「熱金属片ホツトチヤフ入りのスモーク弾だが、レーザーの出力が高すぎて無む効こう化かできねえみたいだ。接近されたらやばいぞ！」

　押し寄せてくる煙にエイジが口を押さえた。

「ここは、俺おれ一人でいい」

　ショウゴが車外へ降り立ち、バックシートの積み荷を腕うでに抱かかえる。

「おい、ショウゴ！」

「とりあえず、彼女たちを連れて後あと戻もどりするんだ。ここに敵が来てるってことは、その分後ろが手て薄うすになってる可能性が高い」

「あんたは、どおするよ？」

　運転席へ移り、エイジが訊きいた。

「一応、この先へ行ってみる。もしヘリが残ってたら、持っていく」

「無む茶ちやだっ」

　車を挟はさんだ向かい側で、ユキが立ち上がった。

「無茶かどうかは、天気次し第だいさ」

　ショウゴは車の前へ出た。

「早く、乗れ！」

　エイジがドアを開き、ユキたちを手て招まねきした。

「ショウゴ！」

　小こ柄がらな後ろ姿すがたに、ユキが叫さけんだ。

「あんたの姉さんを死なせずに済すむには、方法がふたつある」

　ショウゴが言った。

「傍そばを離はなれず護まもり通すか、狙ねらう連中を殲せん滅めつするかだ」

　歩きだしたショウゴを、煙えん幕まくがすうっと包み込んだ。




　　　　◆




『ジャップめ、驚おどろかしやがる』

　先頭をいく〈一つ目キクロプス〉が、忌いま忌いましそうに言った。

『ああ、てっきり炸さく薬やく弾だんだと思ったが……スモークでよかったぜ』

　すぐ後ろの〈一つ目キクロプス〉が笑いながら答える。

『いいもんか！　熱金属片ホツトチヤフのせいで赤外線は使いもんにならねえし、レーザーもまっすぐ飛ばせねえんだぞ？』

　左の〈一つ目キクロプス〉が声を荒あららげ、抱かかえた〈ビール樽だる〉から短い光こう芒ぼうを放はなった。

『愚ぐ痴ちるなよ、だんだん晴れてきた』

　仲間を宥なだめ、右の〈一つ目キクロプス〉が赤外線センサーを再起動させた。

『やっぱり、逃にげられたか？』

　しんがりの〈一つ目キクロプス〉が訊きいてきた。

『いや、赤外線センサーに反はん応のう。熱金属片ホツトチヤフじゃない──近いぞ！』

　右の〈一つ目キクロプス〉の言葉に、全員が〈ビール樽〉を前方へ突つき出した。

　薄うすれゆく煙幕の中、ただ一人たたずむ少年。カラシ色のつなぎに抗こう弾だんベスト、ガンベルトに掛かかっているのは銃じゆうではなく、ハンディ無線機。右はてぶらだが、左手には何かを提さげている。

『ありゃ、〈ビール樽〉じゃねえか！』

　少年の腰こしに掛かる無線機が、敵の〈声〉を傍ぼう受じゆした。

『馬ば鹿かっ、慌あわてるな。エネルギーパックに繫つないでなきゃ、ただのガラクタだ！』

「そうだ。このままでは役にたたない」

　少年が英語で呟つぶやき、左手の〈ビール樽〉を軽々と持ち上げてみせた。

　そこでようやく、〈一つ目キクロプス〉たちは、少年の指先が特とく殊しゆ合金加工の〈ビール樽〉に食い込んでいるのを見て取った。

　メキメキと音をたて、左手が〈ビール樽〉のボディを破は壊かいしていく。

『す、素す手でで……何だ、このガキは？』

　先頭の〈一つ目キクロプス〉が後あとずさった。

『狼狽うろたえるんじゃねえ！　たかが丸まる腰ごしのジャップじゃねえか！』

　左の〈一つ目キクロプス〉が喚わめき散らし、〈ビール樽〉にエネルギーをチャージした。

　他ほかの仲間もそれに倣ならい、光を溜ためたレンズ型の銃じゆう口こうが少年へ向け固定された。

「外はずすなよ？」

　挑ちよう戦せん的てきな笑えみを浮うかべ、少年が言った。

『食くらいやがれ！』

〈ビール樽〉が一いつ斉せいに金かな切きり声ごえをあげた。

　同時に、少年が左手を前方へ下ろし、壊れた〈ビール樽〉を振り落とした。

『まさか──あのガキ、反射ミラーを！』

　右の〈一つ目キクロプス〉が少年の企たくらみに気づいた。

　反射ミラーは、〈ビール樽〉の中で発生した光子エネルギーを集めるための合成鉱こう物ぶつの鏡。少年の左手には、その輝かがやきがあった。

　放はなたれた五つの光芒が、一点に集まった──瞬しゆん間かん、それは無数の光こう弾だんと化して地下通路に飛び散った。

　全すべてが、灼しやく熱ねつの白に染そまった。








　　　十　星ほし繰くる者









　十一月七日。午前零れい時じ五十五分。

　死しに神がみの群れが、アポロン神しん殿でんを包囲していた。大おお鎌がまの代わりに、光こう剣けんを振ふるう一つ目の殺さつ戮りく部隊──彼らに、光こう学がく迷めい彩さいの鎧よろいは通用しなかった。陽炎かげろうに身を包む公こう安あん隊たい員いんたちは、ことごとく居場所を探たん知ちされ、光の刃やいばに薙なぎ払はらわれていった。

「どう、して……？」

　下半身を失なくした隊員が、半はん透とう明めいの死神に訊たずねた。

「貴き様さまらの光学迷彩は、米軍のお下さがり──旧きゆう式しきは熱放射する欠けつ陥かん品ひんだ。赤外線でハダカにできる」

　隊員を踏ふみ付け、死神が答えた。

　上空では、緑色の雷らい光こうが閃ひらめいていた。雨あま雲ぐもではなく、空中機動兵器〈トンボ〉が放はなつ電でん磁じレールガンの銃じゆう火か。急きゆう拵ごしらえのトーチカが次々に粉ふん砕さいされ、詰つめていた機き関かん銃じゆう手しゆたちが細こま切ぎれになって舞まい上がる。

「……こんなはずは……こんなはずは……」

　神殿の円柱にすがりながら、アヅマは何度も同じ台詞せりふを繰くり返した。

　予知による先回り、透とう視しによる完かん璧ぺきな索さく敵てき、公安局の限界を越こえた圧あつ倒とう的てき火か力りよく──それらによって、作戦は順調に進んでいた。敵本隊の殲せん滅めつの報ほうも受け、撤てつ収しゆう準備も始めていた。それが、あっけないほど簡かん単たんに形成逆ぎやく転てんされたのだ。しかも、現げん況きようは最悪を通り越こしている。果たして、何人が生きて還かえれるかもわからないほどに。

「アヅマ本部長！　甲こう‐酉とり、乙おつ‐虎とらとも全ぜん滅めつ──ここも、もちませんっ。早くヘリへ！」

　離り陸りく態たい勢せいにある〈御み影かげ〉のキャビンから部下が叫さけんだ。

　アヅマは振ふり返り、よたよたとした足取りで歩きだした。

　雷らい鳴めいが頭上で轟とどろいた。

　降り注そそいだ超ちよう音おん速そく弾だんがヘリをズタズタに裂さいて圧おし潰つぶし、残ざん骸がいから爆ばく炎えんを絞しぼりだす。

　アヅマは熱風に飛ばされて、神殿脇わきへ転ころげ落ちた。

　炎ほのおが背中にまとわりついていた。アヅマは慌あわてて起き上がると、手足をじたばたと動かし、光学迷彩服を脱ぬぎ捨てた。

「た、助かった……た、た、た？」

　思わず口から出た言葉とは逆の光景が、アヅマの前方に広がっていた。部下の屍しかばねを越えて迫せまる〈一つ目キクロプス〉たちと、その真上で、腹はらに抱かかえた砲ほう身しんを地上へ向ける空中機動兵器の編へん隊たい。

「ひいぃぃあああ」

　情なさけない悲ひ鳴めいをあげて、アヅマは尻しりもちをついた。そして、ぶるぶると震ふるえる手を合わせ、信じもしない神に助けを乞こおうと、半べその顔を夜空へ向けた。

「──お前は、運がいい」

　声が、無神論者の祈いのりに応こたえた。

「正確な天気予報に感謝するんだな」

　天からでなく、真後ろからの囁ささやき。

　涙なみだに濡ぬれるアヅマの横よこ面つらを、焼やけ爛ただれ中身が剝むき出しとなった左手──金きん属ぞくと人工生せい体たい組織が絡からみ合う精せい巧こうな義ぎ手しゆがかすめ、闇やみ色いろの空へと伸のびる。

　星々が、開かれた指の間から見えた。切れていく雨雲の彼方かなたで瞬またたく、晩秋の星座。

「アヅマ、キョウトへ帰ったら〈上〉の連中に伝えておけ。俺おれは今でも、〈彼女〉を喚よぶことができると──」

　唸うなりを帯おびたショウゴの声が、アヅマの耳を震わせた。

「──我われ、慟どう哭こくにより目覚めたり。故ゆえに我請こう、安き眠ねむりのため、汝なんじの声を」

　青みがかった白光が、義手の指先に灯ともった。

「歌え〈主天使ドミニオン〉、葬そう送そうの調しらべと共に──！」

　白光が線となり、空へ昇のぼった。

　二人の前方では、進軍の足を止めた〈一つ目キクロプス〉たちが、最後の獲え物ものに狙ねらいを定め終わっていた。

　光の放ほう列れつが一本に繫つながり、金きん属ぞく音おんが可か聴ちようの限界ぎりぎりまで高まった。

　発射。その瞬しゆん間かん、閃せん光こうが〈一つ目キクロプス〉たちを包み、紅ぐ蓮れんの炎ほのおと化して燃もえ上がった──オーバーロードによる〈ビール樽だる〉の自じ爆ばく。

　幾いくつもの火だるまが上ってきた斜しや面めんを転ころがり、後続の仲間を薙なぎ倒たおしていく。

「や、奴ら、何をしやがったんだ？」

　上空に浮うかぶ〈トンボ〉の目玉の左側で、操そう縦じゆう士しが声を震ふるわせた。

「ジャップが！　ミンチにしてやる！」

　右側の目玉に座すわる機き銃じゆう士しが、電でん磁じレールガンのコントロールハンドルを傾かたむけた。

『おい、何の真似まねだ、グリーン！』

　怒ど鳴なり声が、無線機に入った。左方に滞たい空くうする〈トンボ〉レッドからの通信。

『レールガンがこっちに向いてるぞ！』
















「何、寝ね呆ぼけてやがる」

　機き銃じゆう士しが言い返した。さんざ叩たたき込んだ操作方法を間ま違ちがうわけがない。

「ニック……！　コントロールモニターを見ろ！」

　操縦士が喚わめいた。

　──オートモード作動中。目もく標ひよう、九時方向の敵機。ロック……。

「馬ば鹿かな──！」

　機銃士が慌あわててマニュアルスイッチを押おし込んだ。

　──拒きよ否ひ。敵機、撃げき破はを優先。

「コ、コントロールが利きかないっ？……レッド！　非常事態だ、早く離り脱だつ──」

〈トンボ〉レッドに目を向けた機銃士の顔が、恐きよう怖ふで凍こおりついた。

　レッドの砲ほう身しんも、こちらに向けられている！

　──ロック、オン完かん了りよう。発射。

　緑色の弾だん道どうが空中を交差し、ふたつの〈トンボ〉が粉こな々ごなに砕くだけ散った。




　　　　◆




『どうして、操縦が利かないっ？』

「止やめろ！　あれは味方の地上部隊だぞ！　撃うつんじゃない！』

『俺おれのせいじゃない、俺の……』

『早く、早くマニュアルに──ぎゃあああ──』

　パニックに陥おちいった仲間の〈声〉が、無線機を通じ、〈トンボ〉ホワイトの機内に響ひびいていた。

「なぜだ……なぜ、こんなことに」

　自みずから機銃席に座すわる大佐カーネルが、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。コントロールハンドルは握にぎっていない。だが足元のレールガンは地上に蠢うごめく仲間めがけて、断続的に弾だん丸がんを吐はき続けている。

　原因は不明。なぜ〈一つ目キクロプス〉隊たいが自じ爆ばくしたか、なぜ〈トンボ〉が同どう士し討うちと仲間の虐ぎやく殺さつを始めたか──説明できる者は、少なくとも、〈黒ブラツク船ボート〉の中には皆かい無むだった。

「……パイロット、ＳＣＳを使え」

　大佐カーネルが低く命じた。

　ＳＣＳは、機の主要部分に仕し掛かけてある炸さく薬やくに点火して内部システムだけを破は壊かいする、機き密みつ漏ろう洩えい防止のための自爆装置。機全体を爆破しないので、乗員の安全が保障される。但ただし、それは地上での場合だ。空中で使用すれば、当然、機は墜つい落らくする。

「しかし……！」

「この高度なら、助かる可能性はある。やれ」

『無む駄だだ』

　無線機から、〈声〉がした。どことなく幼おさなさの残る声せい音おん。部下ではない。

『電子の言葉を共有する全すべての兵器もの、〈主天使ドミニオン〉の前に沈ちん黙もくし、〈彼女〉の歌声を拒こばむことはできない……ＳＣＳも同じだ』

「──ドミニオン、だとっ？」

　大佐カーネルが目を剝むいた。

「たっ、戯言たわごとを！──あれが……あれが動くわけがない！」

　声を戦慄わななかせ、無線マイクに喚わめき散らす。

　尋じん常じようではないボスの狼ろう狽ばいぶりに、周囲の部下たちは言葉もなく身を固くしている。

『……戯言じゃないさ』

〈声〉が答えた。

　機体が勝手に前進し、燃もえ盛さかるアポロン神しん殿でんの手前で、がくんと高度を下げる。

　ほんの十数メートルの眼がん下かに、殺し損そこなった公こう安あん隊たい員いんが座すわり込んでいた。そして、もう一人。〈黒ブラツク船ボート〉の無線機を手にした少年が、隊員の後ろからゆっくりと姿すがたを現わす。

『久しぶりだな、白はく頭とう鷲わし。いや、ハークと呼んだ方がいいか？』

　少年の言葉に、大佐カーネルは息を吞のんだ。ハークは、彼が白頭鷲と呼ばれていたよりも前、米国防省ペンタゴンに席を置いていた頃ころの本名。それを知る人間は、ごくわずかだ。マクスウエルでさえ、ハークという名は知らない。

「貴き様さま……誰だれだ？」

　コクピットから少年を見下ろし、大佐カーネルが訊きいた。

『何だよ、ハーク。忘れちまったのか？』

　少年が小さく頭を振ふり、目を伏ふせる。

『十五年前、あんたの銃じゆう弾だんを後ろから食くらった、この俺おれを』

　言って、少年は〈トンボ〉を睨ねめあげた。煌きらめきの宿やどる、深しん紅くの瞳ひとみで。

「お前は、まさか──！」

　大佐カーネルの瞳が、少年と同じ色を帯おびて縮みあがる。

『感動の再会ってとこだな』

　少年がにやりと笑えみを浮うかべた。

「ふざけるなっ」

　マイクに怒ど鳴なりつけ、大佐カーネルは席を立った。後部キャビンの部下からアサルトライフルを奪うばい取り、上部搭とう乗じよう孔こうのハッチを押し開ける。

「お前があの男であるはずがない！」

〈トンボ〉の背中から半身を乗り出し、大佐カーネルがライフルを構えた。

「お前のようなガキが、あの男であるはずは──」

　発射されたライフル弾だんが少年の散ざん切ぎり髪がみを砕くだき、神しん殿でんの炎ほのおへ飛び込んだ。

『和解を、期待してたんだけどな』

　笑みを消し、少年が視し線せんを右へ流す。

「ボス！　三時方向に、僚りよう機きが……！」

　大佐カーネルの足元で部下が喚わめいた。

　少年の視線の先、〈トンボ〉ホワイトの左の空に、目玉の割れた〈トンボ〉ブルーが、光学カムフラージュを解といて浮うかび上がる。破は壊かいされたコクピットには原形をとどめない死体がふたつ。恐おそらく、同どう士し討うちの弾だん丸がんを食らったのだろう。だが、それでも、機体はふらふらと滞たい空くうし、重じゆう火か器きの照しよう準じゆんを味方の横腹にぴたりと合わせていた。

『悪いが、先に逝いっててくれ』

　少年が、赤い視線を顔見知りへ戻した。

「ホッ……ホウジョオオオォオ！」

　大佐カーネルが名を叫さけんだ。

　レールガンの咆ほう哮こうが声を吞み込み、〈トンボ〉の片かた翼よくが着弾の衝しよう撃げきでバラバラに吹ふき飛ぶ。だが、破壊はそこまでだった。咆哮が中ちゆう途と半はん端ぱに止やみ、空から撃うちの連続音がそれに代わった。

「弾丸たま切ぎれか……奴もなかなか悪運が強い」

　白い街まち並なみへと墜落していく〈トンボ〉を見送りながら、ショウゴが独ひとりごちた。

「あんたも、そう思うだろ？」

　腰こしを抜ぬかして立てないアヅマが、足元であうあうとうなずいた。








　　　十一　愚おろかなる者









　十一月七日。午前三時三十分。

　キサーズシティ、南二区。アグネス・インターナショナル本部ビル。

　侵しん入にゆう者しやを報しらせるアラームに、マクスウエル・ウエルチは深い眠ねむりから呼び覚まされた。

　ヘッドボードで点てん滅めつする光は、レッド。マクスウエルのプライベートフロアである九階にまで侵入していることを示していた。

「……警けい備びの連中は何をしてるんだ？」

　マクスウエルは寝ね呆ぼけ眼まなこをこすり、枕まくらの下からリモコンを取り出した。

　スイッチオンで天てん井じようからモニター群が降下し、五十余りの監かん視しカメラの映像を八秒間かん隔かくで順番に映し出す。

「──大変だ」

　幾いくつかの映像を見るなり、眠ねむ気けが吹ふき飛んだ。屈くつ強きよう揃ぞろいの警備員たちが各フロアで倒たおれている。

　マクスウエルはヘッドボードへ身をよじり、警察に直通する緊きん急きゆう回かい線せんボタンに手を伸のばした。

　くぐもった銃じゆう声せいと共に、回線ボタンが火花を散らして砕くだけた。

「慌あわてるな。連中は殺しちゃいない」

　覚えのある声に、マクスウエルは上体を起こして足元を見た。リモコンを操作し、室しつ内ない灯とうを点つける。

　フットボードの先に、鷲わしの翼つばさを顔に持つ銀ぎん髪ぱつの男が座すわっていた。手にした自じ動どう拳けん銃じゆうの先せん端たんがボードに掛かかっている。背はい後ごには、短たん機き関かん銃じゆうを構えた〈黒ブラツク船ボート〉の戦士が二人。光こう学がく迷めい彩さい服ふくは着ていない。男と同じ通つう常じよう装そう備びだ。

「は、白はく頭とう鷲わし──」

　マクスウエルは思わず声をあげ、口をつぐんだ。彼はその呼び方を嫌きらっている。

「──いえ、大佐カーネル。どうしたんです、一体？」

「〈黒ブラツク船ボート〉は壊かい滅めつした」

　大佐カーネルが言った。

「壊滅っ？　まさか──日本政府が、専せん守しゆ防ぼう衛えい軍ぐんをっ？」

「違ちがう」

　大佐カーネルが首を振ふる。表情に疲ひ労ろうの色が窺うかがえる。額ひたいには血を拭ぬぐったような跡あと。

「軍隊でも、公こう安あんでもない……たった一人だ」

「え？」

　マクスウエルが聞き返した。

「十五年前、奴やつは俺おれと同じく宇宙そらへ上がり、宇宙そらから還かえった」

「十五年……？　《災さい厄やく》の年、ですか？」

「そうだ。十五年前、地球との衝しよう突とつコースをとる小惑星群撃げき破はのため、世界は一いつ致ち団結した。だが、そいつの要かなめとなるはずの攻こう撃げき用よう人工衛えい星せいは、各国とも仕し様ようがバラバラで、小惑星群への一いつ斉せい射しや撃げきなど無理な話だった。そこで、〈彼女〉たちが使われることになった」

「〈彼女〉たち？」

「米日主導のもと開発された、軍事掌しよう握あく衛星〈主天使ドミニオンズ〉。仕様の異なる攻撃衛星をリンクし統とう制せいできる代しろ物ものだ。俺は、宇宙そらへ上がり、その調整を担たん当とうした」

　大佐カーネルはまぶたを閉じ、静かに溜ため息いきをついた。

「……〈主天使ドミニオンズ〉は見事に役割を果たした。少なくとも、小惑星の激げき突とつによる世界滅亡アーマゲドンは防ふせがれた。そして、作戦終了後、〈彼女〉たちは大たい気き圏けんへ墜おとされた……」

「そ、そんな素す晴ばらしい性能をもった衛星を、なぜ？」

「危険だからだ」

　大佐カーネルはまぶたを上げ、マクスウエルを見み据すえた。

「〈主天使ドミニオンズ〉は電子制せい御ぎよされたあらゆる兵器を統とう制せいできる。一国が独どく占せんすれば、パワーバランスが崩くずれる。それ故ゆえに、〈彼女〉たちは抹まつ殺さつされた……そう思われてきた」

「ど……どういう意味です？」

「もし〈彼女〉たちの生き残りがいたら、それを操あやつることのできる人間がいたら──」

　大佐カーネルは言葉を切った。

「そいつが、〈黒ブラツク船ボート〉を……」

「奴は、じきにここへやってくる。時間がない。着き替がえろ、マクスウエル」

　フットボードにのせられていた銃口が持ち上がり、行動を促うながした。

「何の真似まねです、大佐カーネルっ？」

「まだ、わからんのか？　我々は決して敵に回してはならない男に引き金を引いたんだ。奴は我々と同様、《復ふく讐しゆう法ほう》の名の下もとに動いている。ならば、法の届とどかぬところへ逃にげるしかない……キサーズ米軍基地ベースだ」

　椅い子すから立ち上がり、大佐カーネルが言った。

「冗じよう談だんじゃない。《復讐法》絡がらみなら、私は無関係だ。あなた方だけで行けば──」

　大佐カーネルの両りよう脇わきで、短たん機き関かん銃じゆうが囀さえずった。

　モニター群が粉ふん砕さいされ、火ひの粉こ混まじりの破片がベッドの上に降り注そそぐ。

　と、大佐カーネルの後方でドアが開いた。

　現われた大男が両手を突つき出すや、武ぶ装そう兵へいが回かい転てんしながら天てん井じようへ吹ふき飛んだ。だが、大佐カーネルだけは、その場に平然と立っていた。

「もういい、牙空ヤーコンっ。この人に、あなたの《力》は効ききません」

　スキンヘッドの用よう心じん棒ぼうを、マクスウエルが抑おさえた。

「また、命拾いしたな？」

　大佐カーネルの左手が右の脇わきへ回されていた。その手の中には、もう一いつ挺ちようの自じ動どう拳けん銃じゆう。銃口が背後の牙空ヤーコンを捉とらえている。

「〈黒ブラツク船ボート〉は非公式部隊だ。お前が同行していなければ、基地には入れない。それに、奴が公安局とつるんでいるのなら、お前も標ひよう的てきに加えられているはずだ」

　大佐カーネルが、右手の銃をマクスウエルに突つきつける。

「わ、わかりました。すぐにバスを用意させます──牙空ヤーコン！」

　マクスウエルの命令に、牙空ヤーコンが両腕を下げ後あと退ずさった。

「それでいい」

　引き金から指を外はずして、大佐カーネルが言った。




　　　　◆




　午前四時二分。

　旧航空自衛隊木き更さら津づ基地、近きん郊こう。再開発予定区。

　垂すい直ちよくに吹ふきつける風が、トタンの屋根を小こ刻きざみに震ふるわせていた。

　空は、まだ暗かった。しかし、雲間から覗のぞく星ほし灯あかりが、滞たい空くうする飛行物体をシルエットにして浮うかび上がらせていた。

　大きな目玉、細長い胴どう体たい、そして、冷れい暖だん房ぼうの室外機より遥はるかに静かなエンジン音と熱風を吐はき出す、円えん盤ばん型がたの翼つばさ。

「何よ、あれに乗ってくんじゃなかったの？」

　熱風に目をしばたたかせ、リンコが視し線せんを振ふり下ろした。その先には、頭上のものと同じ形をした、もう一機の空中機動兵器。廃はい屋おく二ふた棟むねの屋根を潰つぶし、右斜ななめに傾かたむいた姿勢で着陸している。

「俺おれたちが乗ってきたのは、上のやつ。あそこのは、オマケだ。コクピットが壊こわれているから、人の手じゃ動かせない」

〈トンボ〉を見上げたまま、ショウゴが答えた。

「じゃ、誰だれが屋根の上にのせたのよ？」

　リンコが突つっ込こむ。

「国家機き密みつだ」

　はぐらかし、ショウゴは手にしたライトを左へ振った。

　頭上の〈トンボ〉が横へ移動し、それから、ゆっくりとトタン屋根と並ならぶ位置へ降下する。

「というわけだから、定員三名は変わらない。駄だ々だをこねずに、留る守す番ばんしててくれ」

　リンコにライトを手て渡わたし、ショウゴが言った。

「ちょっと、いつアタシが駄々をこねたのよっ？　もう子供じゃないんだから、納なつ得とくしてるわよ。ただ……」

　リンコが包帯の巻かれたショウゴの左腕うでを把とり、胸むな元もとに抱だき寄せる。

「……心配なんだ。こんなケガしてるのに、まだ戦うなんて……無理しないでね、ショーくん。危ないコトは、みんなエイジに──」

『おい！　何でそおなるんだよ！』

　ショウゴの提さげた無線機から、コクピットに座すわるエイジの〈声〉が聞こえた。

『ったく、ガキのくせにイチャイチャと……おママゴトは帰ってきてからやれよ！』

「うるさい、馬ば鹿かエイジ！」

　リンコが〈トンボ〉の目玉にライトを投げつけた。

『うあっ、また投げやがった！　お前、その癖くせどうにかしろよな！』

　大おお騒さわぎするエイジの音声に混まじり、かすかな笑い声が聞こえてくる。エイジの向こう、右のコクピットに座すわるユキ・マホロバ。

「姉さんとは……もう、いいのか？」

　無線機を取り上げ、ショウゴがユキに話し掛かける。

『ああ。積もる話は、仕事が終わってからするさ。じゃないと、気持ちが鈍にぶる』

　ユキが答えた。

「話したくても、今いま頃ごろは夢ゆめの中よ。なんてったって、アタシの特製アイスクリームを食べたんだから。お腹なかに入って三十分もすると、猛もう烈れつに眠ねむくなって、バタンキュー。ま、今からだとお昼過ぎまで起きないわね」

　自じ慢まん気げにリンコが言った。但ただし、アイスクリームの隠かくし味あじである睡すい眠みん薬やくはエイジの調ちよう達たつ、指示したのはショウゴだった。

　敗走した〈黒ブラツク船ボート〉の残党は、その黒くろ幕まくである〈アグネス〉の教きよう祖そマクスウエルと行動を共にしている可能性が高い。ショウゴたちが〈黒ブラツク船ボート〉の追つい撃げきに向かうと知れば、ミユは必ず何らかの妨ぼう害がいにでるだろう。彼女に睡眠薬を吞のませたのは、それを防ぐためだった。

「じゃ、留守を頼たのんだぞ。彼女が起きたら、熱いコーヒーでも入れてやってくれ」

　リンコに言って、ショウゴはトタンの屋根を蹴けり、〈トンボ〉の背に飛び移った。

『俺たちの分も頼むぜ。ついでに焦こげてないランチもな』

　エイジの〈声〉が、ショウゴと共に搭とう乗じよう孔こうへ吸い込まれた。

「誰が、あんたなんかに！」

　上じよう昇しようしていく目玉の中から手を振ふるエイジへ、リンコがあかんべえを返した。

　直後、風が背後で沸わき起こり、潰つぶれかけた隣りん家かの屋根からもう一機の〈トンボ〉が舞まい上がった。

「うわっ」

　リンコは驚おどろいて振り返った。

「……ホントに無む人じんで飛んでるわあ」

　上空へ遠ざかるシルエットを見上げながら、リンコはふわぁとあくびをした。

　まだ、夜明けまでには一時間以上ある。もう一ひと眠ねむりしよう、とリンコは思った。

　歩きだした途と端たん、視し界かいがぐらりと傾かたむいた。猛もう烈れつな眠ねむ気け。まぶたと頭が重くなる。

「なに、これ……まさ、か……」

　膝ひざを落としたリンコの脳のう裏りに、カラフルなアイスクリームの映像が浮うかぶ。

「ミユさんに出したのが、ストロベリーとパイン……アタシが、食べたのが……」

　トタン屋根に身体からだを横たえ、リンコは考えた。

「あ、れ？　おんなじだぁ……すり替かえ、たんだ、きっと」

　まぶたが、ゆっくりと下りていく。

「……やっぱり……ただ者じゃあ、ない……あの、女……」

　自分の二にの腕うでを枕まくらにして、リンコはむにゃむにゃと寝ね言ごとを言った。




　　　　◆




　午前五時。夜明けの近い旧きゆう国道十六号線を南下する街がい宣せんバスの前方に、低く広がる暖だん色しよく系けいの瞬またたきが見え始めた。時折り瞬きの幾いくつかが空へ昇のぼり、逆に降りてきた別の瞬きと交差する。米軍機の夜間離り着ちやく陸りく訓練。キサーズ米軍基地ベースは、もう目の前だ。

　キサーズ米軍基地ベースは、シティの南方、君きみ津つ市との境さかい付近に置かれた旧首しゆ都と圏けん最大の米軍駐ちゆう屯とん地ちである。

　日本の領りよう土どに在ありながら、その敷しき地ち内ないには、日本の法律はおろか日米合同統とう治ち区くの特別法も及およぶことはない。日本の中の米国、治ち外がい法ほう権けんゾーンだ。《復ふく讐しゆう法ほう》も、その例外ではなかった。原げん告こく、或あるいは被ひ告こく側がわ、どちらか一方が基地内に踏ふみ込めば、あらゆる執しつ行こう活動は続行不可能となる。強きよう行こうすれば武ぶ力りよくによる越えつ境きよう行こう為いとみなされ、深しん刻こくな国際問題に発はつ展てんする。

　ショウゴが日本政府の意向で動いているのなら、基地内への攻こう撃げきはありえない──大佐カーネルがキサーズ米軍基地ベースを逃とう亡ぼう先さきに選んだのは、そう考えたからだ。

「どうやら、無事辿たどり着けたようですよ？」

　司し祭さい服ふくに身を包んだマクスウエルが、最前席から車内を振ふり返った。

　最後部席に陣じん取どる大佐カーネルと、左右の座ざ席せきに座すわる八人の武ぶ装そう兵へい。大きな戦せん傷しようこそ負おっていないが、皆みなが皆、憔しよう悴すいしきった表情を顕あらわにし、押おし黙だまっている。

　破格の支度したく金きんと最新の装そう備び・兵へい器きを供きよう与よされ、覆面軍隊アンダーカバーアーミーの先せん遣けんを担になった三中ちゆう隊たい規き模ぼの非公式部隊〈黒ブラツク船ボート〉。その成なれの果ては、たった九人の敗はい残ざん兵へい。

（大おお口ぐちを叩たたいた挙あげ句くに、この有あり様さまか……しかも、一人の男にやられただと？　戯言たわごとで責任回かい避ひできると思うなよ、白はく頭とう鷲わし）

　マクスウエルは、大佐カーネルの話を信じていなかった。

　電子制せい御ぎよされたあらゆる兵器に干かん渉しようできる軍ぐん事じ衛えい星せい、それを自じ在ざいに操あやつる男──そんな人間が実在したら、日本はとうに世界を制しているはずだ。世界暴ぼう動どうで活かつ躍やくした軍ぐん属ぞくには、後のちに頭のおかしくなった連中が多いと聞くが、大佐カーネルもその一人に違ちがいない。

（まあ、いいでしょう。白頭鷲がイカレているのなら、私の責任は問われない。あの男を実行役に選んだのは、〈上〉なのだから）

　フロントガラスへ向き直り、マクスウエルはほくそ笑えんだ。

「そろそろ基地へ連れん絡らくを。ゲートで待たされるのはごめんですからね」

　斜ななめ前でハンドルを握にぎる牙空ヤーコンに、マクスウエルが言った。

「……マスター」

　スキンヘッドが振ふり返る素そ振ぶりをみせた。

「どうしました？」

「……通信できない」

　拙つたない英語で、牙空ヤーコンが返した。

「そんなはずが──」

　マクスウエルは席を立ち、運転席へ駆かけ寄った。

「奴やつだ！」

　後方で、大佐カーネルが声をあげた。

「何を馬ば鹿かな！　単にチャンネルが合っていないだけですっ」

『チャンネルは合っている』

　音声がマクスウエルの言葉を否定した。

『《復ふく讐しゆう法ほう》第二条甲こう三項。執しつ行こう開始九十六時間ヲ経過シタル後、原告側ハ被告側ニ対スル攻こう撃げき優ゆう先せん権けんヲ失ウ……反撃の条件は満たされた』

　サーチライトの光が、リアウインドウから斜ななめに差し込んだ。

「〈トンボ〉が上にっ──奴やつはもう追いついてるぞ！　マクスウエル、基地までの距きよ離りはっ？」

「あ、あと半マイル（約八百メートル）ほどですっ」

「ならば、全速で走らせろ！　奴は我われ々われが何とかする！」

　大佐カーネルが怒ど鳴なった。

「特技兵は演説台へ上がってミサイル攻こう撃げき、狙そ撃げき兵へいが援えん護ご、残りは窓から銃じゆう撃げきしろ！」

　指揮官の力強い命令に、厭えん戦せん気分にあった兵士たちの顔に生せい気きが蘇よみがえった。




　　　　◆




「──あれは、〈アグネス〉のバスじゃないか！　何で〈黒ブラツク船ボート〉の奴らがっ？」

〈トンボ〉の機き銃じゆう席せきから疾しつ走そうするバスを見下ろし、ユキが喚わめいた。

「何でって……」

「〈アグネス〉の教祖マクスウエルが、連中の黒くろ幕まくだからだ」

　言葉に詰つまるエイジに代わり、後部座席のショウゴが答えた。

「マクスウエルが？」

「そうだ。守しゆ秘ひ義ぎ務むがあるから詳くわしくは言えないが……マクスウエルは宗教的理由からなどではなく、極きわめて政治的理由からアグネス教団を利用したんだ。少なくとも、神様とは関係ない」

「じゃあ、ミユは……」

「あんたの姉さんも、被ひ害がい者しやさ」

　ショウゴが言った。

「黒幕とはいえ、マクスウエルは〈アグネス〉の関係者。あんたの顔見知りだ。奴やつの始し末まつは、俺おれたちが──」

「気き遣づかいは無用だ」

　機銃のコントロールハンドルを握にぎり締しめ、ユキが唸うなった。表情が、驚おどろきから烈はげしい怒いかりの形ぎよう相そうに変わっていく。

「この距きよ離りなら、十分やれる──撃うつぞ？」

　トリガーカバーを指で弾はじき、ユキが訊きいた。

「残念だが、レールガンは弾丸たま切ぎれだよ」

　ショウゴが答えた。

「何だって？　じゃ、どうやって奴らを──うわっ」

　火花が、ユキの目の前で咲さいた。抗こう弾だん仕し様ようのガラスを叩たたく、機関銃弾。

「心配ない。あと少しで、止められる」

　ショウゴの口く調ちようは自信に満ちている。

「けど、早いトコ頼たのむぜ？　屋根に上がった連中が物ぶつ騒そうなモン構えてるからよ！」

　操そう縦じゆう桿かんを操あやつりながら、エイジが言った。

「ロケットランチャー！」

　ユキの叫さけびと前後して、眼がん下かのバスの上で発射の白はく煙えんが湧わいた。

「避よけろ、エイジ！」

「言われなくてもっ」

　エイジが機体を上じよう昇しようさせ、ロケット弾を後方へやり過ごす。

「すぐに戻もどってくるぞ、ミサイル誘ゆう導どう弾を！」

　レーダーを覗のぞき込み、ショウゴが言った。

「えっと……やばいっ、そっちも空カラんなってる！」

「オレが行く！」

　ユキが機銃席から立ち上がった。

「何をする気だっ？」

「射ち落とす！」

　ショウゴを押おし退のけ、搭とう乗じよう孔こうのハッチを開く。

　搭乗孔から顔を出すや、強風がユキの頰ほおを叩たたいた。激はげしい向かい風を後ろにし、どうにか射撃姿勢を整ととのえる。手にした得え物ものは、電子制御銃ブラスター。急なカーブを描えがいて戻もどってくるロケット弾へ、前後の照しよう準じゆん溝こうを慎しん重ちように合わせる。

　ユキの唇くちびるがすぼまり、銃口がフラッシュに包まれた。

　命中。

　爆ばく発はつが頭上と、そして右方で起こった。新あらたに放はなたれたロケット弾が、右の翼つばさを破は壊かいしたのだ。

〈トンボ〉は水平バランスを崩くずし、右へ大きく傾かたむきながら、バスへ向かって落下した。

　右う翼よくが、バスの屋根を削けずった。

　演説台と共に弾はじき飛ばされた三人の兵士が、ユキの視し界かいをかすめた。

　直後、〈トンボ〉は一回転し、バスの前方へと抜ぬけた。

「嬢じようちゃんはっ？」

　操縦桿を引きつつ、エイジがショウゴを振ふり返った。

「振り落とされた──が、無事のようだ」

　再び、眼下に現われたバスをショウゴが指差した。

　ユキが、バスの屋根の上を腹はらばいで移動している。

「ひえぇ、ホント、すげえ女だぜ」

「感心してる場合じゃないぞ。機体の速度が落ちてきてる」

「やっ、やべえ、エンジンの出力が……ゼロ？──って、胴どう体たい着ちやく陸りくかよ！」

「なるべく、バスの近くに落とせ。じき向こうも止まる」

　バスの前方を睨にらみ、ショウゴが言った。
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　基地の第一ゲートが、目もく視し可能な距きよ離りまで近づいていた。

　あと二百メートル足らず。

　マクスウエルは、後ろを振り返った。

　リアウインドウの遥はるか向こうで、〈トンボ〉が墜つい落らくするのが見えた。

　勝利の歓かん声せいはなかった。大佐カーネル以下、〈黒ブラツク船ボート〉の残ざん党とうたちは無む言ごんで、後方の光景を見つめていた。

（負け犬どもめ）

　心中で罵ののしり、マクスウエルは前方へ目を戻もどした。

　突とつ然ぜん、視し界かいに揺ゆらぎが生じた。

　基地ゲートが見えなくなり、巨きよ大だいな物体が進路上に現われる。

「ト、〈トンボ〉！」

　マクスウエルは思わず声をあげた。

　目玉の潰つぶれた無む人じんの空中機動兵器が、光学カムフラージュを解といて立ち塞ふさがったのだ。

「牙空ヤーコン──！」

　マクスウエルが命令するまでもなく、牙空ヤーコンはブレーキペダルを踏ふみ込んでいた。

　ブレーキ機構の悲鳴が足元から沸わき起こり、車輪のあげる火花が窓の位置まで噴ふき上がった。

　だが、急きゆう停てい止しするには、あまりに制せい動どう距きよ離りが足たりなさすぎた。

〈トンボ〉の頭が正面に迫せまり、激げき突とつの衝しよう撃げきと共に、防ぼう弾だん仕し様ようのフロントガラスを突つき破やぶった。

　バスはそれでも止まることはなかった。〈トンボ〉とキスしたまま道路を滑すべり、中央分ぶん離り帯たいを乗り越こえ、反対車線へ飛び出した。途と端たん、バスの片輪が吹き飛び、車体が右へ転ころんでアスファルトと不ふ協きよう和わ音おんを奏かなでた。

　激突から、約二分。ふたつの巨大なスクラップは、ガードレールの手前で、ようやくその動きを止めた。

「……くっ、そ……」

　粉ふん塵じんをまとうバスから、手が伸のびた。初代教祖アグネスの肖しよう像ぞう画がをはめこんだ窓を押し開け、横おう転てんしたバスの横腹へと這はい出す、司し祭さい服ふく。

　マクスウエルは唇くちびるの血を拭ぬぐい、バスの軌き跡せきに目を凝こらした。

　摩ま擦さつの焦こげ跡あとが、中央分ぶん離り帯たいの向こうへ続いていた。その周まわりには、剝はがれ落ちたパーツや燃ねん料りようの染しみ、そして投げ出された〈黒ブラツク船ボート〉の兵士たち。

「フフフ……ハハハ……」

　マクスウエルは擦かすれた声で笑った。

　敵も、味方も全すべて死んだ。だが、自分はほとんど無む傷きずで生きている。そのことがたまらなく愉ゆ快かいで、誇ほこらしかった。

（神に背そむきながら、私は神しん罰ばつともいうべき危き難なんを退しりぞけた。もう、私を殺せる者などいない。私は神に、その存在を認めさせたのだ）

　歓かん喜きに肩かたを震ふるわせ、マクスウエルはのろのろと立ち上がった。

「マクスウエル」

　声が、背後から掛かけられた。

　司祭服が翻ひるがえり、眼がん下かにたたずむ赤せき髪はつの女と対たい峙じする。

　女は、全身傷だらけだった。カラシ色の衣服のあちこちが裂さけ、血ち塗まみれの肌はだが覗のぞいている。特にひどいのは左腕うで。肘ひじから先が捻ねじれ、折れた骨が皮ひ膚ふを突き破っている。見た目にも、立っているのがやっとの状態。しかし、彼女の右腕だけは、強固な意志によってまっすぐバスの上に伸のばされていた。

「君、は……ユキ？　ユキか！」

　マクスウエルが女の名前を口にした。

「マクスウエル……貴き様さま、よくも〈アグネス〉を……姉さんを裏切ったな！」

　唇を戦慄わななかせ、ユキが言った。右手に握にぎった電子制御銃ブラスターの先せん端たんを、血の気の失うせた男の額ひたいに合わせていく。

「待ち給たまえ、ユキっ。君は誤ご解かいしている。ミユは、君の姉さんは私の計画に賛さん同どうを……他ほかのメンバーたちも、皆みな、理想世界の礎いしずえを築きずくために──」

「言うことは、それだけか？」

　ユキの指先が、トリガーに掛かった。

「地じ獄ごくで、アンドーたちが……〈バルゴ〉のメンバーが待っている」

「やっ、止やめ……」

「止めて、ユキ！」

　マクスウエルの命いのち乞ごいを、別の声が継ついだ。

　ひしゃげた〈トンボ〉の中からバスの横腹へと這はい上がってくる人ひと影かげ。

「──姉さん！」

　ユキの指先から、力が抜ぬけた。

　片足を引きずり、マクスウエルへ歩あゆみ寄る、ミユ・マホロバ。

「ミユ、どうして、ここに」

「お願い、この人を撃うたないで」

　ユキの問いには答えず、ミユが言った。

　銃じゆう口こうから庇かばうように、マクスウエルの前に立ち、じっと妹を見下ろす。その手の中には軍ぐん用よう拳けん銃じゆうグロック３５。
















「な、何言ってるんだ、ミユ？　マクスウエルは〈アグネス〉を利用して──」

「わかってる」

　ミユが、言葉を遮さえぎった。

「わかってるけど、それでも、私は信じているの。この人を、マクスウエルを愛しているから……だから、わかっていても、この人を赦ゆるしたいの」

「ミ、ミユ、私は……」

　背にしたマクスウエルが、弱々しく声を落とす。

「いいの、マクス」

　言って、ミユはマクスウエルと向き合った。

「私は、あなたを信じている。でも……犯おかした罪つみの償つぐないはするべきよ」

　ミユは、マクスウエルを見上げた。

　深しん緑りよくの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん、碧へき眼がんの奥おくにある心を覗のぞきかけ、すぐに逸そらされる。

「わかっていても、信じてきた。それは、これからも同じ……だから、お願い……共に、償いを」

　ミユが拳銃を持った右手をゆっくりともたげた。

「何する気だ、ミユ！　そいつは、オレが……早く、そこをどけ！」

　銃を震ふるわせ、ユキが喚わめいた。

「ミユ、君は……」

　言いながら、マクスウエルは視し線せんをちらりと道路へ振ふった。銃を構えるユキの後方で倒たおれていた兵士が起き上がるのが見えた。大佐カーネルだ。ユキはそれに気づいていない。

「……ありがとう」

　マクスウエルは愛いとしげな眼まな差ざしでミユを見下ろした。自分の左手を、銃を持つミユの手に添そえ、胸むな元もとへ引き寄せる。

「最後まで、私を信じてくれるんだね。こんな私を……ミユ、本当に、君は──」

　碧眼が、残ざん忍にんな色を帯おびて吊つり上がった。

　銃口がマクスウエルの胸を離はなれ、ミユの背後へ振り下ろされる。

「──愚おろかな女だ」

　マクスウエルの指先が、トリガーに掛かけられたミユの指を強ごう引いんに押おし込んだ。

　強力な軍用拳銃の至し近きん弾だんが、ユキの身体からだを抗こう弾だんベストごと斜ななめに貫つらぬき、アスファルトへ突つき刺ささる。

「……やろ、う」

　ユキは仰あお向むけに倒れながら、電子制御銃ブラスターの先せん端たんをマクスウエルに合わせた。

「ユキ！」

　泣き叫さけぶ姉の顔が視界に入った。

「ミ、ユ……」

　指先から力が抜ぬけ、銃が手の中から滑すべり落ちた。

「どうしてっ？　どうして撃ったの、マクス！」

　ミユは髪かみを振ふり乱みだし、マクスウエルに食ってかかった。

「うるさい！」

　マクスウエルはミユの手から拳銃を奪うばい取り、力ちから任まかせに突き飛ばした。

「全く、君は愚かな女だな！　私を信じるだとっ？　確か、最初の時もそう言ったな。君の母親、アグネスが薬物中毒者ジヤンキーどもに惨ざん殺さつされた時も！　君はわかっていたんだろ？　君は、他た人にんの目を見ることで心を覗のぞける。だから、わかっていた。私が連中を雇やとったことを、教団を奪うばうためにアグネスを暗殺したことを──」

　倒れたミユに銃口を向け、マクスウエルは無む造ぞう作さに引き金を絞しぼった。

　銃じゆう弾だんが腿ももに命中し、ミユがその場に釘くぎ付づけになる。

「信じる、信じる、信じる……その挙あげ句くの果てがこれかい？　色いろ恋こいに血迷って、とうとう妹まで殺しちまった。ああ、皆、君のせいだよ。わかっていながら、この私を止めなかった君のね！　最後に教えてあげるよ。私は、何も信じていない。子供の頃ころ、目の前で家族が殺されたあの日からずっと。赦ゆるしの世界だと？　そんなもの未み来らい永えい劫ごう実現しないさ。だから、私は自分の力で、絶対の安全と平へい穏おんを手に入れることを望んだ。権力と金──それさえあれば、私の望みは実現できる！」

　マクスウエルは一いつ気きにまくしたてると、大きく息を吸い込んだ。銃じゆうの狙ねらいを脚あしから顔へ移動させ、ゆっくりと息を吐はき出す。

「さよならだ、ミユ。母はは君ぎみと妹に、よろしく」

　言って、マクスウエルは引き金の指に力を込こめた。

　銃声が轟とどろいた。

　悲鳴をあげたのは、しかし、ミユではなくマクスウエルだった。

「ひいいっ、手が、指がああぁ！」

　血ち塗まみれの手を掲かかげ、マクスウエルが喚わめいた。打うち砕くだかれた拳銃の破片が千ち切ぎれかかった五指に万まん遍べんなく突つき刺ささっている。何者かが、マクスウエルの手を狙そ撃げきしたのだ。

「ううう、あああ……」

　激げき痛つうに身を屈かがめながら、マクスウエルは前方を見み渡わたした。

　狙撃者は、中央分ぶん離り帯たいに立っていた。

　アサルトライフルを構えた、少年。

「やっ、奴やつがそうなのか──大佐カーネルっ？」

　振ふり向けた視し線せんの先に、大佐カーネルの姿すがたはなかった。

　遠ざかる駆かけ足あしの音に、後ろを振り返る。

　大佐カーネルは既すでに戦いを放ほう棄きしていた。米軍基地のゲートを目指し、一いち目もく散さんに走っていく。

「あっ、あんな、子供が……私の計画を……？」

　近づいてくる少年へ向き直り、マクスウエルが呻うめいた。

「そんな、ことが──」

　銃じゆう火かが連続して、閃ひらめいた。

　同時に、竜たつ巻まきがマクスウエルの手前で沸わき起こり、飛来したライフル弾だんを左右に弾はじき飛ばした。

「牙ヤー、空コン！」

　残ざん骸がいを押おし退のけ、バスのフロントから現われたスキンヘッドに、マクスウエルが呼び掛けた。運転席にいたにも拘かかわらず、怪け我がらしい怪我は全くしていない。

「あ、あの少年を、何とかしてくださいっ」

「……承しよう知ち」

　主人の命令に、石せき仏ぶつの如ごとき顔が無表情にうなずいた。巨きよ体たいには不ふ釣つり合あいな、細くしなやかな両りよう腕うでをくねらせ、渦うずを巻く風をまとった。
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　頭上から落ちてきた《力りき場ば》に、ショウゴは路面を蹴けって飛びのいた。

　アスファルトを砕くだいて着地する竜巻。その中心に、スキンヘッドの大男が立っていた。

　互たがいに、見覚えのある顔だった。

　対たい峙じするのは、これが二度目。一度目は、キサーズ・スカイタワーの最上階。

「おいっ、そいつは確か……！」

　中央分ぶん離り帯たいの植え込みの陰かげで、エイジが叫さけんだ。

「ここは任まかせろ。すぐに追いつく」

　ショウゴが首を振り、先へ行くよう促うながした。

「わ、わかった」

　エイジはうなずき、その場から離はなれた。

「……また、あんたか」

　ライフルを構えたまま、ショウゴがスキンヘッドに声を掛かけた。

「今日きようは、マスター、死んでない」

　拙つたない英語で、牙空ヤーコンが返した。

「確かに……戦う理由はあるな」

　ショウゴが言った。

「だが、あんたが《能力者パワーズ》である以上、俺おれには勝てないぜ。それでもやるのか？」

「笑しよう止し」

　無表情の顔に、かすかな笑えみが浮うかんだ。

「そうかい。じゃ、仕方ないな」

　ショウゴは構えていたライフルを投げ捨てた。

　相手の意外な行動に、牙空ヤーコンの細い目が見開かれる。

「ひとつ聞いておきたい。あんたはなぜ、この道に入ったんだ？」

　ショウゴが訊たずねた。

「知れたこと」

　竜巻の中から、牙空ヤーコンが左腕を押し出した。

　途と端たん、手のひらに新あらたな《力場》が生じ、水平の竜巻がショウゴに襲おそいかかった。

「《力》で、無能力者、殺す。楽しい」

　空中へ吹き飛ばされたショウゴを見上げ、牙空ヤーコンが言った。

「あんたが、ろくでなしで安心した」

　竜巻と共に上じよう昇しようしてくる牙空ヤーコンを、ショウゴが見下ろした。

　牙空ヤーコンの右手が手しゆ刀とうを成なし、第三の《力場》をまとった──鋼こう鉄てつをも切り裂さく、真空の風。《力》に捕とらわれた獲え物ものへ、牙空ヤーコンは見えざる刃やいばを繰くり出した。

「──無む駄だだよ」

　声が下くだり、手のひらが牙空ヤーコンのスキンヘッドを摑つかんだ。

　牙空ヤーコンは混乱した。確かに、自分は必ひつ殺さつの一いち撃げきを少年へ見み舞まった。だが、彼は無む傷きずで目の前にいる。竜巻で防ぼう御ぎよされているはずの自分の懐ふところに。

「あんたたち《能力者パワーズ》は、《災さい厄やく》の時、流星の光を見て《力》を覚かく醒せいさせた。俺も同じさ。但ただし──」

　牙空ヤーコンを見つめる鳶とび色いろの瞳ひとみが、鮮せん烈れつな赤を帯びた。

　同時に、牙空ヤーコンを包んでいた《力場》が消え失うせ、重力がのしかかった。

「──俺は宇宙そらで直接、光を浴あびた」

　言って、ショウゴはスキンヘッドを摑む左手を、迫せまりくる地上へ突つき出した。

　頭ず蓋がいの割れる鈍にぶい音が、路面に飛び散った。

「先に、逝いっててくれ」

　低い呟つぶやきを落とし、ショウゴは動かなくなった牙空ヤーコンから手を離はなした。
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「イカサマ教祖め、逃にがすかよ！」

　バスの横腹に駆かけ上がり、エイジはライフルを構えた。

　キサーズ米軍基地ベースのゲートへと走っていくふたつの人ひと影かげ。その一方、白い司し祭さい服ふくをなびかせるマクスウエルに照しよう準じゆんを合わせる。

「待て、エイジ！」

　追いついてきたショウゴが、ライフルの銃じゆう身しんを摑つかんだ。

「なっ……どういうことだよっ？」

　憤ふん慨がいしたように、エイジが怒ど鳴なった。

「よく見ろ。奴やつらはもうゲート手前の境界線を越こえている──日本の外だ」

　鋭するどい口く調ちようで、ショウゴが言った。

「で、でもよ……」

「原げん告こくが故こ意いに国外へ出た場合、権利の放ほう棄きとみなされ、被ひ告こくの赦しや免めんが成立する。《復ふく讐しゆう法ほう》第五条甲こう二項だ。この執しつ行こうは、終わったんだ。俺たちが法で動いている以上、今、奴を撃うつことはできない。もし、撃てば〈上〉も黙だまってはいないだろう」

「くそっ！」

　エイジは空を仰あおぎ、ライフルを下ろした。

　やがて、ようやく外の騒さわぎに気づいた米軍の警備車両が、けたたましくサイレンを鳴らしながらゲートの内側に集まりだした。
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「ユキ、俺の声が聞こえるか？　ユキ──」

　呼び掛けに、閉じかけていたまぶたが反はん応のうした。

「……ショウゴ……」

　小さな唇くちびるがかすれ声を発し、まぶたの下から現われた深しん緑りよくの瞳ひとみに光が宿やどる。

「……オレ……また、ドジっちまった……」

　自分の上体を抱だき抱かかえる少年を見上げ、ユキが言った。

「……引き金を、ためらって……撃てなかっ──がはっ」

　咳せきと共に吹き出した液体が、蒼そう白はくの顔を赤く彩いろどる。

「──ミユ、は……姉さん、は？」

　吐と血けつを抑おさえこみ、ユキが訊たずねる。

「安心しろ」

　短く、ショウゴが答えた。

「は、は……」

　血ち塗まみれの唇が笑った。

「……オレ、護まもることが、できたんだ……やっと……」

「そうだ」

　ショウゴがうなずいた。

「……ショウゴ、頼たのみがある」

「何だ？」

「笑わず……聞いてくれるか？」

「言ってみろ」

「……オレが、眠ねむるまで……強く、抱いてくれない、か」

　深緑の瞳が動き、何もない空間を見つめた。ユキの目は、もう見えないのだ。
















　ショウゴは無む言ごんで、ユキを抱く腕うでに力をこめた。

「……ああ、やっぱり……お前は、不ふ思し議ぎなヤツだ……オレより年下なのに……まるで、父さんの……腕の中、に……」

　長い吐と息いきが、ユキの唇を震ふるわせた。

　一ひと筋すじの涙なみだが閉じたまぶたの端はしから、ゆっくりと流れ落ちる。

「おい、ショウゴ！　依い頼らい人にんの意識が戻もどったぞ！」

　バスの上で、エイジの声があがった。

　ユキの吐息が静かに終わった。

　唇は、二度と震えることはなかった。




　　　　◆




　失血による昏こん睡すいから一時的に目覚めたミユの視し界かいに、彼女を見下ろす少年の姿すがたがぼんやりと映った。

「ユキは死んだ」

　ぽつりと、少年が言った。

　途と端たん、ほんの少し前の出来事がミユの脳のう裏りに蘇よみがえり、意識から朦もう朧ろうを払はらった。

「マクスウエルは逃にげちまった」

　呟つぶやきを落とす少年が、はっきりと見えてくる。人形のように美しく、無表情な顔。自分を見つめる暗く、冷たい眼まな差ざし。

「でも、あんたは生きている」

　少年の言葉に、目の前がかすんだ。

　溢あふれだす、涙なみだ。こみあげる嗚お咽えつ。

　ミユは自分の生を否ひ定ていするかのように、首を振ふった。

「あんたは生きている」

　少年の声が近づいた。

「だから、あんたは選せん択たくできる。ふたつにひとつの選択を──」

　ミユの目が、大きく見開かれた。涙で揺ゆらぐ少年の顔をじっと見み据すえる。

「──妹の仇敵かたきを赦ゆるすか、《復ふく讐しゆう法ほう》を行こう使しするか」

　一語一語を嚙かみ締しめるように、少年が言った。

　嗚咽が、にわかに止やんだ。乾かわいたミユの唇くちびるが、すぼまり、開き、かすれた言葉を紡つむぎだす。

　少年は、ミユの口元にそっと耳を寄せた。

　長い夜が、ようやく明けようとしていた。








　　　十二　訣けつ別べつの者









　十一月二十日。

　三さん角かく翼よくと細長い胴どう体たいを持ったＨＳＴ（極ごく超ちよう音速輸送機）が、高度成せい層そう圏けんを目指して飛行していた。その左右には、三角翼と同じ形のステルス戦せん闘とう機きが、ＨＳＴと編へん隊たいを組むように飛んでいる。

『……こちら、デルタ・リーダー。貴き機きは間もなく、日本の領りよう空くう外がいへ達する。我われ々われの警けい護ごはここまでだ。よい旅を！──』

　戦闘機からの通信が、ＨＳＴの機内に流れた。

　白を基調とした内ない装そう、革かわ張ばりのリクライニングチェアー、高級酒の並ならぶバーカウンター。軍ぐん用よう輸送機のキャビンとは思えない、豪ごう奢しやな作り。

「確かに、悪くない旅になりそうですね」

　バーのホルダーからブランデーを引っ張りだし、マクスウエルが言った。

「将しよう軍ぐん専用機を貸し切り、二時間ちょっとで本国だ。めったに体験できるものじゃない。ま、スチュワードがいないのが、タマにキズですが」

　左腕うでで酒さか瓶びんを抱だき、右手で蓋ふたを取り外す。包帯でふくらんだ左手は、重じゆう傷しよう。但ただし、複製再生手術のおかげで、早ければ二か月後にはグラスを持てるようになると軍ぐん医いに言われている。

「さすがに祝しゆく杯はいとはいきませんが、無事、あの国を脱だつ出しゆつできたんです。乾かん杯ぱいしようじゃないですか」

　マクスウエルはグラスをふたつ摘つまんで、キャビンを振ふり返った。

　広いキャビンに余よ裕ゆうをもって配置された座ざ席せきは、全部で十六。だが、埋うまっているのはたった一席。操そう縦じゆう室しつにほど近い右の窓まど際ぎわだけだった。

「乾杯だと？　まだ気が早いんじゃないか？」

　旋せん回かいを終え、引き返していく戦闘機を眺ながめながら、大佐カーネルが言った。

「気が早い？　ハハ、まだ怯おびえているんですか」

　マクスウエルが呆あきれたように首を振る。

「じきに、高度成層圏ですよ？　あの少年も、ここまでは追ってこれない」

「お前はあれほどの目に遭あいながら、まだ奴やつの恐おそろしさがわかってないようだな？」

　翼つばさのような眉まゆを吊つり上げ、大佐カーネルがマクスウエルを睨にらんだ。

「普ふ通つうでないのは認めますが、結局、私たちを仕し留とめ損そこなったじゃありませんか。もし、あなたが言うような人物なら、私たちを基地ごと抹まつ殺さつできたはずですよ？」

　マクスウエルはグラスをカウンターに置き、酒さか瓶びんを腕の中から取り上げた。

「奴は、執しつ行こう代だい理り人にんだ。恐おそらく、法を護まもったに違ちがいない」

「それはまた、律りち儀ぎな殺し屋だ」

　マクスウエルが口く調ちように嘲あざけりをこめる。

「俺は、今、この輸送機に乗ったことを後こう悔かいし始めている」

　唐とう突とつに、大佐カーネルが言った。

「後悔……？　なぜです？　あのままキサーズに残ったら、それこそ……」

「少なくとも、あそこなら──基地の中なら安全だ。米国領だからな。だが、ここは違う。俺たちが今いるところは、アメリカの外だ」

　大佐カーネルは、紫むらさき色いろの高空へ目を向けた。

　直後、閃ひらめきが左の窓から差し込んだ。

　爆ばく発はつの轟ごう音おんが、耳をつんざいた。

　縦たての振しん動どうが機内を駆かけ抜ぬけ、横よこ揺ゆれがすぐその後を追い掛かけた。

　グラスがカウンターから床ゆかへダイヴし、ホルダーが高級酒の瓶を次々と発射する。

「な、な、な、何が──」

　ブランデーを抱いて、マクスウエルが座すわり込んだ。

「──左さ翼よくが！」

　左の窓に取りついた大佐カーネルが叫さけんだ。

（落らく雷らいっ？　そんなはずはない。高度成層圏だぞ？）

　心中で自問自答し、窓から離はなれる。

「どこへっ？」

「操縦室だ！　このまま飛べば分解する！」

　マクスウエルに言い捨て、大佐カーネルは操縦室ドアの開閉スイッチを押おした。

　開かない。内側からロックされている。

　大佐カーネルは銃じゆうを抜ぬき、開閉装置が埋うめ込まれたドアの左隅すみめがけて、弾だん丸がんを撃うち込んだ。

「──何してるパイロット！　早く高度を下げろ！」

　手動でドアを押し開け、大佐カーネルは操縦室へ怒ど鳴なりこんだ。

　しかし、そこには操そう縦じゆう士しの姿すがたはなかった。

　操縦桿かんも、スイッチ類るいもないコクピットのモニターに〈完全自動操縦フルオートパイロツト〉の文字が表示されている。この機内には、大佐カーネルとマクスウエル以外の人間は乗っていないのだ。

「本国が……〈上〉が俺おれたちを切り捨てた……？」

　大佐カーネルは茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「大佐カーネル！　一体……一体、何が起こってるんだあっ？」

　パニックに陥おちいったマクスウエルが喚わめきながら、キャビンを歩いてくる。

『執しつ行こうだ』

　機内放送のスピーカーが、〈声〉を発した。

「し、し、執行っ？」

　マクスウエルは足を止め、天てん井じようを見回した。

『あんたに肉親を殺された女の復ふく讐しゆう……その代理執行さ』

「ホウジョウか！」

　大佐カーネルが声をあげた。

『……ハーク。そこにいたのか……見み逃のがしたつもりだったのに……残念だ』

　沈しずんだ口く調ちようで、ショウゴが返した。

　恐きよう怖ふに引きつっていた大佐カーネルの頰ほおが緩ゆるみ、鷲わしの翼つばさの如ごとき眉まゆが下がった。

「なるべくして、こうなったんだ……気にするな」

　立ち尽つくすマクスウエルの背はい後ごに落ちた光こう芒ぼうに目を細め、大佐カーネルが言った。

〈主天使ドミニオン〉の歌声に魅みせられた衛えい星せい兵へい器きのピンポイント攻こう撃げき。核かく爆ばく発はつの熱を遥はるかに上回る数万度の光線が、機体を縦に割りながら、前進を始める。

『……悪いな』

　ノイズに混まじって、最後の〈声〉が聞こえた。

「いいさ」

　急激な気圧変化がもたらす嵐あらしの中で、大佐カーネルが答えた。

「先に、逝いってる」

　大佐カーネルは呟き、前方を見み据すえた。

　そして、ゆっくりと、マクスウエルを左右に裂さいて現われた光芒へ歩いていった。




　　　　◆




　十二月三日。

　クレーンに吊つるされた巨きよ大だいなモミの木が、キサーズ中央公園の噴ふん水すい広場に立てられようとしていた。一年のうち一か月だけ、殺さつ伐ばつとした人工物の中に添そえられる緑。数組のカップルと家族連れが、その作業を眺めている。

　周囲から吹ふき付けるビル風のせいで、寒い時じ季きの公園はすこぶる人にん気きが悪い。十二月最初の日曜だというのに、人出は先月の半分以下、それに合わせて出で店みせや扇動アジ演説などもまばらだった。

　エイジは〈トリトン〉噴水近くのべンチに座すわり、連れが戻もどるのを待っていた。かれこれもう一時間。暇ひまつぶしに買った新聞はとうに隅すみ々ずみまで読んでしまったので、仕方なく一枚ずつ千ち切ぎって折紙を折っていた。

「神が、私たちの罪つみをお赦ゆるしになるように、私たちもまた兄きよう弟だいを赦すべきなのです。今こそ、神の言葉に耳を傾かたむけて下さい……」

　噴水の向こう側から、どこかのカルト宗教の演説が聞こえてくる。

（神さまってのは、一体、何人いるんだ？）

　三つめを折り終え、エイジは噴水へ目を向けた。

　女を中心にした五、六人の小さな団体。さくららしき見物人の姿はなかった。懸けん命めいに語る女の前を、カップルが足早に通り過ぎていく。

　エイジは視し線せんを振ふり上げ、折りあげたものを、薄うす汚よごれた曇くもり空へかざした。

　三さん角かく翼よくと細長い胴どう体たいを持った紙ヒコーキ。

〈消息不明の米軍輸送機、機体の一部を発見〉

　小さな記事の見出しが、右の翼つばさを飾かざっている。

「てっきり、バカンスだと思ったのによ」

　エイジの投げた紙ヒコーキは、滑かつ空くうすることなく、煉れん瓦が敷じきの路面へすとんと落ちた。

「──待たせたな」

　スニーカーのつま先が、紙ヒコーキを蹴け飛とばした。

「遅おそすぎだっての！　すっかり凍こごえちまったよ」

　鼻をすすり、エイジがベンチから立ち上がった。

「アイスクリームの出店がなかなか見つからなかったんだ」

　苦にが笑わらいを浮うかべて、ショウゴが言った。その後方から、両手にジェラートアイスを持ったリンコが嬉うれしそうに駆かけてくる。

「ったく、この寒空にアイスクリームなんて、どーいう胃い袋ぶくろしてんだよ？」

　エイジが両りよう腕うでを抱いて、歩きだす。

「うるさい、馬ば鹿かエイジ！　これは、アタシとショーくんとの約やく束そくなんだから。ね！」

　ショウゴに寄り添い、リンコが言った。

「日曜日には公園でアイスだなんて、くだらねえ約束すんなよ、ショウゴ。甘あまやかしも大たい概がいにしないと──」

「どうぞ」

　黄色いビラが、エイジの胸むな元もとに差し出された。

〈赦しの家は、いつでも扉とびらを開いています〉

　日英中の三か国語に訳された言葉がビラの最上段に印いん刷さつされている。

「あんたは……！」

　声をあげたのは、ショウゴ。

　勧かん誘ゆうのビラを持つ修しゆう道どう着ぎ姿すがたの女が、柔やわらかな笑えみを返す。

「ああっ！　このヒト、ミユさんよ！」

　リンコが目をまんまるくして言った。

「ええ？──うわっ、ホントだ！　にしても、ずいぶんと……」

　エイジはまじまじとミユを見つめた。

　母親譲ゆずりの赤せき髪はつがきれいに剃そり落とされている。顔はノーメイクで口くち紅べにさえも引いていない。これでは、ちょっと見でわからないのも無理はない。

「足は、もういいのかい？」

　ショウゴが訊たずねた。

「骨が無事だったから……少し、引きずる程度」

　左足をさすって、ミユが言った。

「また……〈アグネス〉を始めたんだ？」

「ううん」

　ミユは首を振ふった。抱かかえたビラの束たばから、一枚を抜ぬきショウゴへ差し出す。

「〈アグネス〉は死んだわ。以前の私と一いつ緒しよに」

「死んだ？」

「そう……信しん仰こうに背そむき、復ふく讐しゆうを望んだ女は、もういない」

　深しん緑りよくの瞳ひとみが、ショウゴの目を覗のぞき込んだ。

「今の私は全すべてを赦ゆるせる。あらゆる人、あらゆる事象、あらゆる運命……私には、もう何もないから──」

　ミユは哀かなしげに目を伏ふせた。

「──ごめんなさい」

　唐とう突とつに、ミユが謝あやまった。

「……やっぱり、あなたには必要のないものだわ」

　ショウゴへ差し出したビラを胸に抱く。

「何が視みえた？　俺おれの目の奥おくに──」

　ショウゴが訊きいた。

「護まもるべきもの」

　ミユが答えた。

「そのために、あなたは……」

　言葉を止め、ミユは小さく頭を下げた。

「おい、ちょっと？」

　エイジが足早に去っていくミユに声を掛かけた。

　しかし、修道着が翻ひるがえることはなかった。

「ショーくん、あのヒ卜って……」

　珍めずらしく会話の邪じや魔まをしなかったリンコが、ショウゴの袖そでを引いた。

「そうだ。お前やエイジと同じ、《力》を持つ者」

　ショウゴが言った。

「〈赦しの世界〉か……うーむ」

　ビラを折り曲げながら、エイジが唸うなった。

「ンなもんが、ホントに実現するとでも思ってるのかねえ？」

「わからんぜ、エイジ」

　言って、ショウゴは空を仰あおいだ。

「あれほどまでに裁さばきを否定していた彼女が、復讐を望んだんだ。それとは逆の事が起こっても、何の不ふ思し議ぎもない」

　空を見上げるショウゴの目がぴくりと震えた。

「ああ！　雪だ！　雪だよ、ショーくん！」

　リンコが声をあげた。ジェラートアイスを高く掲かかげ、回りながら走り出す。

「結局、人の心次し第だいってコトか……なら、俺たちでも？」

　悪戯いたずらっぽく、エイジが訊きいた。

「さあな」

　はぐらかし、ショウゴは地上へ目を戻した。

「きゃあ！」

　遠くで、目を回したリンコが尻しりもちをついた。

「あああっ、アタシのジェラートがあ！」

　大おお騒さわぎを始めたリンコに、ショウゴとエイジは呆あきれたように顔を見合わせた。

　真っ白な欠片かけらが、不ふ浄じようの街まちを静かに覆おおい始めていた。








　　　あとがき









　内容が、暗くて重くて、すんません──はじめましての青田竜幸です。

　なんか日本語で書くとアレですが、横文字にするとシリアス＆ハードな小説ってことで少しは救いようも……。いえ、だからといって、しょーもないモンを書いたつもりはございません。でも、ここ最近のドラゴンの主流からはちと外はずれてるよなあ、倍角文字とかもないし……なんて思ってる次し第だいでございます。

　これでも私は、剣けんや魔ま法ほうや大だい怪かい獣じゆうやオカルトやホラーやハイテンションなラブコメが大好きで、球種もいくつか持ってるんですが、今回はそれらが一いつ切さいなし（それでも未み練れんたらしくちょっぴり入れてある）の直球勝負となりました。

『ジャッジ』のベースのひとつは、時代劇「必ひつ殺さつ仕し事ごと人にん」です。悪人に殺された罪つみなき人々の恨うらみを、金と引き替かえに晴らす裏うら稼か業ぎよう──これが死刑の代かわりとして法的に認みとめられ、ビジネスとして成立している近未来が舞台です。

　ムシャクシャしてたからとか、薬物中毒ジヤンキーだったとか、教祖グルのためにやったとか、そんな理由でもしも恋人や家族や子供を殺されたら──そう考えるといてもたってもいられなくなり、『ジャッジ』の原型を書き上げました。

　でも世の中には、あくまでも人が人に死をもたらす行こう為いに反対し続ける人々も存在します。そういう人たちの意見もまた決して軽くみるべきものではありません。だから、『ジャッジ』には、双そう方ほうの立場にたつキャラクターを登場させてあります。果はたして、どちらが正しいのか──それは読んでくれた人それぞれの判断にお任まかせします。

　ふひゅう～、マジメなコト書いて疲つかれてしまった……。それに「ンなことで考え込みたくないよぉ」なんて声も聞こえてきそう。ヤバイよ、こりゃ。

　あ、でも安心して下さい！　私の小説のモットーはあくまで娯ご楽らく、エンターテイメントです。ありますよぉ、アクションが！　きてますよぉ、アクションが──って全部それかい！　いえ、全編そういうわけではありません。美女も、美少年（？）も、美（？）少女もでます。けど、好きなんです。バリバリバリとか、ドグワァアアンとか、ドバキャーとか。

　しかしながら、私は決して暴ぼう力りよくを愛する者ではありません。痛いのは苦にが手てな平和を愛する小市民です。徹てつ甲こう弾だんでハチの巣すにされたり、高熱輻射線レーザーで輪切りになったり、レールガンで吹き飛ばされたり、怪あやしげな《力》で左右真っ二つなんて死に方はごめんです。破は壊かい欲よくはフィクションで発はつ散さんするに限ります。早く世界平和が訪おとずれますよう。

　それと、物語の中でやたらアメリカが悪者扱あつかいですが、私は国こく粋すい主義者でもありません、絶対に。アメリカ万ばん歳ざい、アイラブ・アメリカ！　これだけ書いとけばよかろう。

　実際、アメリカは好きな国ですよ。映画王国ですもん。映画ファンの私は足を向けて眠ねむれません。どの方角にアメリカが在あるのかわかりませんけど。

　あと、『ジャッジ』には様さま々ざまな現代兵器の他、未来兵器なんてのも登場していますが、それの弱点探さがしなんてのも、読後にはよろしいかと。何でこんなこと書くのかといいますと、さっき見直ししてて、見つけちゃったんですよ。米国の誇ほこる無敵の空中機動兵器〈トンボ〉の弱点を。しかも、思い切り文章化されている。でも敢あえてそのままにしときます。偶ぐう然ぜんにも、その言い訳になりそうなことも書いてありますし。ヒントは「せっかく〈見えないステルス〉のが売りなのに、赤外線で丸見えじゃん」です。

　突とつ然ぜん、お願い。弱点探しはいいですけど、「空想科学なんたら本」並みの突つっ込こみは勘かん弁べんして下さい。なんせ、未来兵器ですから。私がこういったものを考える時の一歩は、「こんなこといいな、できたらいいな」です。当然、理り論ろん武ぶ装そうも施ほどこしますが、ブラックボックスは存在します。なんせ未来だから。ね、ドラ〇もん！

　ふう～、これくらい書けばいいのかなぁ……。あとがきが、書くのに一番苦労します。書くの初めてですから、何を書けばいいのやら。半分以上、おちゃらけた文章になってしまいましたが、本編はふざけておりません。ハードでクール、それでいてホット、ちょっぴりセンチなエンターテイメント小説です。読後にここを読んでくれてる方、ありがとうございます。本屋でここを読んでる方、ちょっと前の方を立ち読みしてみて、もしよかったら、どうかひとつ……！

　最後に、完かん璧ぺき名無し王の私を拾ひろいあげ、ここまでにして下さった編集部および担当のＭさん、素敵なイラストを付けて下さった大おお峰みねショウコ先生に、この場を借りて厚あつく御おん礼れい申し上げます。





平成十二年五月　　　　　　　




青田　竜幸　　










　　　解説










富士見ファンタジア文庫編集部






　というわけで、青あお田た竜りゆう幸こうのデビュー作『ジャッジメント・ワールド　歌え〈ドミニオン〉我がために』は楽しんでいただけましたでしょうか？　とりあえず、この巻ではホウジョウ・ショウゴのカッコよさに酔よいしれてください。と、今のところは言っておきましょう。お楽しみの要素はまだまだあります。

　まずは作者についての解説を少しさせていただきます。青田氏は第九回ファンタジア長編小説大賞に『トライアングル・マジック・シティ』という作品で応おう募ぼし、この作品は審しん査さの最終選考にまで残りました。この応募作は非常に複雑な構成でもって、多重世界を描えがいたハード・サスペンス・アクションで、「ここまでやるか？」というぐらいの徹てつ底てい的てきなドンデン返しの連続に舌したを巻いたものでした。この作品は、その構成力と文章力は高く評価されたものの、残念ながら入賞にはいたりませんでした。しかし、編集部は青田氏の作家としての将来性を買い、彼に何本もの習作を書いてもらいました。そしてついに本作品でのデビューとなったのです。

　さて、本書の解説に戻もどりましょう。この作品にはふたつのキーワードがあります。ひとつ目は《復ふく讐しゆう法ほう》──殺人などを犯おかした死刑相当の被ひ告こくに対し、被害者の近親者には「仇あだ討うち」を行う権利が与えられています。ただし、その権利を持つ者は自分の代わりに「仇討ち」をしてくれる者を雇やとうことができます。それが〈執しつ行こう代だい理り人にん〉と呼ばれる者たちです。主人公のショウゴはその〈執行代理人〉です。ですが、復讐法にはさまざまな問題点があります。その問題点が巻き起こすドラマがこの作品の魅み力りよくになっているのです。

　もうひとつのキーワードは《大だい災さい厄やく》と呼ばれる、地球に衝しよう突とつしそうになった流星群です。衝突はなんとか回かい避ひされたものの、流星群の閃せん光こうは〈能力者パワーズ〉と呼ばれるエスパーを多数産み出しました。彼らの存在が世界の混乱に拍はく車しやをかけたのは言うまでもないことです。そしてショウゴもまた〈能力者パワーズ〉なのですが、他の〈能力者パワーズ〉とは少し違った性質を持っています。詳くわしい説明は本書を読んでもらえれば解わかると思いますので省はぶきますが、このショウゴの持つ特とく殊しゆ能力が物語に深く関かかわってきます。

「ジャッジメント・ワールド」は複雑な世界観の中で複雑な人間関係が織おりなすダイナミックでドラマティックな物語ですが、このふたつのキーワードさえ理解していれば、わりとすんなりこの世界に入っていけると思います。

　まあ、そんなことを深く考えなくても、単純にサイバー・アクションとして楽しんでいただくことも可能です。ですが、本書を読み終えたかたは、多くの疑ぎ問もんを持ったことでしょう。ショウゴの過去とは？　エイジとショウゴの関係は？　リンコの能力とは？　〈上〉とは？　などなど……。これらの謎なぞはシリーズを重ねるうちにおいおい明かされていくことでしょう。そのためにもぜひとも続刊を出さねばなりません！

　その続刊を出すためには読者のみなさんの応おう援えんが必要です。今、このページを立ち読みしているひとは、すぐにレジに持っていってください。すでにこの本を購こう入にゆうし読み終わったひとは、ひとりでも多くの友人に本書を買うことを勧すすめてください。そして、作者には応援のお手紙をお寄せください。一緒に青田竜幸という若手作家と、「ジャッジメント・ワールド」という作品を育てていこうではありませんか！

　とにかく、青田竜幸は今が「買い」です。これがほんとの「青田買い」…………（沈黙）オヤジギャグで失礼しました。
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青あお田た竜りゆう幸こう





[image: ]





平成27年1月13日　発行





発行者　郡司 聡

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

http://www.kadokawa.co.jp/

企画・編集　富士見書房

03-3238-8585（編集）

http://fujimishobo.jp





(C)Ryuukou Aota, Shouko Oomine 2000





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『ジャッジメント・ワールド　歌え〈ドミニオン〉我がために』

平成12年5月25日初版発行

平成14年4月30日第4版発行















item/image/cover.jpg
IrpyIXINDT=)UR

MANSZAY) RO =i

152N KIE>3D]
BIRI7VSYTXE






item/image/p079.jpg





item/image/p111.jpg





item/image/p039.jpg





item/image/bookwalker.png
NN

BOUK~WALKER





item/image/p187.jpg





item/image/p227.jpg





item/image/logo-fan.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		一　　裁きの者



		二　　赦しの者



		三　　無情の者



		四　　先読みの者



		五　　猛き者



		六　　嘆きの者



		七　　乱れ入る者



		八　　黒き船の者



		九　　無法の者



		十　　星繰る者



		十一　愚かなる者



		十二　訣別の者



		あとがき



		解説



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p055.jpg
lln






item/image/p215.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p097.jpg





item/image/p007.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
‘I"—f\é'?J i %#ﬁ@ﬁﬁ%&b‘:ﬁ' N b%ﬂ]é 4





item/image/kuchie-003.jpg
e

1n2RE EIE!E(D:I— RR—LTENONLS——
ZNAETRES (B %@L\ékﬁt‘?ﬁoto

o





item/image/p129.jpg





